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プロローグ　駆け込み寺







　夜のネオンに色づく街を、結ゆ衣いが一人で歩いている。雨があがったばかりの歩道にヒールの音を響かせて。

　時おり、すれ違う人が振り返る。

　腰まで伸びた黒髪をなびかせて歩く彼女の姿に、惹きつけられているようだ。

　水み無な月づき結衣は道行く人を振り返らせてしまうほどの美人で、どこか切なげな表情で歩いている姿は、目にした人の足を止めてしまう魅力を持っている。

　しかし。

「…………」

　結衣はそれらの視線に気づかない。わき目もふらずにひたすら歩く。

　忙せわしなく胸を叩く鼓動に急かされていた。焦しよう燥そう感かんが冷汗となって頬ほおをつたう。

　数時間前の出来事が頭から離れない。

　それは、白はく城じよう結婚相談所の玄関で──。

　雲の切れ間から夕陽が差し込み、その輝きを金色の髪に宿しているカレンが、こう言った。




『負けませんわよ』




　その言葉には、決意があった。

　真っ直ぐに結衣のことを見て、結衣がつかもうとしているものを、奪い去るつもりであるのだと。

　そして、結衣は──。




　コツ。




　ヒールの音が、ピタリと止まる。

　結衣はその場で立ち止まり、点滅をはじめた歩行者用の信号機を呆然と見つめる。

　──私は、何も言えなかった……。

　言い返すこと、何らかの気持ちを仕草に込めること、視線を向けることすらも。

　何一つできなかったことが、今になってすごく悔しい……。

　結衣はカバンからスマホを出して、地図アプリを起動した。

　目的地まで、あと少し。

　息を整え、青信号で歩き出す。




　＊　＊　＊




「……ここね」

　結ゆ衣いはスマホをカバンの中にしまって、その建物を見上げる。

　それは大きな寺だった。

　まず目につくのは、時代劇に出てきそうな木製の門。今はピッタリと閉じられている。左右に視線を振ると人が出入りするサイズのドアが見つかった。そのそばにインターフォンがある。

　結衣はドアに近づいてインターフォンに指を向けるが、ボタンを押すのをためらった。

　──知らない人に対応されたら、何て言おう。

　門の向こうから談笑する声が聞こえて、結衣は弱気になってしまう。インターフォンを押すのが怖くなり、カバンからスマホを取り出した。

　……そもそも、まず初めに連絡を入れるべきだった。目当ての彼が外出していたら無駄足になってしまう。そういうことに気が回らないほどに、自分は取り乱していたんだろうか？

　結衣は未だに動揺の余よ韻いんを残している胸の鼓動を意識しながら、この寺にいる友人──玉たま置きにメッセージを送る。




結衣：突然、ごめんなさい。ちょっと相談したいことがあるんだけど、今、大丈夫？




　すぐに既読がついて返信がきた。




玉置：相談でも告白でも大歓迎だよ、結衣チャン。

結衣：実は今、玉置さんの家の前にいるんだけど、会って話せる？

玉置：家って、うちの寺の？

結衣：うん。

玉置：すぐ行くから、ちょっと待ってて。




　結衣はスマホから目を離し、夜空を見上げて吐息をついた。どんよりとした雲が空一杯に広がっている。その向こうにうっすらと月の輪郭が見えた。

　湿り気を帯びた生ぬるい風を頬ほおに感じて、結衣はぼんやりと思い出す。

　白はく城じよう結婚相談所の廊下で聞き耳を立てている自分。ふすまの向こうでカレンと縁えん太た郎ろうが話をしている。玉たまの輿こし狙いの婚活を辞めると言ったカレンが、気になっている人がいるのだと口にして──。

　縁太郎に告白をするとしか思えない空気になった。

　もしもあの時、蒼あお梨りが帰って来てくれなかったら、どうなっていたんだろう。

　カレンは告白の言葉を最後まで続けていたのかもしれない。そしたら、縁えん太た郎ろうもその気になって、カレンと結婚を前提とした交際を？

「……そんなの、ダメ」

　心の声が呟つぶやきとなってこぼれ出た。結ゆ衣いは門の脇にある扉をじっと見つめて、スマホで時間を確認する。玉たま置きにラインをしてから五分ぐらい経っていた。そろそろ来てくれてもいいんじゃないかと思う。もう一度ラインを送ってみようか。でも……。

　結衣がもどかしげにドアを見ていると、門の向こうから足音が聞こえて、ドアの施錠が解除された。

「結衣チャン！　急だったからびっくりしたよ」

　扉の向こうから顔を出したのは、禿頭の坊主──玉置瞬しゆん介すけ。

　簡素な作務衣を着ているが、その首元には銀色のネックレスがある。街灯の明かりに反射したそれがキラキラと光り、その輝きに負けないぐらいの陽気な笑みを向けてくる。それはパリピを自称する彼にふさわしい笑顔で、寺の坊主の厳粛なイメージからは程遠い。しかしその緊張感に欠けた雰囲気が、今の結衣にはありがたい。張りつめていたものが少しだけほぐれたような気がした。

　玉置は他の結婚相談所に所属している会員で、結衣とは神田祭を舞台にした婚活イベントで知り合った。彼は結衣が縁太郎に気持ちを向けていると見抜いて、それでも結衣のことを〝友達〟として応援してくれている。

　もっともそれは『オレ、友達として恋愛を応援して、いつの間にかくっついてるパターンでワンチャン狙うから』と、下心を公表したうえでの友人関係なのだが……。

「結衣チャン、白はく城じようさんと何かあった？　告白、失敗したとか？」

　陽気な笑みを引っ込めて、心配そうに見つめてくる玉置。

　結衣は玉置から、縁太郎に告白するように言われていた。まずは自分の気持ちを伝えて、恋愛対象として意識されるようにするべきであると。

「告白は、できなかったの」

「──ってことは、フラれたわけじゃない？」

　結衣はうなずき、すがるように玉置のことを見る。

「でも、告白されそうになった」

「……つまり、白城さんから告られそうになった──ってこと？」

「違うの。縁太郎じゃなくて、カレンが！」

「ん？」

　その答えに玉置は首を傾かしげる。

　少しのあいだ結衣を見つめて、ポリポリと頬ほおをかき、

「それはつまり……カレンちゃんが結ゆ衣いチャンに告白──的な？」

「どうしてそうなるの？　もーっ！」

　その場でもどかしげに足踏みをしてしまう結衣。

　玉たま置きは肩をすくめて苦笑して、

「結衣チャン、まずは落ち着こう。とりあえず中に入んない？　お茶ぐらい出すよ」

　結衣は無意識のうちに玉置を強く見据えていたことに気づいて、さっと目をそらす。

「……ご、ごめんなさい。私、気が動転してるみたい」

　取り乱してしまったことを恥ずかしく思いながら、結衣は玉置と一緒に寺の境内に足を踏み入れた。




　＊　＊　＊




　玉置の住んでいる寺には大きな本堂があって、その敷地も広い。

　暗い境内を歩き抜けた先に明りのついている建物があり、そこはどうやら住居のようだ。見るからに生活感が強い。ポストに〝玉置〟という表札があって、傍かたわらの大きなポリバケツにゴミ袋が押し込められている。

「ちょっと、ここで待ってて」

　結衣が案内されたのは畳張りの和室で、どこか白はく城じよう結婚相談所の居間に似ていた。

　結衣は部屋のすみに重ねてあった座布団を手にとり、いつもの癖で正座をする。どうやらここは客間のようで、物が少ない。箪たん笥すがあって、壺があって、その奥に立派な掛け軸がある。力強く殴り書きのような書体で〝臥が薪しん嘗しよう胆たん〟と書いてある。大きな目的を達成するために悔しい気持ちを忘れない──という意味の四字熟語だ。今の結衣の心境に訴えかけるものがあり、結衣はその掛け軸をじっと見てしまう。

「それ、いいっしょ？　オレの自信作」

　お盆を手にした玉置が部屋に入ってきた。

「これ、玉置さんが書いたの？」

「そう。こう見えて達筆なんだぜ。筆に気持ちがこもってるって、門もん主しゆさん──えっと、本家の偉い人からも褒ほめられた」

「へえ……」

　結衣は差し出された湯呑みを受け取り、熱いお茶をすすりながらあらためて掛け軸を見る。

　結衣も書道の心得がある。そう言われると確かに感情的な筆跡であると思う。技術的には未熟な部分が散さん見けんされるが、それを補ってあまりある勢いがあるというか。

「この臥薪嘗胆は、付き合ってた女の子に二股かけられて、しかも相手の男と結婚するから別れてほしいって塩対応されたときに書いたやつ。オレはこれを見るたびにその悔しさを思い出してモチベを上げてんだ」

「えっ……」

　結ゆ衣いは思わず気まずげな顔になってしまうが、玉たま置きはカラカラと己の失恋談を笑い飛ばしている。それどころか、

「結衣ちゃんって何ていうか、正直だよね。オレ、結衣ちゃんのそういうところ、嫌いじゃないよ」

「んなっ！」

　急に口説き文句みたいなことを言われて、結衣は思わず逃げ腰になる。

　そんな結衣の姿に、玉置は悪いた戯ずらを成功させた子供のような笑みを見せる。本気で口説いているわけではなさそうだ。からかわれたのかもしれない。

　……もしくは、私の気持ちをほぐそうとした、とか？

　玉置はパリピを自称するだけあって、隙あらば楽しく盛り上げようとしてくる。冷静さを失っている友達をあえてからかって、普段のテンションに戻そうとするぐらいのことはやってくれるかもしれない。

　単にパリピトークをしたかっただけかもしれないけど……。

「そんで、結衣チャン。何があったか話してよ。友達として相談に乗るぜ」

「ええ。実は──」

　親しげに話しかけてきた玉置に、結衣は深刻な顔で事情を話す。

　縁えん太た郎ろうに告白をするつもりで白はく城じよう結婚相談所へ行ったら、すでにカレンが来ていた。最初はカレンの婚活について話していたのに、だんだんと雲行きが怪しくなって、縁太郎に告白をするとしか思えない流れになった。

「──それ、結局カレンちゃんは告白をしてないってこと？」

「ええ。ちょうど蒼あお梨りが帰ってきてうやむやになったの」

「あおり？」

　結衣の正面であぐらをかいている玉置が、お盆の上の湯呑みへ伸ばしていた手を止めた。

　結衣はお茶うけとして出された饅まん頭じゆうの包み紙をほどきつつ、

「縁太郎の姪めいであの家に住んでるの。すごく可愛い女子高生」

「そのＪＫチャンが、カレンちゃんと白城さんの話に割って入って、カレンちゃんの告白を未遂にしてくれたってこと？」

「そうなの。私はいつも女子高生に助けられてるわ」

「う……ん？」

　思案げに眉を寄せている玉置をよそに、結衣は饅頭を二つに割って少しずつ食べる。

「ま、とにかく。結衣チャンの話をまとめると──」

　畳の上に湯呑みを置いた玉置が、あぐらをかいているひざの上にパシッと手をついた。




「恋のライバルが、いたわけだ」




　結ゆ衣いは口の中に残っている饅まん頭じゆうをもむもむと咀そ嚼しやくしてから飲み込んで、

「いたみたい……。どうしよう？」

　ただでさえ歩き慣れていない恋愛の道に、越えられるかどうか分からないハードルが設置されてしまった。

　結衣は今、その入口で立ちすくんで、進しん退たいを決めかねている。

「どうするかは、結衣チャン次第かな」

「え……」

　玉たま置きの声には突き放すような響きがあって、結衣はショックを受けたような声を出す。

「もちろん、オレは結衣チャンを応援したいと思ってる」

　玉置は結衣へニコッと笑いかけてから、すっと真面目な顔になり、

「でもね、結衣チャン。結衣チャンに闘う意思がなければ応援できないよ。ほら、結衣チャンって白はく城じようさんに対する気持ちが曖あい昧まいじゃん？　今の話も、ちゃんと白城さんのことを好きって自覚してたら、カレンちゃんの告白をスルーしないよね？」

「それは……」

　結衣は口ごもってしまう。

　白城結婚相談所の廊下で二人の会話を聞いた自分は、告白を阻止するどころか、息をひそめてしまった。

「……でも、やっぱり嫌なの」

　結衣は饅頭の包み紙を握って、玉置を射抜くように見る。




「このまま何もしないで、カレンと縁えん太た郎ろうが結婚するのを見ているなんて……それは嫌！」




「……ふぅむ」

　おもむろに腕を組んだ玉置が、難しい顔になる。

「やっぱりさぁ、結衣チャンは白城さんに対して、特別な気持ちを持っているんだよ。でも、それがどういうものか、つかめてない。自分で自分のことが分かってない」

「…………」

「とはいえ、本当の意味で自分の気持ちを理解するとか、なかなか出来ないんだけどね」

　相そう好ごうを崩した玉置が、身振り手振りを加えて話しはじめる。

「こういう仕事をやってると、そういう人がたくさん来るよ。お坊さん、どうすればいいんでしょうか？　どうするべきでしょうかって。結衣チャンみたいに駆け込んでくる人は少なくないんだよ」

　そして玉たま置きは、ニッと歯を見せて笑い、

「坊さんらしく導くぜ。結ゆ衣いチャンが何をするべきか」

「う、うん……」

　結衣はおずおずと玉置のことを見る。期待と不安が同時に込み上げてくる。

「カレンちゃんは強敵だ。オレも一度だけご飯したけど、あの子はきっと迷わない。自分の気持ちが見える子だ」

「……そうね。縁えん太た郎ろうもカレンは婚活のベテランだって言ってた」

　結衣は弱気になってしまって、その声こわ音ねはとても弱々しい。

　それを耳にした玉置は渋い顔になり、

「今の結衣チャンじゃ、カレンちゃんに勝つのは難しいかもね。そもそも同じ土俵に上がれてない」

　結衣は反射的に口を開くが、言葉が続かない。言い返したい気持ちだけが虚むなしく空回ってしまう。

「そこで作戦を変えようと思う。自分から告白できない結衣チャンが、カレンちゃんに〝負けない〟ためのやり方に」

「そ、そんなのがあるの？」

　結衣は思わず身を乗り出して、畳に手をついた。

　玉置はふふふと不敵に笑って、迷える結衣に道を示す。




「こちらから告白できないなら、してもらえばいい。白はく城じようさんの気持ちをつかんで、向こうから」







第１話　胃袋を狙う二人







　白はく城じよう縁えん太た郎ろうは東京・神田の下町で結婚相談所の仲人なこうどをしている。

　母親から引き継いだ〝白城結婚相談所〟を経営しており、その事務所兼自宅に住んでいる。

　独身なので自分で起きて、自分で朝食を作る。

　それが当たり前であったのだが……。




「縁太郎。朝ですわ」




　布団のぬくもりに包まれている縁太郎の耳に、心地よい声が届いた。

「ううーん」と唸りながら目を開くと、ぼやけている視界の向こうにエプロン姿の女性が立っていた。
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「起きてくださいまし。朝ご飯できてますわよ」

　おたまを片手に微笑む彼女は、早さ乙おと女めカレン。白城結婚相談所の会員だ。

　窓から差し込む朝日を浴びるショートカットは金色で、縁太郎のことを見つめる瞳の色は青い。外国人であるといわれても納得できる容姿だが、彼女は日本育ちのハーフで英語は喋しやべれない。

「カレンか……おはよう」

　縁えん太た郎ろうが布団から体を起こしてあくび混じりに言うと、カレンは「おはようございまし」と嬉うれしそうに微笑んだ。

「今日も朝飯作ってくれたのか？」

「縁太郎の好きな焼き鮭と卵焼きですわ」

　部屋を出て廊下を歩くと、魚の焼ける香ばしい匂いがする。

　居間に繋つながるふすまを開けると、カレンの言ったとおりの献立がテーブルの上で湯気をあげていた。

「すごくありがたいんだが……毎日作ってくれなくてもいいんだぜ。カレンも大変だろ？」

　縁太郎が用意されていた座布団の上に座ると、カレンは手早くエプロンを脱いで、縁太郎の隣にさっと腰をおろす。

「お気遣いなく。わたくし早起きと料理には長たけておりますの。どうってことありませんわ」

「でも……」

　さらに食い下がろうとした縁太郎の目の前に、カレンの左手が突き出された。

「縁太郎にはマリアの件の貸しがありますわ。わたくしの気が済むまで恩返しをさせてくださいな」

　カレンの左手の小指には、薄うつすらと指輪の跡がある。そこにはめられていた指輪は、カレンが幼少のころに生き別れたメイド──マリアとの約束を誓ったもので、彼女が玉たまの輿こしを狙う理由になっていた。

　今から一週間ほど前に、縁太郎はカレンとマリアを再会させて、カレンを幼き日の約束から解放した。カレンは約束の指輪を外して、お金持ちにはこだわらないと口にしてくれた。

　縁太郎としてはそれで満足なのだけど、カレンは縁太郎にお礼をしたいと言い出した。

『お金はないので……朝食を作って差し上げますわ』

　カレンは近所に住んでいるので、仕事へ行く途中に寄って、食事を作ってくれると言うのだが、それはさすがに悪いと思って縁太郎は遠慮した。しかしカレンは、お礼がしたいと譲らない。

　結局、縁太郎が根負けして、合鍵をカレンに渡すことになる。

　それ以来カレンは、毎朝のように白はく城じよう結婚相談所へやって来ては、朝食を作ってエプロン姿で縁太郎のことを起こしに来るようになった。そんな通い妻のような状態が、かれこれ一週間ぐらい続いている。

　このまま料理を作ってもらうわけにはいかないと考える縁太郎だが、カレンの気持ちを無下にはできないと思うし、食事を作ってもらえるのは正直ありがたい……。

　彼女は自他ともに認める料理上手で、毎日美味しいご飯を食べさせてもらって、縁太郎は知らぬ間に胃袋をつかまれつつあったのだ。

「おーはーよー……」

　ふすまが開ひらいて、蒼あお梨りがやって来た。

　彼女は縁えん太た郎ろうの姪めいで、都内の高校へ通うために下宿をしている。ショートカットの髪が寝癖でボサボサで、まぶたがすごく重そうだ。パジャマとして着ているのは厚手のＴシャツで、ゆるい感じの猫っぽいキャラクターがプリントされている。女子高生の間で人気のキャラクターらしいのだが、縁太郎にはその良さがいまいち分からない。

「今日もカレンちゃん来てくれたんだ。良かったね、お兄ちゃん」

　食卓についた蒼梨が、冷やかすような笑みを向けてくる。

「ああ。カレンのおかげで朝からこんなに美う味まい飯が食える」

　縁太郎は焼き鮭に箸はしをつけ、炊きたてのご飯を口一杯に頬ほお張った。今日のご飯もやっぱり美味しい。箸が止まらなくなってしまう。

「たくさん食べてくださいまし。おかわりもありますわ」

　カレンは縁太郎が食べる様子を眺めてニコニコしている。

　そんな二人を見ていた蒼梨が、茶化すような口調で、




「カレンちゃん。このままお兄ちゃんのお嫁さんになっちゃえば？」




　縁太郎はご飯を喉につまらせて、ゴホゴホとむせる。

「あ、あのな、蒼梨。カレンは、その……ちょっといろいろあって、ご飯を作ってくれてるだけで、そういうつもりじゃねえからな」

　一から事情を説明するのは面倒なので、縁太郎は〝嫁候補〟の部分だけを否定する。マリアのお礼でご飯を作ってくれているのに、そういうふうに勘違いされたらカレンも嫌だろうと、そう考えてのことだった。

　しかしカレンは、別段嫌そうな顔はしていない。

　それどころか、

「ま、まぁ……。そういう未来も、あるかもしれませんけど……」

　と、満まん更ざらでもなさそうにはにかみながら赤くなる。

　縁太郎はそんなカレンを見つめて、どういうつもりだろうかと思って──すぐにピンときた。

　蒼梨のほうへ向き直り、

「いいか蒼梨。これが〝気遣い〟だ。カレンは俺の男心を傷つけまいと、気があるような素振りをみせてくれたんだ。こういうことがさらっとできると、男からモテるようになる。蒼梨もカレンを見習っといたほうがいい。今の調子じゃ、将来婚活で苦労するからな」

　縁太郎が言葉を重ねるにつれて、蒼梨の眉がハの字になっていく。これはきっと生意気な反論がくるだろうなと身構える縁えん太た郎ろうだが、

「お兄ちゃんって、そういうところがダメだよね」

　と、呆れたようなコメントがきた。

「いきなりなんだよ。ダメって、何が？」

「べつにー」

　蒼あお梨りはチラッとカレンのことを見て、空になった食器を手にして、台所へ行ってしまう。

「何言ってんだろうな、蒼梨のやつ」

　縁太郎は不満げに肩をすくめてカレンに同意を求めるが、カレンは「まったくもって、そのとおりですわ……」と、縁太郎に聞こえないぐらいの声で呟つぶやいていた。

　カレンは一度、縁太郎に告白をしようとした。

　あれから一週間が経っているというのに、二度目の告白に踏み切ることができていない。

　あの時は勢いがあった。気持ちが昂たかぶっていた。怖いもの知らずの強みで、気持ちを伝える覚悟ができていた。

　しかし、その機を逃して冷静になってしまうと、弱気な自分が訴えかけてくるのだ。

　──縁太郎に気持ちを伝えて、もしもフラれてしまったら？

　カレンは怖くなってしまい、自分から告白できなくなってしまった。

　縁太郎の好感度を上げて、彼のほうから告白してもらいたいと考えるようになり、毎朝縁太郎の家に顔を出しては、料理を作って縁太郎の気を惹こうとしていたのだった。

　そして、そんな回りくどい婚活をしている女子が、もう一人。




「ご、ごめんくださいっ！」




　玄関から声が聞こえて、早足で廊下を歩く足音が近づいてくる。

　勢いよくふすまの戸が開かれて、やって来たのは──。

「ゆ、結ゆ衣い!?　どうしたんだ、こんな朝から」

　驚いた縁太郎が目を丸くする。

「……お、おはよう、縁太郎」

　はぁはぁと肩で息をしている結衣が、テーブルに残る食器を目にして、電車やバスに間に合わなかった人のような顔になる。

　どうして彼女がそんな顔をしているのか？　そもそもこの時間に何をしに来たのか？

　縁太郎は分からない。

　しかしカレンは、結衣の狙いを見破っていた。

「あら、結衣。おはようございまし。もしかして結衣も、わたくしの作った朝食を食べに来ましたの？」

「──っ！」

　分かりやすい挑発の言葉に、結ゆ衣いは悔しそうに「むぅー」と唸って唇を噛んだ。

「あれ。結衣ちゃん、どーしたの？」

　制服に着替えた蒼あお梨りが廊下を通りかかって、不思議そうに首をかしげる。

　大好きな蒼梨から声をかけられたのに、結衣の反応は薄い。軽く手を挙げて「おはよう蒼梨」と口にするだけで、視線を向けようともしない。いつもだったらスマホのカメラで写真を撮って、女子高生に対する盗撮行為について説教をされているのに。

「じゃあ行ってきます」

「おう。車に気をつけろよ」

　制服姿の蒼梨を見送って、縁えん太た郎ろうはカレンにも声をかける。

「カレンも仕事の時間じゃねえのか？」

「ええ、そうですけど……」

　いつもなら蒼梨と一緒に家を出ていくカレンが、次の一手を待ち受ける棋き士しのような面持ちで結衣のことを見ている。

　結衣はずーっと眉間に力を込めて何かを考えていたが、

「──決めたわ」

　と、呟つぶやいてカレンのことを見る。

「私は朝が弱いから、朝ご飯を作りたくても、作れない……」

　おもむろに自分の黒髪をさわる結衣。ところどころが寝癖ではねている。

「だから朝はカレンに任せて、私は夕食を作るわ。カレンが朝食、私が夕食。それでフェアよ！」

「いや、ちょっと──」

　待ってくれと、縁太郎は口を挟もうとした。カレンはともかく、結衣が食事を作ってくれる理由が分からない。

　しかしカレンは、縁太郎へ手のひらを向けて言葉をせき止める。

「分かりましたわ、結衣。貴女あなたのお手並みを拝見させていただきますわね」

　ふふんと鼻を鳴らして、好戦的に笑うカレン。

　結衣も負けじと唇を引き結んでいる。

　二人は実に分かりやすく、恋の火花を散らしていたが、

　──どうして二人は、張り合ってんだ？

　と、縁太郎は渦か中ちゆうの人であるのに、心の中で呑気なことを呟いていた。
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　その日の夕方。

　朝の宣言どおり、晩御飯を作るために白はく城じよう結婚相談所へと結ゆ衣いがやって来た。両手にスーパーの袋を提げて、背中には大きなリュックサックがあった。

　──あのリュックには何が入ってるんだ？

　縁えん太た郎ろうが気になって台所の戸口から様子を見ていると、リュックの中から出てきたのは、フラスコ・ビーカー・白衣。

「……結衣。何をするつもりなんだ？」

「何って、もちろん料理よ」

　ばさっと勇ましく白衣に袖を通した結衣が、肩越しに振り返って凛り々りしい視線を向けてくる。

「普通エプロンとかつけないか？　何で白衣を」

「それは、その……」

　気まずげに目をそらした結衣が、ギリギリ聞こえるぐらいの小さな声で、

「エプロン、なかったの。普段あまり、こういうことをしないから」

　結衣はスーパーの袋を逆さまにして、テーブルの上に食材を落とすようにして出した。ポケットからスマホを取り出して、それと食材を交互に見つめて、難しそうな顔をする。

　──結衣、大丈夫かな……。

　縁太郎が心配になって戸口から離れられないでいると、背後から廊下を歩く足音が近づいてきて、

「ごめんくださいまし」

「お、カレン。いらっしゃい」

　縁太郎が場所を譲って、やって来たカレンが戸口から結衣のことを見る。

「結衣、ごきげんよう」

「ちょっと今、集中してるから、話しかけないで」

　結衣はすごく真剣な顔でみりんをビーカーに注いでいる。

「そんなの、目分量で構いませんのに」

「ダメよ。わずかな量の違いで、味が変わってしまうわ」

「科学の実験じゃあるまいし……大げさですわね。っていうか、どうして白衣なんですの？」

　腰に手を当てたカレンに見守られながら、結衣はたどたどしい手つきで料理を作りはじめる。

　ピーラーの使い方が下手で、皮を剥むき終えたジャガイモがクルミぐらいのサイズになってしまう。包丁で人参を切ろうとした時には、カレンがたまらず「左手は猫の手に！」と声を張り上げた。

　どうにか食材を切り終えて鍋を火にかけた時に、ご飯を炊き忘れていることに気づいて、慌てて米をとぎはじめる。目を離した隙にお鍋が噴いて、結衣の口から「あっ、あっ、あっ」と情けない声が漏れてしまう。

「まったく……見てられませんわね」

　腕まくりをしたカレンが台所に入る。それに気づいた結ゆ衣いが、噴きこぼれた鍋を隠そうとするかのようにガス台の前に立つ。

「な、何、カレン？」

「手を貸しますわ。わたくしがお米をとぎますから、結衣はお鍋に集中してくださいまし」

　結衣は一瞬だけ縁えん太た郎ろうのことを見て、焦ったような顔になる。

「同情はいらないわ、カレン。これは私の料理なんだから、どうなろうとカレンには関係ない」

「あら、とんだ思い違いをしておりますのね。わたくしは結衣に同情しているわけではありませんわよ」

「……？」

　カレンはこれ見よがしな視線を、テーブルの上に並ぶ食べ物へと向けて、




「わたくしは、無惨な姿になりそうな食材に同情してますの！」




「んなっ！」

　唇を歪めて、菜さい箸ばしをプルプルと握りしめる結衣。

　カレンはふふんと得意げに鼻を鳴らして、慣れた手つきで米をとぐ。

「縁太郎は居間で待っていてくださいまし。わたくしがいれば問題ありませんので」

「ああ、そうだな」

　縁太郎が素直にうなずくと、結衣が悲しそうな顔をする。

　──まぁ、最初から上手くはできねえから。

　彼女がどうして、不慣れな料理に挑戦しているのか？

　理由を察した縁太郎は、二人の邪魔にならないように居間へ向かうことにした。
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「あ、縁太郎さん。お邪魔してます」

　縁太郎が居間にいくと、牡ぼ丹たんが来ていた。

　彼女は足の短いテーブルの前に座って、背中を丸めて色紙に絵を描いている。横一文字に揃っている前髪の下に大きな目をキラキラと輝かせていて、その視線はテーブルの上の色紙に固定されている。

「やっぱり上手いよな、牡丹」

　縁太郎は牡丹の隣に腰をおろして、彼女が描いているキャラクターのイラストを眺める。

「立たち華ばなさん、裸エプロンバージョンです。結衣にゃんとカレン嬢の料理対決にインスピレーションをもらいました。キャッチフレーズは〝ご飯とわたし、どっちも食べてね〟──です！」

　話しながらも手は止めず、流れるような手つきでイラストを完成させていく牡ぼ丹たん。

　彼女はプロの漫画家で、〝妊活ガール立たち華ばなさん〟というエロ漫画を連載している。そのせいか下ネタばかりを口にして、縁えん太た郎ろうや他の会員たちを呆れさせているのだが、こうやって漫画を描いている姿は格好良いなと、縁太郎は感心してしまう。

「できました」

「おぉー……」

　縁太郎は完成したイラストを見つめて、小さく拍手する。

　裸エプロンをしているヒロイン──立華さんが、前まえ屈かがみになって胸を強調しながら、恥ずかしそうにはにかんでいる。その谷間の描写が絶妙にエロくて、縁太郎はたまらずドキッとしてしまう。

「どうですか、縁太郎さん。勃たちますか？」

　あまりにもストレートにそんなことを聞かれて、縁太郎はイラストから目をそらす。なまじドキッとしてしまった分の気まずさがあった。

「……その感想の聞き方はどうなんだ？　普通に上手いとは思うが」

「だって、そのための裸エプロンですもん。ちゃんと興奮してもらえないと、立華さんもガッカリです。ほら、縁太郎さん。もっとよく見てあげてください！」

　イラストが描かれた色紙をぐいぐいと押しつけられて、縁太郎は仕方なく答える。

「ま、まぁ、ちゃんとドキッとすると思うぞ。うん」

「本当ですか？　ビンビンですか？」

「だから、その感想はどうなんだって──」

　縁太郎が困り顔になっていると、背後でふすまがスッと開く。

「もー、お腹すいちゃったー。ご飯まだー？」

　嫌なタイミングで蒼あお梨りがやって来てしまった。制服姿でお腹をさすって、空腹を訴えている。

　そんな彼女にも、牡丹は迷わず自慢のイラストを見せる。

「蒼梨ンゴ！　これを見てください。立華さんの裸エプロンバージョンです。縁太郎さんも興奮するって、お墨つきをくれたんです！」

　牡丹は嬉々としているが、蒼梨のリアクションはすこぶる悪かった。

「えぇ……」と否定的な呟つぶやきを漏らし、ジト目で縁太郎を見る。蒼梨はエロに厳しいが、エロにうつつを抜かす男性にはもっと厳しい。

「あのな蒼梨、これは──」

　何か言われる前に、先手を打って弁解しようとする縁太郎。

　しかし蒼梨は回れ右をして廊下に出て、ピシャッとふすまの戸を閉める。

　そして廊下を走る足音が、台所へと向かい、

「ねー、カレンちゃん、結ゆ衣いちゃん！　お兄ちゃんが──」

「ちょっ、蒼あお梨り！」

　縁えん太た郎ろうは慌てて居間を飛び出して、台所へと踏み込んだ。
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　足の短いテーブルの上に、結ゆ衣いとカレンの合作となった夕飯が並んでいる。少しだけ焦げている肉じゃがと、綺き麗れいな焼き色のついているアジの干物。どちらがどちらの料理であるのか、聞かなくても見当がつく。

　テーブルを囲むように座っている面々の中で、結衣はしゅんとしょげて猫背になって、カレンは得意げに胸を張っている。

　その隣では、牡ぼ丹たんが蒼梨にお説教（？）をしていた。

「いいですか、蒼梨ンゴ。縁太郎さんを責めてはいけません。男の人がエロいのは自然の摂理なんです。カラスが黒いように、猫がにゃーと鳴くように、男性はエロいんです」

「でも、デリカシーがないよ。みんながいる場所でそういうのを見るなんて」

　じろっと縁太郎のことを一いち瞥べつした蒼梨が、大皿に盛ってある肉じゃがへと箸はしを伸ばす。

「言っておくが、俺は見たくて見たわけじゃない。牡丹に見せられたんだ」

　縁太郎は断固とした口調で言って、アジの開きに醤しよう油ゆをかける。

「そもそも、元をただせば悪いのは牡丹ですわ。縁太郎にそんな、破は廉れん恥ちな絵を見せるなんて」

　縁太郎の隣に座っているカレンが、問題のイラストを指さした。

　その批ひ難なんに便乗して、結衣もクレームを入れる。

「この家には女子高生だっているんだから、慎んでほしいわ」

　しかし牡丹に反省の色はない。

　ニコニコしながらテーブルの上に置かれたイラストを愛しげに眺めて、色紙の中にいるキャラクターに話しかける。

「聞きましたか、立たち華ばなさん。立華さんが魅力的すぎて、みなさんが動揺しています。立華さんは罪な女性です。この調子で駿する河が野のさんも悩殺しちゃいましょう。まずは手始めに──」

　キャラクターと話しはじめた牡丹はしばらく戻ってこない。そこに見えない友達でもいるかのように会話をしはじめる。みんなそのことを知っているので、エロイラストに対する苦情はそこで打ち切りになる。

「ところでこの、二人が料理を作ってくれるのって──そういうことなんだよな？」

　縁太郎が次の話題を切り出して、結衣とカレンが同時に目を丸くした。

「婚活、なんだろ？」

　その指摘に、結衣とカレンはおずおずとうなずき、蒼梨が箸を止めて成り行きを見守っている。

「それで、その……」もどかしげな声を漏らすカレン。

「縁えん太た郎ろうは、どう思っておりますの？」

「うーん。そうだなぁ」

　縁太郎はあらためて二人の料理へ視線を向けて、何を言おうかと考える。

「け、結論を急ぐ必要は、ないけど……」

　と、結ゆ衣いが弱気な声を出す。その視線の先にあるのは、失敗作の肉じゃが。

「いや、いいと思うぞ。大切なことだからな──」

　縁太郎は二人に向かって、いつものように微笑みかけながら、




「花嫁修業って」




「「……………………？？？」」

　結衣とカレンが、示し合わせたようにポカンとしている。

「二人とも旦那候補の胃袋をつかむ練習をしているんだろ？　やっぱり男は手料理に弱いからな。それが決め手になって結婚を決めたっていう会員さんも結構いるし」

　したり顔で語る縁太郎を見つめて、結衣とカレンは渋い顔になる。

「そ、そうですわね」

「え、ええ。そうね」

　と、相づちを打ってはいるが、その声こわ色いろは実に不満げなものだった。

「二人とも、分かりやすいですね」

　そんなことを言い出したのは牡ぼ丹たんで、縁太郎にフラグをスルーされてしまっている結衣とカレンに、助け船を出そうと思ってのことだった。

　しかし結衣とカレンにとって、それはありがた迷惑というか、余計なお世話に外ならない。

「何を言っておりますのか、よく分かりませんわね」

　と、何でもなさそうな口ぶりで言ったカレンが、すっと目を細めて牡丹のことを見る。その鋭い視線で牡丹の軽率な発言を咎とがめる。

「縁太郎の言うとおり、花嫁修業なんだから……ッ！」

　結衣もまた平然とした顔つきでありながら、意図的に語尾を強めることによって牡丹を責めていた。

「えっと、そのぉ……」

　空気が読めていなかったことに気づいた牡丹が、だらだらと冷や汗を流す。「あはは……」と乾いた笑い声を漏らして場を持たせ、失言を撤回する──のは無理っぽいから、話題を強引に変えることにする。

「そ、そういえば、最近、まひるママを見てないような気がします。もしかすると、例のアイツとトラブっているのかも！」

　牡ぼ丹たんの言葉に誘導されて、一同の視線が誰もいない場所へと向けられる。そこは台所に一番近いポジションで、まひるが好んで座る場所だった。

「ひょっとして、アレ以来顔を見せておりませんの？　縁えん太た郎ろうが、例のホストの本音をまひるに伝えてから」

　カレンが心配そうな顔で縁太郎のことを見る。その後ろで牡丹が、首尾よく追及を逃れたことにほっとして胸をなでおろしていた。

「まひるさん、あの日から事務所に来てないな……。本人は交際順調だって言ってるんだけど」

　縁太郎はズボンのポケットからスマホを取り出して、ラインのアプリを起動する。

　スマホをテーブルの上に置いて、まひるからのメッセージをみんなに見てもらう。




まひる：カレに話を聞いたよ。縁太郎くんとお店で話したことについては、酔っていたから覚えてないって。もし変なことを言っていても、それはノリで言っただけだから、本音じゃないって。

（ほっと安心している女性のスタンプ）




　話題に上がっている会員──小こ日向ひなたまひるは、保育園の先生で、家事全般を得意とする家庭的な女性であるのだが、男を見る目がまるでない。ダメな男とばかり交際してしまう。今も縁太郎の反対を押し切って、ホストの男性と付き合っている。

「……このメッセージ。ホストの言い訳を真に受けている、ということですわよね？」

　カレンが呆れたように言う。

「騙されているとしか思えないわ」と結ゆ衣い。

「どうにかしてあげてください、縁太郎さん！」

　牡丹からも服の袖を引っ張られ、縁太郎はあらためてラインの文面を見る。

「……やっぱりこれ、怪しいよな？」

　結衣とカレンと牡丹が同時にうなずいた。

「まひるさん、アイツのこと信じ切ってるんだろうな。そういう時のまひるさんって強情なんだよ……」

　縁太郎は頭の後ろで手を組んで、天井を見上げる。

　過去に何度もこの部屋で、ダメな男に引っ掛かっているまひるを諭さとそうとした。しかし、その試みが成功したことは一度もない。交際中のまひるは、相手のことを完全に信頼している。縁太郎たちの説得には耳を貸さずに、交際相手の肩を持ってしまうのだ。

　縁太郎は頭の後ろで組んでいた手をほどいて、テーブルの上のスマホを手に取った。

「三みノの山やまさんに頼んでおくよ。まひるさんに何かあったら教えてほしいって」

「それって、神田祭に来てた人ですわよね？」

「ああ。カレンも少し話したよな。まひるさんと同じ保育園の保育士で、まひるさんが例のホストと付き合うことに反対してる」

　縁えん太た郎ろうはスマホでメッセージを打ちながら、神田祭のことを思い出す。

　あの時は結ゆ衣いとカレンが同じ相手──玉たま置きを婚活のターゲットにしてしまった。結局カレンが身を引いて、結衣が玉置とデートをすることになったのだが。

「そういえば結衣。玉置さんとはどんな感じだ？　まずは友達から──って言ってたよな？」

「……玉置さんとは、ずっとお友達のままかも」

　気まずげな様子で言葉を濁す結衣。

「それなら、別の相手を探してみるか？」

　相手に脈がないのであれば、次の婚活を始めたほうがいい。

　そう思う縁太郎だが、結衣は迷わず首を横に振る。

「今はまだ、そういうのはいらないわ」

「そうか？　じゃあ、必要になったら声をかけてくれ」

　もしかすると、玉置と交際に発展しそうな可能性が残っているのかもしれない。それなら無理に婚活を勧めることはない。

　縁太郎は結衣から視線を外して、カレンのことを見る。

「カレンはどうだ？　良さそうな人がいるんだよな？」

「ええ。わたくしはその方へ毎日のようにアプローチをしているのですが、なかなか振り向いてもらえませんの」

　悩ましげに眉をハの字に曲げたカレンが、じぃーっと縁太郎のことを見る。

　自然と熱を帯びてしまう視線に、しかし縁太郎はその温度の変化を上手く感じ取ることができない。

「力になれそうなことがあったら協力するから、遠慮なく言ってくれよな」

「え、ええ。そうさせて、いただきますわ……」

　カレンは笑みを引きつらせ、それを見た牡ぼ丹たんが「何て不ふ憫びんな、カレン嬢……！」とうっかり口を滑らせてしまい、カレンからキッと睨にらまれていた。

「──ちなみに、縁太郎はどうなの？」

「お、俺か？」

　急に話題の矛先を向けられて戸惑う縁太郎に、話を切り出した結衣がコクッとうなずく。

「縁太郎だって、結婚適齢期でしょ？　自分の結婚も考えないと、ダメなんじゃない？」

「それはそうだが……。今のところは、あまり考えてないな」

「そんなことを言っていたら、売れ残ってしまいますわよ！」

　カレンもすかさず便乗してきて、結衣と一緒になって縁太郎に婚活を迫る。

「そりゃあ、俺だって結婚したいけど……」

　縁えん太た郎ろうはバツが悪そうに言葉尻をしぼませて、その視線を古ぼけた居間へと巡らせた。

　結婚は、仲人なこうどの仕事で稼げるようになってからと、考えている。

　しかし、ずっとリフォームしたいと考えているこの居間は、相変わらず昭和の雰囲気を漂わせている。思うように稼げているとは、言い難い。

「ま、まぁ……俺のことはいいから、まずは自分のことを考えろって。な？」

　縁太郎は努めて明るく振る舞って、何か言いたげな結ゆ衣いとカレンに誤ご魔ま化かしの笑みを押しつける。

　そしてさらに追及される前に、回答役のバトンを牡ぼ丹たんへ差し出した。

「牡丹はどうなんだ。駿する河が野のさんと」

　牡丹は今、合コンで知り合った駿河野という男性と交際している。彼は牡丹の漫画のファンなので、エロ漫画を描いていることに対して抵抗がない。

「いい感じですよ。今週の土曜日もアニソンのライブへ行くんです。駿河野さんとは性格と趣味の相性がばっちりですからね。体の相性は、まだ分かりませんけど。へへっ」

「それは別に言わなくてもいいが……」

　にししと楽しそうに笑っている牡丹に、縁太郎は咎とがめるような低い声で、

「牡丹、神田祭の時に急に帰ったろ？　牡丹はプロの漫画家だし、漫画が大事なのは分かる。でも、さすがにアレはよくねえぞ。交際終了になってもおかしくなかったからな」

　それは、会員たちと神田祭に参加した時のこと。

　これから祭りが始まろうとしていたタイミングで、牡丹は漫画のネタを思いついたと言って帰ってしまったのだ。置いてけぼりにされた駿河野は、その後ろ姿を呆然と見送っていた。

「だ、大丈夫ですよ。駿河野さんは、立たち華ばなさんのことも大事に思ってくれてるんです。立華さんのためなら仕方ないって、ラインで言ってくれてますし」

　アニメキャラのイラストが描かれているトートバッグからスマホを取り出した牡丹が、ラインのやり取りを見せてくる。

　縁太郎はじっと目を凝らしてその画面を見つめて、結衣とカレンも横から首を伸ばして画面へ目を向ける。




駿河野：今日は残念でしたが、立華さんのためなら仕方ないです。また一緒に遊びにいきましょう！




「……当たり障りのないことを言って、本音を誤魔化しているような気がしますわ。駿河野さん、本当は不満を溜め込んでいるのではありませんこと？」

　カレンから疑うような眼差しを向けられて、牡丹は数秒だけ心配そうな顔になるが、すぐに笑顔を取り戻す。

「だ、大丈夫ですよ。駿する河が野のさんはシャイだから、ラインだとかしこまった感じになっちゃうだけです。ほら、いつもこういう口調ですし」

「……まあ、たしかに、他のメッセージも敬語ですけど」

「でしょー？　もー、カレン嬢は心配しすぎなんですよ」

　肩をすくめて安あん堵どの息をつこうとする牡ぼ丹たんだが、間髪容れずに今度は結ゆ衣いが、スマホの画面に指を向け、

「これ、どうして返信が二日後になってるの？　スルーしちゃってるじゃない」

　駿河野のメッセージに牡丹は〝ごめんなさいっ〟とアニメキャラが謝っているスタンプを送信しているのだが、その日付に隔たりがある。

　牡丹は気まずげにギクッとして、

「それは、その……漫画に夢中で、メッセージに気づかなかったんです。締め切りがギリギリだったんで、頭がそっちにいっちゃってて……」

「そうなのか？　それはさすがにまずいだろ」縁えん太た郎ろうがたまらず口を挟む。「デートの途中で帰っちまって、ラインも放置するなんて」

「いや、その……。でもっ！」

　そこで牡丹はテーブルの上の色紙へ手を伸ばし、そこに描かれている立たち華ばなさんを三人へ向ける。

「おかげで、すごく良い話が描けたんです。駿河野さんは立華さんのファンだから、喜んでくれたんです！　立華さんの可愛さにキュンとして、実用性も高いって！」

　実際にスマホのやり取りを見せて、ドヤ顔を押しつけてくる牡丹。

「……まあ、駿河野さんがそう言っているのなら、大丈夫なんでしょうけど」とカレン。

「実用性って、どういうこと？」

　結衣は難しそうな顔で小首をかしげて、自分のスマホをいじりはじめる。そしてすぐに赤面して、スマホをスリープ状態にした。〝エロ漫画　実用性〟で検索してしまったのかもしれない。

「牡丹。もうちょっと駿河野さんに気を遣わないとダメだぞ。デートの途中で帰るとか、ドタキャンとか、そういうことはやめとけよ。漫画の仕事でどうしようもなくなった時は、せめてちゃんと駿河野さんに相談するとか、なんなら俺に話してくれれば、ちゃんとフォローするから」

「だ、大丈夫です。駿河野さんには、お詫わびにこの絵をプレゼントするつもりなんです。だから心配いりません」

　色紙に描かれた立華さんのイラストに自分のサインを入れて、にぱっと無邪気に笑う牡丹。

「それなら、まあ……」

　縁えん太た郎ろうとしてはまだ言いたいことがあったが、牡ぼ丹たんの言葉を信じて、それ以上の説教はしなかった。







第２話　彼女の事情。彼の本音。







　金曜の夜。

　漫画を描くための仕事部屋として借りているワンルームマンションで、牡丹が踊っていた。視線の先にはパソコンのモニターがあって、アニメのテーマソングに合わせてキャラクターがダンスをしている。牡丹はそのキャラクターの動きを忠実に再現しようとしている。

「いい感じに、仕上がってきました……」

　はぁはぁと荒い呼吸を繰り返しながら、ひたいの汗をぬぐう牡丹。

　明日は駿する河が野のと一緒にアニソンのライブへ行く予定だ。漫画のスケジュールはちょっとギリギリだけど、一日遊びに行くぐらいの余裕はある。すでに来月号の原稿は下書きまで終わっている。だから明日は、観客席で駿河野と一緒に踊って、ライブを全力で楽しんで、最高の一日にするのだ。

　──しかも、ただ踊るだけではないんです。

　牡丹はふっと得意げな笑みを浮かべて、窓のほうを見る。カーテンレールにハンガーが引っかけてあって、見慣れない洋服が吊るされていた。一見するとセーラー服のようだが、その丈が極端に短い。

　──明日はこれで、駿する河が野のさんを悩殺しちゃいます！

　悪だくみをするかのように「ふっふっふ……」と肩を揺らして笑った牡ぼ丹たんが、衣装のそばに歩み寄る。

　これはアニメのキャラクターのコスチュームを再現した洋服で、コスプレグッズとして販売されていたものをネット通販で取り寄せた。牡丹はライブ会場でこの衣装に着替えて、駿河野を驚かせようと企たくらんでいる。この衣装は駿河野が推しているキャラクターの格好をモデルにしているものなのだ。

　トイレから戻ってきた自分が推しキャラの格好をしていたら、いったい彼はどんなリアクションをしてくれるだろうか？　まず最初に驚いて、そして間違いなく喜んでくれるはずだ。

　牡丹は目を閉じてその光景を想像し、嬉うれしそうにへへっと微笑むのだが──徐々に不安げな顔になる。

　──これ、ちゃんとわたしに似合いますかね……。

　奇抜な衣装は人を選ぶ。魅力的なコスプレ衣裳も、ちゃんと着こなせなければ恥ずかしい仮装になってしまう。

　牡丹はその衣装を手にとってカーテンを閉めた。身につけている洋服を脱いで、タオルで汗をふいてから、コスプレ衣装に袖を通す。

　不安と期待で胸をドキドキさせながら、部屋のすみに置いてある全身鏡の前に立ち、そこに映る自分の姿をまじまじと見つめる。
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「おぉ……。これはなかなか」

　悪くないと思った。

　セーラー服の丈が短くて大胆にお腹が出ているが、ほっそりと引き締まったそれを目にして失望の吐息をもらす人はいないだろう。

　牡ぼ丹たんはむふっと、嬉うれしそうに口元を緩ゆるめる。

　しばらく鏡の前でキャラクターの決めポーズをとって遊んで、コスプレって楽しいかもしれないと思うようになり──その新しく芽生えた感情が、牡丹にひらめきを授けた。

　──そういえば、コスプレエッチものって、立たち華ばなさんでは描いたことがないですね……。

　牡丹は、部屋の真ん中でぼーっと突っ立っていたが、彼女の頭の中では思考の暴風が吹き荒れていた。ビッグバンをきっかけに膨ぼう張ちようする宇宙のように、アイデアが生まれては死んでを繰り返し、次のアイデアに結びついていく。

「これ、絶対に面白くなります。このネタでいくべきです！」

　漫画のネタが降りてきた喜びと興奮に、牡丹は鼻息を荒くしながら目を輝かせて、すぐさま机にかぶりつく。思いついたアイデアを、さっそく漫画のネームにしようとして、

「あ……」

　つけっぱなしになっているモニターの中で、アニメのキャラが踊っていた。

　牡丹はしばらくそれを見つめて、その視線をカレンダーへと向ける。〝締め切り〟と赤いペンで書いてある日付を睨にらんで、どのくらい猶予があるのか考える。今から漫画の話を変えようとするのであれば、すぐにでも作業に取りかからないと間に合わない。

「どうしよう」

　牡丹はパソコンのマウスへ手を伸ばす。アニメのＰＶを消してデスクトップの画面に戻して、壁紙に設定しているキャラクター──立華さんと目が合った。

　立華さんのことを無言で見つめる牡丹。

　そして。

「……そうですよね。こんな気持ちじゃ、ライブへ行っても」

　牡丹はスマホを手にして、ラインのアプリを起動した。




　＊　＊　＊




　そのころ、牡丹の交際相手──駿する河が野のも自分の部屋にいた。

　そこはオタクを自称する彼の部屋にふさわしく、好きなものを詰め込んだ空間になっている。漫画やアニメのグッズが本棚に並び、水槽のようなアクリルケースの中で推しキャラのフィギュアがポーズをとっている。

「おかしく、ないかな……」

　不安げな呟つぶやきを漏らした駿する河が野のは、机の上に置いてある鏡をのぞき込んでいた。

　彼は今日、人生で初めて美容室で髪をカットしてもらったのだ。まだ胸が少しドキドキしている。自分の髪から美容室の匂いがする。その匂いを鼻の奥に感じて、駿河野は初めての美容室体験を思い出す。

　ネットで予約を入れたお店に、仕事帰りに立ち寄った。いつもの床屋と全然雰囲気が違う。そのオシャレなオーラに思わず逃げ出したくなった。

『今日はどんな感じにされますかー？』

　と、ウェーブヘアの女性美容師が、ニコニコしながら駿河野の髪に触れてきた。その感触に駿河野はビクッと肩を震わせて、

『その、お……おまかせ、で』

　すると髪をイジっていた手が止まって、美容師が困り顔になる。

『もう少しヒントをいただきたいですねー。大事な仕事があるから真面目な感じにしてほしいとか、舐なめられたくないからワイルドな雰囲気にしてほしいとか。あとは、まぁ……定番ですけど──』

　人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた美容師が、駿河野の耳を軽く触る。

『彼女とデートをするからイケメンにしてほしい、とか？』

　初対面の女性から親しげに話しかけられて、駿河野はテンパっていた。

　回らない口を懸命に動かして、

『そ、その、イケメンで。あ、明日、デートをするので！』

『おっけーでーす。じゃあ、お兄さんをイケメンさんに変身させちゃいまーす』

　そこから先は、されるがままだった。

　サイドの髪を大胆に刈り上げられてギョッとして、ワックスの使い方を教えてもらって話の流れでそれを購入することになった。いつもの理髪店の三倍ぐらいのお金を払って、美容師の名刺を渡された。

『格好良くなりましたよ、お兄さん。次は指名してくださいね』

　笑顔で手を振ってくれる美容師の言葉は、もちろん社交辞令であると思う。

　でも、自分の部屋で改めて自分の顔を眺めて、駿河野は思うのだ。

　──全然、オタクっぽくないな。

　これならきっと、牡ぼ丹たんも自分のことを見直してくれる。

　もっとちゃんと、自分のことを見てくれる。

　駿河野は机の引き出しからライブのチケットを取り出して、高鳴る胸を落ち着けるために深呼吸。

　その時、ラインメッセージの着信音が耳に届いた。

　嬉うれしそうに高鳴る胸に、嫌な感じの鼓動が割りこんでくる。

　駿する河が野のは無意識に息を止めながら、机の上に置いてあるスマホを手に取った。




牡ぼ丹たん：ごめんなさい。明日のデートですが、行けなくなってしまいそうです。急に漫画のアイデアをひらめいてしまって、締め切りも近くて……。




　薄く開いた口から空気が漏れて、それが自然とため息になる。

　こういう展開は、初めてじゃない。




駿河野：いえいえ、漫画のためなら仕方ないです。執筆、頑張ってください！




　明るいメッセージとは裏腹に、駿河野の表情は曇っていた。

　自分の髪から美容室の匂いがする。

　机の上に置かれた二人分のチケット。

「ライブに行きたいって言ったの、牡丹さんなのに……」

　駿河野はチケットへ手を伸ばして、クシャッと握りしめていた。







第３話　大事な話







　週末の日曜日。

　縁えん太た郎ろうは都内の居酒屋に足を向けていた。プロの仲人なこうどで学生時代からの友人──花はな之の木き誠まことから、直接会って話したいことがあると呼び出されたのだ。

　──ちょうど予定も入ってないし、最近誠と飲んでなかったからな。

　縁太郎はそう思って、急な誘いに応じることにした。

　ただ、それにくわえて〝大事な話〟という単語に、嫌な予感を覚えていた。

　誠は、牡ぼ丹たんの交際相手である駿する河が野のを担当している仲人なのだ。牡丹と彼の交際に、何かしらのトラブルが発生したのかもしれない。

　牡丹からは何の相談もないから、昨日の土曜日は駿河野と一緒にアニソンのライブへ行ったはずだが……そこで何かやってしまったのかもしれない。

　とにかく誠の話を聞くべきだと思って、縁太郎は彼の指定する居酒屋へと急ぐ。




　＊　＊　＊




「縁太郎、急に呼び出してごめんね」

　誠が待っていた店は、頻繁に通っている馴染みの店ではなくて、ちょっと高そうな全席個室の居酒屋だった。どうやら誠は今日も仕事をしていたようで、スーツを着ている。

「いや、構わねえけど……やけに綺き麗れいな店だな。高いんじゃねえか？」

　懐ふところ事情を考えて身構えてしまう縁太郎もスーツ姿だ。彼もまたつい数時間前まで仲人の仕事をしていた。仲人は平日よりも土日祝日のほうが忙しい。

「まぁ、ちょっと高めではあるけど……静かだし、落ち着いて話ができるから」

　誠がメニューを開いて微笑みかけてくる。

　縁太郎は掘りごたつになっている座席に腰をおろして、ざっとメニューへ目を通す。焼き鳥がメインの居酒屋なのだが、いつもの店の倍ぐらいの価格設定だ。

　縁太郎は店員に控えめなオーダーをして、すぐに出てきたビールで乾杯をする。

「──で、大事な話ってのは何なんだ？」

　縁太郎はビールを一気に飲み干して、グラスをテーブルに置きながら聞いた。

「えっと、そのぉ……」

　誠はくすぐったそうにはにかんで、なかなか話し出そうとしない。

「なんだよ、もったいつけるなよ。その様子だと、何か良いことがあったのか？」

　はやし立てるように言いながら、縁太郎はほっと胸をなでおろしていた。

　──このぶんだと、牡ぼ丹たんと駿する河が野のさんの悪い報告ではなさそうだな。

　それが自分の思い過ごしであったことに安あん堵どしつつ、でも、じゃあ、一体なんの話なのか？

　見当がつかなくて首をかしげる縁えん太た郎ろうに、誠まことは照れくさそうに緩ゆるんだ口でこう告げた。




「実は僕……結婚することになったんだ」




　縁太郎は誠を見つめて、ポカンとしてしまう。

「……結婚って、誰が？」

「だから、僕が」

「僕って、それはつまり──お前が？」

「そう言ってるでしょ。ほら」

　もどかしげな顔になった誠が、左手を突き出してきた。その薬指に見慣れない光るものがある。それは真新しいシルバーリングで──。




「えっ!?　結婚するのか、お前っ！」




　縁太郎は驚愕に目を見開いて、テーブルに両手をついて立ち上がる。

「えへへ、まあ、ね……。結婚することに、なりました」

　照れ笑いを浮かべた誠が「縁太郎、ほら座って」と手のひらを向けて宥なだめてくる。

　縁太郎は掘りごたつの座布団に座り直して、

「いやでも、相手は？　紗さ奈なちゃんか？」

「そう。縁太郎もこのまえ会ったよね」

「ああ。引っ越しのときにな」

　誠は春先に交際相手と同居するために引っ越しをして、縁太郎はそれを手伝った。

　誠の交際相手──紗奈は家庭的な女性で、引っ越し作業の合間に手作りのおにぎりを振る舞ってくれた。ちゃんと誠には彼の好物であるツナマヨネーズのおにぎりを用意していて、それを誠は大おお袈げ裟さなぐらい喜んで、紗奈もまた嬉うれしそうに声を弾ませていた。そんな二人の姿に、自分もこんなふうに笑いあえる交際相手が欲しいなと、縁太郎は羨ましく思っていたのだ。

「でも、まだ結婚は先だって言ってたよな？　もっとお互いのことを分かり合ってからって」

「あはは……。あの時はそう思ってたんだけど」

　誠はぐいっとビールを飲んで、グラスの中で琥珀色に輝く液体を見つめて、

「二人で一緒に暮らしてみたら、結婚したい気持ちが強くなっちゃって」

　そう言った誠は、恥ずかしそうでありながら、すごく嬉しそうだった。

「……そっか。そっかそっか！　良かったなぁ、誠！」

　縁えん太た郎ろうは破顔して、誠まことの肩をバシッと叩く。上がるテンションに身を任せ、「今日は俺がおごるからな！」と豪語した。

「あ、ありがとっ！　嬉うれしいけど、縁太郎、ちょっと落ち着いて」

「これが落ち着いてられるかってんだ。なんでもっと早く言わなかったんだよ！」

「い、いやぁ～。正式にプロポーズしたのは、つい最近だし。えへへ……」

「どういうプロポーズをしたんだ？　聞かせてみろよ！」

　言葉を交わせば交わすほどにテンションが上がってしまう。

　結婚に至るまでの馴れ初め話を、それはもう嬉しそうにのろけながら語る誠に、縁太郎はあらためて結婚っていいもんだよなと実感してしまう。誠の発する幸せオーラ──みたいなものにあてられて、結婚したい気持ちが強くなってくる。

「──ところで、縁太郎」

　しばらく結婚の話で盛り上がってから、誠が口調をあらためた。

　結婚式のスピーチでも頼まれるのかと思いきや、

「実は、縁太郎と相性の良さそうな人が入会したんだけど、会ってみない？」

「……え？　会うって、俺が？」

　それは予想だにしていなかった言葉で、縁太郎は自分のことを指さしながら誠のことを見つめて、冗談だろうといわんばかりに手をパタパタと横に振る。

「いきなり変な話をするなって。そういう話は会員にもちかけるべきだろ？　俺は仲人なこうど。結婚するんじゃなくて、婚活をサポートするのが仕事だ」

「でもそれ以前に独身の男でしょ？　縁太郎ってそういうところがあるんだよ」

　グラスのビールを飲み干した誠が、赤い顔でテーブルに頬ほお杖をついた。

「不真面目そうに見えて、真面目すぎるっていうか……自分のことを大切にしてないっていうかさ。もう少し、仕事よりもプライベートに目を向けたほうがいいと思う」

「そう言ってくれるのはありがたいが、今はプライベートよりも仕事のほうが大事なんだよ。仲人としてもっと仕事を──」

「軌道に乗せてから結婚、でしょ？」

　言葉尻を奪われて、縁太郎はきょとんとしてしまう。

「勉強会の時に聞いたよ、それ」

「そ、そう、だったな……」

　そう言われると、誠に話した記憶があった。

　結婚相談所・連合会の主催する勉強会に行った時に、結婚を考えるのは、もっと仕事で稼げるようになってからだと。

「まあ、言いたいことは分かるけど、でも……僕はその考えには反対なんだよね」

「反対って、どうして？」

　むっとして目つきを強める縁えん太た郎ろうに、誠まことはにこやかに微笑んで縁太郎のことを宥なだめようとしながら、

「だってそれ、仕事が上手くいかなかったら結婚できないじゃん」

「う……」

　それについては、縁太郎にも自覚があった。このまま仲人なこうどの仕事が繁盛しなければ、婚期を逃してしまうかもしれない……。そんな懸け念ねんが、心のすみにあったのだ。

「縁太郎が仲人の仕事に熱意を持っているのは知ってる。それについてはすごいことだと思うし、同じ仲人として尊敬もしてる」

　誠はそこで言葉を区切り、グラスをテーブルに置いた。

「でもね、縁太郎。そのせいで縁太郎が幸せになれないなんて、そんなの……僕は嫌なんだ」

「…………」

　誠から強い眼差しを向けられて、縁太郎はあらためて自分に問いかける。

　仲人の仕事でもっと稼げるようになるまで、結婚はできないと。

　そう決めつけていたのだが、本当にそれでいいのかどうか……。

「それでね、縁太郎。この人は……縁太郎が心配していることに関しては、問題ないんだ」

　言いづらそうに言葉をボカした誠に、縁太郎はあえて呑気な笑い方をして、

「そりゃあつまり、稼ぎが悪くても構わないってわけだな。ってことは、バリバリ稼いでるキャリアウーマンか？　それとも、どこかの令嬢とか？　それか──」

「あのね。こういう人なの」

　誠がスマホの画面を見せてきた。そこに表示されていたのは婚活用のプロフィールで、顔写真に続いて趣味や特技が記載されている。

「大おお鳳とり綾あや羽はさん。年齢は二十五歳で、結婚歴はなし。和風なものが好きで、趣味は歌舞伎や落語を鑑賞すること。希望する男性のタイプは情に厚い人。あと、ここには書いてないけど、背が高くてがっちりした人が好きって言ってたから、きっと縁太郎のことを気に入ると思う」

　縁太郎は誠の話を聞きながら、プロフィールの一点に目が釘づけになっていた。

　備考欄に記載されている、その一文。




　──実家が伝統のある呉服屋で、私は一人娘です。将来的に婿むこ養よう子しに入って家業を継いでいただける方を希望いたします。




「まあ、そういうこと。もちろん、すぐにってわけじゃない。今の仕事に区切りをつけられるまで待ってくれる。会員さんたちを無責任に放り出すようなことにはならない」

「…………」

　縁太郎はスマホの画面から目をそむけて、ビールを口に運ぶ。

「あのね、縁えん太た郎ろう。僕は縁太郎に仲人なこうどの仕事を辞めてほしいわけじゃない。ただ、こういう方法もあるって知ってもらいたい。選択肢を持ってほしいんだ。今の縁太郎って、仲人の仕事で稼げるようになってから結婚する──っていう道しか見えてないでしょ？　でも、結婚するための道すじって、もっとたくさんあるんだよ」

　縁太郎は不機嫌な口調にならないように気をつけて、

「いや、大丈夫だ。誠まことの言いたいことは分かる」

「……そうだよね。仲人の縁太郎に婚活のお説教なんて」

　歯を見せて笑う誠に、縁太郎も笑みを重ねるが、その胸の内には強い動揺があった。

　──婿むこ養よう子し、か……。

　仲人の仕事にこだわらなければ、結婚できるのかもしれない。

　それは紛まぎれもない事実であって、今までそういう考えを持とうとしなかった自分のことを、正しいと言っていいのかどうか、分からない。

「あっ、それと、これは仕事の話なんだけど」

「仕事って、仲人の？」

「うん。実は──」

　誠が声のトーンを落として、縁太郎は反射的に身構える。




「駿する河が野のさん。牡ぼ丹たんちゃんとの交際を終了させてほしいって」




「えっ！」

　縁太郎は思わず目を剥むいて、

「なんでもっと早く言わねえんだ。そんな大事なこと！」

「え、うん……。ゴメン」

　誠は謝りながらも、縁太郎の声の大きさに戸惑い、わずかに首を傾かしげていた。

　縁太郎と誠では、仕事に対する熱量が違って、それが〝大事な話〟を切り出す順序に影響していた。もし、縁太郎が誠の立場であれば、真っ先に仕事の話をしている。自分の結婚と、会員の交際について、どちらが大事な話であるのか。縁太郎は自身のプライベートな話より、仕事の話を優先する。

「──で、どういうことなんだ。牡丹が何かやっちまったのか？」

「えっと……牡丹ちゃん、駿河野さんよりも漫画の仕事を優先するでしょ？　それがちょっと、駿河野さん的に引っかかったみたいで」

　縁太郎は痛いところを突かれて、しかめっ面になる。

「それに関しては、俺もまずいと思ってる。神田祭の時とか、目に余る感じだったから注意した。もっと駿河野さんのことを大事にするようにって」

「そうなんだ。……でも、牡ぼ丹たんちゃん。その助言は聞いてくれなかったみたいだね」

「……え？」

　縁えん太た郎ろうが見つめる先で、残念そうに肩を上下させる誠まこと。

「駿する河が野のさんね、土曜日に牡丹ちゃんとライブに行く予定だったんだけど、金曜の夜にやっぱり行けないってラインがきたんだって。漫画のアイデアを思いついたから、そっちを優先したいって」

「──っ！」

　縁太郎はこめかみを押さえて、「あれほど言ったのに……」と呟つぶやいた。

　そして誠の肩をつかんで、

「なあ。駿河野さんに、考え直すように言ってくれねえか？　俺がもう一度、牡丹に話をするからさ。今度はちゃんと、分かってもらえるように」

　誠の肩を揺らして頼む縁太郎。

　しかし誠は、きっぱりと首を横に振る。

「本来なら、そうしてもらう。縁太郎に事情を話して、牡丹ちゃんのそういう部分を改善できるかどうかを検討してもらう。……でも、今回は事情が違うんだ」

　強い視線を向けられて、縁太郎は誠の肩から手を放す。

「駿河野さんって、牡丹ちゃんの漫画のファンでしょ？　だから、今のままの牡丹ちゃんでいてほしいって。漫画に対してひたむきな部分は好きだけど、そんな牡丹ちゃんと結婚を前提に交際をするのは難しい。だから、まあ……身を引いたって感じかな。牡丹ちゃんには、このまま漫画家として活躍してほしいって」

　その理由を耳にして縁太郎は、あらためて駿河野という青年のことを思い出す。四月に企画した合コンで、縁太郎も彼と顔を合わせている。

『自分、さくらリーフ先生の大ファンなんです！　よろしければ、サインをいただきたいなって』

　駿河野はそう言って、牡丹に漫画の単行本を差し出していた。本当に牡丹の漫画が好きなようで、牡丹の漫画のキャラクター──立たち華ばなさんについて熱く語っていた。

「……そういうことなら、仕方ねえか」

　縁太郎は天井を仰いで脱力し、座椅子の背もたれによりかかる。

「それで、悪いんだけど……牡丹ちゃんに交際終了のことを伝えてもらえるかな？　駿河野さん、どうやって別れ話をすればいいのか分からないって」

「分かった。牡丹には俺が話をしておく」

「うん、よろしくね」

　それから誠は自身の結婚式についての話をはじめて、縁太郎も気持ちを切り替えて会話を楽しもうとするが──。

　交際終了を知った牡ぼ丹たんが、どんな顔をするのだろうと。

　そのことが気になってしまって、誠まことの話が頭に入ってこなかった。







第４話　ツインテールの憂鬱







　週明けの月曜日。

　いつものようにカレンが朝御飯を作りに来てくれた。

　居間で一緒に朝食を食べて、蒼あお梨りが学校へ行って、カレンと二人きりになって。

　食後のお茶を飲みながら、縁えん太た郎ろうはカレンに牡丹のことを相談する。

「慎重に話をするべきですわね。牡丹はああ見えて、あまりメンタルが強くありませんから」

　テーブルの上に置いてあるリモコンへ手を伸ばしたカレンが、テレビを消した。

　開け放っている窓の向こうから雨の音が聞こえてくる。

「牡丹のやつ、気持ちの浮き沈みが激しいからな。落ち込んじまいそうで心配なんだよ」

　縁太郎は、牡丹がお見合いに失敗した時のことを思い出していた。

　四月にお見合いをした時、エロ漫画を描いていることを間接的に否定されて、牡丹はショックを受けていた。

　あの時はなんとか気を取り直してくれたが、今回も同じように復活できるかどうか……。

「とはいえ、先延ばしにすることはできませんわよ。駿する河が野のさんとの復縁が望めないのであれば、事実を告げて乗り越えてもらわないと」

「ああ、分かってる」

「わたくしはこれから仕事ですけど、夜にまた来ますので」

「悪いな、カレン。今日も朝飯、ありがとな」

　縁えん太た郎ろうが笑いかけると、カレンは目を見開いて、

「べ、別にこれぐらい、なんでもありませんわ」

　と、照れくさそうに微笑んで、居間から出て行った。




　＊　＊　＊




「うーん……」

　縁太郎は居間で一人、スマホの画面を見つめて考え込んでいる。

　電話のアイコンへ指を向けるが、やっぱりやめてラインのアイコンを触った。




縁太郎：大事な話があるんだけど、連絡をもらえるか？




　牡ぼ丹たんへメッセージを送ってみるが、しばらく待っても既読がつかない。

　それならばと電話をかけると、すぐに繋つながった。

「あっ、牡丹──」

『ただいま、手が離せない状態です。あとでかけ直しますので、しばらくお待ちください』

　それは録音された留守番電話のメッセージだった。

「…………」

　縁太郎はスマホをテーブルの上に投げ出して、「どうすっかな」と呟つぶやきながら頭の後ろで手を組んだ。連絡がつかない時の牡丹は、原稿に追われていることが多い。話の内容が内容だから、落ち着いている時に伝えたい。

　縁太郎が悩んでいると、玄関のドアが開く音が聞こえて、たったったっと誰かが廊下を走ってくる。スパッと勢いよくふすまを開けたのは牡丹で、焦った様子で居間をキョロキョロと見回す。そして押し入れに近づいて、その中に潜り込もうとする。

　──なんだ、牡丹か。今は牡丹のことをどうするか、考えねえと……。

「って、牡丹!?」

　まさかのタイミングでやって来た牡丹に、縁太郎は思わず素っ頓狂な声をあげてしまう。

　すると牡丹は、必死な口調で、

「あの人が来ても、わたしはいないって言ってくださいね！」

　押し入れの戸が、内側からピシャッと閉められた。

「……あの人って、百もも瀬せさんのことか？」

「…………」

　百もも瀬せとはエロ漫画編集者のことで、牡ぼ丹たんのことを担当している。彼女はときおり締め切りから逃げている牡丹を追って、白はく城じよう結婚相談所にやって来ることがある。

「なんで百瀬さんから逃げてんだ？　締め切りがやばいのか？」

「締め切りはやばくないです。ちゃんとギリギリで仕上がる予定です。それなのに百瀬さんが、今から話を変えるのはダメだって……。だからわたしはここに身を隠して、原稿を完成させるんです。完成原稿があれば百瀬さんも文句は言いません」

「いや……それはちゃんと百瀬さんと話をしないとダメだろ」

　厳しい口調で言って、押し入れの戸を見つめる縁えん太た郎ろう。

　しかし押し入れの戸は固く閉ざされたままで、微動だにしない。

「わ、わたしだって、話し合いで解決しようとしたんです。でも、メールでそのことを伝えたら、電話がきて、何考えてるんですかって、怒られて……」

「だからって、逃げても解決しねえだろ？」

「…………」

　牡丹は黙り込んでしまう。

　立ち上がろうと思って膝を立てる縁太郎だが、そこでシュポッとラインメッセージの着信音がした。動きを止めて、テーブルの上のスマホへ手を伸ばす。




百瀬：突然のメッセージ、すみません。牡丹先生、そちらへ行ってませんか？




「牡丹。百瀬さんからラインがきたぞ。ここに来てないかって」

「こ、ここにはいません！　わたしはどこか、別の場所にいるということで……」

「ここにいるって言うからな」

「だ、ダメですよぉ！　せめてスルー。既読スルーでお願いしますっ！」

「そう言われてもな……」

　縁太郎がどうしようかと迷っていると、返事がないのを怪しく思われたようで、




百瀬：牡丹先生、そこにいるんですね？　すぐにそちらへ向かうので、引き留めておいてください。




「百瀬さん、今からここに来るってさ。どうする、牡丹？」

「い、息を潜めてやり過ごします。縁太郎さんは、何もしないでください。わたしのことは、死体だと思ってください！」

「……押し入れに死体を入れたくないんだが」

　縁えん太た郎ろうが苦笑してすぐに、

「ごめんくださーい。失礼しまーす」

　どうやら百もも瀬せはすぐ近くまで来ていたようで、玄関から彼女の声がした。

「ほら来たぞ、百瀬さん」

「…………」

　牡ぼ丹たんはすでに死体になっているようで、返事がない。

「まったく」

　縁太郎は呆れ顔で吐息をついて、玄関へと向かう。




　＊　＊　＊




「おはようございます、白はく城じようさん」

　玄関で傘を振って滴しずくを落としていた百瀬は、二十代後半の女性で大きなメガネをかけている。長めの黒髪をポニーテールにまとめて、それを肩口から垂らすようにしている。

　服装はラフな私服だ。牡丹を追ってやって来る彼女はいつもそういう格好で、スーツを着ているところを見たことがない。

「牡丹先生、来ていますよね？」

　百瀬はいきなりそう言って、鋭い目つきで縁太郎のことを見る。

「えっと、その……」

　縁太郎は牡丹をかばうべきかどうか迷って、チラッと一瞬、居間のほうを見てしまう。

　それを百瀬は見逃さない。

「ちょっと、失礼します」

　スニーカーを脱いだ百瀬が、機敏な動作でツカツカと廊下を進んで、居間のふすまをバーンと開け放つ。

「…………」

　右から左へ、ゆっくり視線を巡らせて──。

　そして百瀬は、押し入れの戸が少しだけ開ひらいていることに気づく。

「ツインテールがはみ出てますよ、牡丹先生」

　それは口からでまかせで、押し入れからは何も出ていない。

　しかし牡丹は動揺して体を動かしてしまう。ガタッと押し入れの戸が揺れた。

「やっぱりそこか」

　小声で呟つぶやいた百瀬が押し入れに手をかける。

　が、しかし。

「んっ!?」

　押し入れの戸は動かない。どうやら牡ぼ丹たんが中で踏ん張っているようだ。

「無駄な抵抗はやめて出て来なさい。まったくこんな……子供みたいなことをして」

　ムキになって両手で戸を開けようとする百もも瀬せ。

　牡丹も奮闘しているようで、膠こう着ちやく状態が続く。

「──白はく城じようさんっ！　見てないで手伝ってくださいよ！」

　前髪を乱れさせた百瀬が、戸口に立っている縁えん太た郎ろうへもどかしげな視線を向けてくる。

　すると押し入れの中から牡丹が、慌てた声で必死に訴えかけてくる。

「縁太郎さん！　百瀬さんを取り押さえてください！　このままじゃ、縁太郎さんの秘蔵のエロ本が見られちゃいます！」

「そんなもんは入ってねえ！」

　たまらずツッコむ縁太郎。押し入れの中には布団しか入ってないはずだ。

「安心してください、白城さん。白城さんがどんな性癖の持ち主であっても、私は気にしません。エロ漫画の編集者ですからね。鬼が出ようが蛇が出ようが、怯ひるみません！」

「何も出ませんってば！」

　縁太郎がたまらず大声を出すと、それに続いてガコッと鈍い音がした。

　押し入れの戸が外れて、居間のほうにぐらっとかたむいて──。

「おっと！」

　縁太郎が慌てて倒れてきた押し入れの戸を受け止めて、ゆっくりと畳の上に倒した。

「す、すみません、白城さん！　……大丈夫ですか？」

「いや、大丈夫。百瀬さんは？」

「平気です。心配ありません」

　百瀬は気まずげに押し入れの戸を見下ろして、

「……壊こわれちゃいましたか？」

「いや、外れただけです。はめれば元に戻ります」

「そうですか。良かった」

　ふうと安あん堵どの息をつき、そして百瀬はすぐに目つきを尖とがらせる。

　押し入れの中で牡丹が、来客用のかけ布団を頭からかぶっていた。対話に応じたくないという気持ちを、全身を使って表現している。

「牡丹先生。メール見ました。どういうつもりですか？　急に次回の立たち華ばなさんの話を変えたいって。電話で話をしたら途中で切ってしまうし。しかもそのあと留守番電話にするなんて」

「だって、百瀬さんが怒るから！　わたしの話を聞いてくれないし……」

「ちゃんと話は聞いてます。ただ、聞き入れることができないって言ったんです。もう下書きまで終わってるのに、今から話を変えるとか、現実的じゃありません。締め切りの意味、分かってます？　ちゃんと〝連載〟する気、ありますか？」

　威圧的に腕を組み、ギラッと眼鏡を光らせる百もも瀬せ。

　牡ぼ丹たんはその視線に怯えているのか、布団を持つ手に力を込めて、

「……今日一日待ってもらえれば、下書きまで終わります」

「そう言って牡丹先生、当たり前のように三日は延ばしてきますよね。そのせいでいつも締め切りギリギリで……。編集長に『進しん捗ちよく、大丈夫なんだろうな？』って、五分置きに詰められる私の身にもなってくださいよ」

「でも、締め切りには間に合ってるじゃないですか。今回だって、ちゃんと締め切りには間に合う予定で──」

「間に合う〝予定〟じゃ困るんです。すでに完成してる下書きがあるんですから、大人しくそれを仕上げてください。だいたい、牡丹先生はいつも間に合ってませんからね？　前回のふんどしネタの時だって、最初に私が提示した締め切りは余裕で破って、本当にそれを越えたら原稿が落ちるギリギリのデッドラインに滑り込ませただけですよ。強引に締め切りに間に合わせたんであって、あれを〝間に合った〟とは思わないでいただきたい」

　強い口調で譲らない百瀬。

　牡丹は布団に顔をうずめたまま、不満げな低い声で、

「……今の下書きは、アイデアが思いつかなくて仕方なく作ったものです。前にやった裸エプロンえっちとネタが被ってるんです。コスプレえっちも定番ですが、立たち華ばなさんではやってません。鮮度がぜんぜん違います」

「それは、まぁ……そうですが」

　百瀬は腕を組んだまま、人差し指を上下に動かした。

　牡丹は殻を閉ざした貝のように黙り込んでいる。

　根比べのような沈黙がしばらく続き、やがて百瀬が「はぁ……」とため息をついた。
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「……分かりました。牡丹先生がそこまで言うなら、コスプレえっちでいきましょう」

「────っ！」

　ガバッと布団をはねのけた牡丹に、百瀬は苦笑しながら手を差しのべる。

「今回だけ、ですからね」

　押し入れから出てきた牡丹は、気まずげな上目遣いで百瀬の顔色をうかがいながら、

「あの……ごめんなさい。でも、立華さんのためには、必要なことで……」

「分かってますから、牡丹先生は締め切りまでに原稿を仕上げてください。あと、連絡は取れるようにしてくださいね」

「は、はいっ」

　牡丹はすぐに自分のポケットからスマホを取り出して、留守電モードを解除した。

　それを見た百瀬は少しだけ微笑んでから、すぐに険しい顔になる。

「編集長、絶対怒るよなぁ。やだなぁ……」

　スマホを耳にあてた百もも瀬せが居間から出ていって、すぐに「すいませんっ」と謝る声が聞こえた。

「……あの、縁えん太た郎ろうさん」

「ん？」

　牡ぼ丹たんが手に持っているスマホを縁太郎へ向けてくる。

　その画面に映っているメッセージを目にして、縁太郎はハッとした。




縁太郎：大事な話があるんだけど、連絡をもらえるか？




　牡丹はきょとんとした顔で、警戒心を微塵も見せずに聞いてくる。

「大事な話って、なんですか？」




　＊　＊　＊




「あのな、牡丹。駿する河が野のさんのことなんだが──」

　縁太郎は牡丹に告げた。誠まことから聞いた話を、包み隠さず。

　原稿に追われている状態の彼女にそれを伝えるべきかどうか迷ったが、駿河野から頼まれている以上、引き延ばすわけにもいかない。

　テーブルを挟んで向かいに座っている牡ぼ丹たんは、徐々に表情を強こわ張ばらせ、大きな瞳をじわりと湿らせる。

「牡丹が悪いわけじゃない。相性の問題なんだ」

　縁えん太た郎ろうは牡丹を見つめて、努めて明るい声を出す。

「駿する河が野のさんは、もっと自分のことを見てほしかった。でも、牡丹の漫画の邪魔はしたくない。だから身を引こうって結論になった」

　牡丹は泣きそうな顔で、しかし泣かない。

　それどころか、口を無理やり笑顔の形に変えながら、

「そ、そうですよね。わたし、自分勝手でしたもんね」

　そんな牡丹の反応に、縁太郎は強い違和感を覚える。

　牡丹は感情の起伏が激しいタイプだ。どちらかというと子供っぽくて、気持ちをそのまま顔に出してしまうはずなのに……。

「あのな、牡丹。大丈夫だからな。駿河野さんとは縁がなかったが……牡丹と相性が良くて結婚したいと思える相手が、必ずどこかにいるはずだから」

「分かってます。そういう人を根気よく探すしかないんですよね」

　そう口にした牡丹は微笑んでいる。聞き分けが良すぎて、手応えがない。もっとこう、失恋のショックがあって、それにともなって感情を爆発させるとか、取り乱すぐらいのことをしてもおかしくないと思っていたのに──牡丹はちゃんと自制している。

　そんな彼女の様子に戸惑い、縁太郎はかける言葉を見失う。

　そこに、

「いやー、まいりましたよー」

　居間のふすまが開ひらいて、スマホを手に持った百もも瀬せが戻ってきた。

「案の定、すっごく怒られちゃいました。『連載舐なめてんのか、百瀬！』って、編集長カンカンですよ」

　どうしてくれるんですかといわんばかりに、恨めしげな眼差しを牡丹へ向ける百瀬。

　牡丹は「あはは……」と、バツが悪そうに笑って、

「すいません、百瀬さん。わたしのせいで」

「ほんとですよ。あのドＳ編集長、今のネタより面白くならなかったら、私の椅子を三角木馬に変えるとか言ってきましたからね。あの人なら本当にやりそうだからタチが悪い……。頼みますよ、牡丹先生。ちゃんと面白い原稿を、締め切りまでに」

「ええ、大丈夫です」

　牡丹は立ち上がって、ガッツポーズを作って見せる。

「駿河野さんにもフラれちゃったんで、漫画に集中できますから」

「……え。牡ぼ丹たん先生、フラれちゃったんですか？」

　きょとんとしている百もも瀬せに、牡丹は自じ嘲ちようするかのような笑い方をして、

「わたしが悪いんです。駿する河が野のさんよりも立たち華ばなさんのことを優先しちゃったから。もっと駿河野さんのことを考えないとダメだって、縁えん太た郎ろうさんからも言われていたのに……」

「牡丹先生、大丈夫ですか？　漫画とか描ける状態じゃなければ、いやでも、描いてもらわなくては困るんですが……。そうだ。やっぱり下書きまで完成してるヤツにすれば、スケジュールに余裕ができますから、一日ぐらい休んでも」




「大丈夫ですって」




　牡丹はやはり、取り乱してはいないのだけど。

　それでもこう、目に見えない何かが、いつもの無邪気な牡丹とは違っていて。

　心配そうに肩をつかんでいた百瀬は、思わずその手を放してしまう。

「漫画を描きます。ちゃんと描けます」

　そう言って、居間から出ていこうとする牡丹に、

「本当に大丈夫なのか？　牡丹」

　と、縁太郎は思わず声をかけていた。

「心配性ですね、縁太郎さん」

　肩越しに振り返った牡丹の瞳に、揺れ動く感情の気配があった。

　しかし彼女は、ぎゅっと目をつぶり──。

　決して涙をこぼすことなく、居間から出て行ったのだった。




　＊　＊　＊




　牡丹がいなくなってしまった居間で、縁太郎は百瀬にお茶を出す。足の短いテーブルの上に来客用の湯呑みを置いて、その隣に小皿を置いた。お茶うけは分厚く切った羊よう羮かんだ。

「すいません、いただきます」

　百瀬は小さく手を合わせて、湯呑みに口をつけてから、

「牡丹先生。どうしてフラれちゃったんですか？」

　縁太郎がかいつまんで事情を話すと、百瀬は「なるほど……」と呟つぶやいた。

「それはフラれても仕方がないですね。いくら漫画のためとはいえ、デートの途中で帰ったり、直前でキャンセルとか……。まぁ、牡丹先生らしいと言えばそうなんですけど」

「牡丹らしい？」

「ええ。仕事とプライベートの境界がないんですよ、牡丹先生」

　縁えん太た郎ろうがじっと見つめる先で、百もも瀬せは羊よう羮かんにフォークを刺して、

「普通はどこかで線引きをするじゃないですか。今は仕事の時間、今はプライベートの時間って。でも、牡ぼ丹たん先生にはそれがないんです。いつも頭のどこかで漫画のことを考えている。そして何よりも漫画のことを優先する。だからこそすごい漫画が描けているわけですから、編集者の立場からすると、歓迎すべき性格なんですが──」

　甘い羊羮を食べて、しかし百瀬は渋い顔になる。

「それでいいのかなって、心配にはなりますね。もっと自分のことを考えたほうがいい。仕事よりも優先するべきことがあるんじゃないかって」

　その言葉を耳にした瞬間、縁太郎は胸の奥にチクッとした痛みを覚えた。

　つい昨日、似たようなことを誠まことから言われたばかりだ。

「白はく城じようさんはどう思います？　牡丹先生、今のままで結婚できますか？」

「うーん……。正直、仕事がネックになってます。最初はエロ漫画家っていう仕事自体が、色眼鏡で見られてしまって、婚活に苦戦するかもしれないと思ってました。でも、駿する河が野のさんとの交際を見て、牡丹の課題はまた別にところにあるような気がしたんです」

　縁太郎は話しながら、神田祭のことを思い出していた。ふんどしを絞めている男性を目にした牡丹が『漫画のネタを思いついた』と言って帰ってしまったあの時に、もしかするとそういうことかもしれないという、ぼんやりとした危機感を覚えた。

「百瀬さんの言うとおり、牡丹は仕事に対する熱意が強すぎるんです。極端すぎて、まずいんです。婚活をするうえで〝仕事と交際相手に対する優先度のバランス〟って、すごく重要なことでして……」

「優先度のバランス？」

　縁太郎のことを見つめて首をかしげる百瀬。

　それがどういうものなのか。分かりやすく例をあげるとすれば──。

「仕事と私、どっちが大事なの？　っていう、ドラマで定番のセリフってあるじゃないですか？　男女問わず、仕事ばっかりやってると、交際相手からもっと自分に目を向けてほしいと言われてしまうことがある。でも、その要望に応えて仕事のやり方を変えると、それが自分の中で強いストレスになってしまうかもしれない。だから、交際相手の要求に応じるのが、必ずしも正解であるとは限らない」

　仕事とプライベートのやりくりが上手くできなくて別れてしまうカップルは少なくない。

　それが原因で離婚してしまう夫婦だってたくさんいる。

　こうすれば上手くいく──という絶対的な答えがないので、助言をするのが難しい。

「白城さんはどうするべきだと思いますか？　牡丹先生の場合」

「…………」

　縁太郎は答えない。

　答えられない。

　道を示すことのできない不甲斐なさを恥ずかしく思うが、それでも適当な言葉を並べて体てい裁さいを保つことはしたくない。

「情けない話ですけど、分からないんです」

　縁えん太た郎ろうは湯呑みを強く握って、手のひらにお茶の熱さを感じつつ、

「どうすれば牡ぼ丹たんにとってベストな結果になるのか？　楽しそうに漫画を描いている牡丹を見ると、それはそのまま続けてもらいたいと思う。でも、結婚したいのであれば、もう少しプライベート──というか、交際相手に目を向けるべきだとも思う。実は俺、こういうケースは初めてで……」

「初めてというと、漫画家を担当するのが？」

「漫画家、というか」

　縁太郎は湯呑みから手を離し、牡丹が熱心に漫画を描いている姿を思い出し、

「仕事に対してあそこまで強い熱意を持っている会員を担当するのが、初めてなんです」

　百もも瀬せはじっと縁太郎のことを見つめて、「なるほど……」とうなずいた。

「たしかに牡丹先生は、情熱を通り越して執念──みたいなものを感じることがあります。こちらがもうこれでいいと言っているのに、そこで満足しないんです。さらに作品を良くしようとして、本当に〝原稿が落ちる〟直前であっても妥協しない」

　そこで百瀬は、寄せていた眉から力を抜いて、

「今回はそのせいで、フラれちゃったわけですね」

「まあ、そういうことになります」

　二人は同時にため息をついて、うつむいた。

　どうにかしてあげたいと思うが、どうすればいいのか分からない。

　……いや、一つだけ。

　劇的に現状を変えてしまう方法があるが、それはあまりにも極端な選択肢であって、少なくとも自分がそれを牡丹に提示することはできないと、縁太郎は思う。

「それじゃあ、お茶、ごちそうさまでした」

　縁太郎に小さく頭を下げて、立ち上がる百瀬。

　そのまま居間を去ろうとする彼女に、縁太郎は「あの」と声をかける。

「牡丹に何かあったら、教えてもらえませんか？　さっきの様子、ちょっと心配なんで」

「それは構いませんけど……大丈夫じゃないですか？　笑ってましたし」

「いえ……。だからこそ気になるんです」

　牡丹はたしかに、笑っていた。

　駿する河が野のとの交際が失敗に終わったと聞いて、それでも笑っていたのだが──。




「笑えるはずが、ないんです」




　あの笑顔を縁えん太た郎ろうは知っている。

　神田祭の時に、牡ぼ丹たんの背中を見送った駿する河が野の。

　彼が見せていたものと、牡丹の笑顔はよく似ている。

　縁太郎は胸の奥に危機感を覚え、油断してはいけないと自分に言い聞かせていた。







第５話　失恋の痛み







　縁太郎が牡丹に駿河野との交際終了を伝えた、その日の夕方。

　スーパーの袋を手にした結ゆ衣いが、白はく城じよう結婚相談所へとやって来た。彼女は縁太郎を見るなりちょっとだけ気まずそうな顔になる。

「……ごめんね、縁太郎。本当は魚料理を作るつもりだったんだけど……蒼あお梨りからハンバーグをリクエストされちゃったの。女子高生のお願いは絶対だから、今日はハンバーグに……」

　縁太郎はたしかに魚が好きで、カレンが作ってくれる朝ご飯は魚を使ったものが多いが──。

「作ってもらえて嬉うれしいよ。ハンバーグも、普通に好きだしな」

　縁太郎は結衣に微笑みかけて、彼女と一緒に台所へ入る。そして戸棚からエプロンを取り出して、「俺も手伝うよ」と口にした。

　すると、リュックから白衣を取り出していた結衣が、ピタッと手を止めて、

「べ、別に、私一人でも大丈夫よ。ハンバーグなんて、アメリカではよく食べてたし」

「食べてたって……それは料理の腕とは関係ないだろ？」

　縁太郎は苦笑しながら律儀にツッコんで、

「ちょうど手が空いてて暇だし、手伝わせてくれ」

　と、おどけるように肩をすくめて見せた。

　すると結ゆ衣いは「それなら、いいけど……」と呟つぶやいて、嬉うれしそうに白衣をバサバサと振ってシワを伸ばしはじめる。

　──結衣一人だと、心配だからな……。

　縁えん太た郎ろうが手伝いを志願した本当の理由は、結衣の料理スキルの低さを憂ゆう慮りよしてのことだった。肉じゃがを作ろうとして台所を右往左往していた姿が、まだ記憶に新しい。

　それに今、少しだけ仲人なこうどの仕事以外のことをして、気分転換をしたい気持ちがあった。牡ぼ丹たんのことが心配で、そのことを考えすぎて、煮詰まっていたのだ。

「今日はハンバーグだけど、ただのハンバーグじゃないの」

　白衣に袖を通した結衣が、スーパーの袋をひっくり返してテーブルの上に食材を出した。ひき肉や玉ねぎというハンバーグの材料に加えて、大根とポン酢の瓶がある。

「もしかして、和風ハンバーグか？」

　嬉しそうな声をあげた縁太郎に、結衣は素早く二回もうなずいて、

「縁太郎って和食が好きだから、和風ハンバーグがいいかなって……」

「いやぁー、実はそうなんだよ。大根おろしとポン酢で食べるハンバーグって、美う味まいよな！」

　そして縁太郎は〝花嫁修行〟をしている結衣に、躊ちゆう躇ちよなく言ってしまう。




「結衣は、いい嫁さんになれそうだな」




　それを聞いた結衣は目を丸くして、持っていた大根をテーブルの上に落とした。

「どうした、結衣？　何か顔、赤くないか？　調子が悪いんだったら居間で休んで──」

「だ、大丈夫！　全然平気！　ほらっ」

　大根をつかみ直した結衣が、それを左右に振り回す。

「そ、そうか。その様子なら、大丈夫そうだな」

　縁太郎は目の前でビュンビュンと空を切る大根の尻尾を見つめてぎこちなく笑い、無自覚に追い打ちをかけてしまう。

「じゃあ、さっそく料理に取りかかるか。共同作業ってやつだな」




「共同……作業!?」




　結衣は大根を強く握りしめ、その先端を小刻みに震わせる。

「……本当に大丈夫か、結衣？　また顔が赤くなってるぞ」

「だって縁太郎が、へ、変なことを、言うから……ッ！」

「変なこと？　何が？」

「な、何でもない！」

　結ゆ衣いは縁えん太た郎ろうから顔をそむけて流し台に立つ。

　縁太郎は首をかしげながらも、彼女のおぼつかない手元から目が離せないのだった。
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「わぁっ、ハンバーグだ！　ありがとう、結衣ちゃん」

　居間のテーブルに並ぶ夕食を目にした蒼あお梨りが、嬉うれしそうに瞳をキラキラさせている。

　蒼梨の隣に結衣がいて、縁太郎、バイト帰りに立ち寄ったカレンが、テーブルをぐるりと囲んで座っている。

「これ、結衣が作りましたの？　よくできてますわね……」

　ハンバーグに顔を近づけて、いろいろな角度から観察するカレン。

「縁太郎に手伝ってもらったの。共同作業よ！」

　結衣はよほど嬉しかったのか、誇らしげ──を通り越して、自慢するような言い方になっていた。

「──っ!?」

　すぐにカレンから真偽を疑うような眼差しを向けられて、縁太郎は頭の後ろをかきながら白状する。

「一人じゃ心配だったから、手伝った。花嫁修行の邪魔になっちゃいけねえけど、さすがにほっとけないからな」

「え……」

　と、結衣の口から驚きの声が漏れた。

「そんなふうに思ってたの？　だってさっきは、手が空いてるからって」

「いや、本音を言うと……心配だった。結衣はまだ初心者だから、包丁とかガスとか、大丈夫かなって」

「こ、子供じゃないから、平気なのに！」

　縁太郎から〝嫁候補〟としてみてもらいたい結衣としては、子供扱いされてしまうのは心外だ。笑いながら手のひらを向けて陳ちん謝しやしている縁太郎に、共同作業の認識をあらためてもらいたくて、むすっとしてしまう。

「そういうことでしたら──」

　縁太郎と結衣のやり取りに、カレンが割り込んだ。結衣を見据えるその眼差しに対抗意識をめらっと燃やし、強めた口調に秘めたる想いを滲にじませながらこう言った。




「明日はわたくしが、縁太郎と一緒に料理を作りますわ！」




「ど、どうしてそうなるっ!?」

　当然ながら、縁えん太た郎ろうは困惑してしまう。

　するとカレンは「分かっておりませんわね」と呟つぶやき、ずいっと縁太郎に顔を近づける。

「これは〝花嫁修業〟なのでしょう？　それなら、練習をする必要がありますわ。旦那様と一緒にキッチンに立つ──というシチュエーションを」

「……なるほど」

　カレンの瞳に映り込んでいる縁太郎は、呑気に感心していた。文字どおり目と鼻の先にまで接近しているというのに、ぜんぜん動揺してくれない。カレンは思わずムキになり、縁太郎が赤くなるまでこの距離をキープしようと考える。

「そう言われると、そうだな。今は男も台所に立つ時代だし、そういう練習をしておくのもいいかもしれねえ。さすがはカレン、婚活のベテランだ」

「そ、そうですの。わたくしは、上級者でして……」

　カレンが先に赤面し、縁太郎から距離を取る。

　テーブルに手をついて様子をうかがっていた結ゆ衣いが肩から力を抜いて、ハンバーグを口いっぱいに頬ほお張っている蒼あお梨りが、三人の様子をじーっと観察していた。

「──ところで、縁太郎。牡ぼ丹たんに話をすることはできまして？」

　まだ頬に若干の赤みを残しているカレンが、その動揺を誤ご魔ま化かそうとするかのように話を切り出した。

「牡丹、どうかしたの？」

　事情を知らない結衣に、縁太郎が説明する。

「牡丹、フラれちまったんだよ。結衣も知ってるだろ？　駿する河が野のさんっていう、四月にやった合コンに来てた」

「王様ゲームで胸のサイズを聞いてきた人よね？」

　縁太郎は結衣を見つめて目をしばたたく。

「そういえばそんなことがあった気もするが……よく覚えてるな」

「私、見聞きしたことは絶対に忘れない体質なの」

　結衣は何でもなさそうに言って、フォークで刺したハンバーグをゆっくりと口に運ぶ。

「え、それ、すごくない？」蒼梨が目を丸くする。「学校のテストで百点とれちゃうじゃん！」

　その驚いた声に、結衣は「ふふっ」と得意げに微笑む。

「蒼梨のこともちゃんと覚えているわ。初めて会った時には警戒されてしまったけど、そこから徐々に仲良くなって、今の親密な関係に至るまで、全て！」

　フォークを皿の上に置いた結衣が、すっと蒼梨の手を握る。

「そ、そうなんだ……」

　蒼あお梨りは逃げ腰になって、つかまれた手を振りほどこうとするのだが、結ゆ衣いはその手をなかなか離さない。

「もし、それが本当だとしたら、貴女あなたはあまり恋愛には向いてませんわね」

　唐突に差し込まれたカレンの言葉に、結衣は驚き、蒼梨の手を放す。

　カレンが恋愛に対してネガティブな言葉を投げてくるのは珍しい。いくら恋のライバルといっても、カレンは正々堂々と闘うタイプで、相手の戦意をそぐようなやり方はしないと思っていたのに……。

「だってそれだと、失恋の辛さを、いつまでも引きずってしまいますでしょう？」

「……え？」

　カレンの主張がピンとこなくて、きょとんとしてしまう結衣。

「……ん？」

　結衣のリアクションに手応えのなさを感じて眉を寄せるカレン。

「もしかして貴女、失恋をしたことがない、とか？」

「…………ないけど」

　気まずげに口をすぼめる結衣に、カレンはやれやれと吐息をついた。

「ま、そうかもしれませんわね。その美び貌ぼうで水み無な月づきの令嬢ですから、失恋したくてもできないのかもしれませんけど」

「ち、違う。私は、失恋をしたことがないんじゃなくて、恋愛をしたことが──」

　うっかり口が滑ってしまって、慌てて言葉を断ち切る結衣だが、もう遅い。

「そ、そういえばそうでしたわね……。その……ごめんね？」

　急に申し訳なさそうな態度をとられて、結衣は猛烈に恥ずかしくなる。まだ笑い飛ばしてくれたほうがいい。そうすれば、こちらもそれに反発する感じで開き直れるのに。

「ま、まぁ、そういうのは人それぞれだからさ」

　縁えん太た郎ろうからもフォローされてしまって、それが自分でも意外なぐらいに恥ずかしい。以前、恋愛経験の有無について話した時は、こんなに恥ずかしくはなかったのだけど……。

「と、とにかく、そういうことでしたら、なおさら覚悟を決めておくべきですわ。婚活の世界では、失恋は日常茶飯事ですのよ。わたくしだってこの一年で十回ぐらい、交際に失敗しているんですから」

　先輩の口調で語るカレンに、結衣はどうしても聞きたいことがあった。

　恥かきついでに、口にする。

「……そんなに辛いものなの？　失恋って」

　それは初歩的な質問であったが、カレンは結衣のことを笑ったりしない。

　自身の経験を振り返っているのか、腕を組んで目を閉じて、

「まぁ、少なくとも、良いものではありませんわね。向こうからフラれるのはもちろん、こちらから関係を絶つのだって、それなりに辛い気持ちになりますわ。もっとも、今なら結ゆ衣いも、想像できるんじゃありませんこと？」

　ゆっくりと目を開いたカレンが、暗示でもかけようとするかのように結衣を見る。

「想いを寄せている殿方と、結ばれなくなってしまう。そんな未来が確定してしまって、覆くつがえすことができない。その時に自分がどういう気持ちになるのか？　考えてみてくださいまし」

「それは……」

　きっと恐ろしいことだと思うが、結衣にとってそれはまだ、ぼんやりと霧のかかった想像に過ぎない。縁えん太た郎ろうに対する恋心すら、ちゃんとあるのかどうか分からないのだ。それを失うと言われたところで、漠ばく然ぜんとした恐怖心しか抱いだけない。

「それで、縁太郎。牡ぼ丹たんにはちゃんと伝えましたの？」

「ああ。今日、牡丹のほうから来てくれたから、その時に話をしたんだが──ちゃんと立ち直ってくれるかどうか、まだ分からねえな……」

「牡丹は初めてですものね。本格的に交際して、それに失敗するのは……」

　深刻な顔で考えはじめる縁太郎とカレン。

　その神妙な雰囲気に、結衣は落ち着かなさそうに、

「こ、この前のカレンみたいに、みんなで励ましてあげればいいんじゃない？　カラオケとか行って」

　それは五月上旬の話。

　合コンで知り合ったお金持ちの男性──伊い集じゆう院いんとの交際に失敗してしまったカレンを励ますために、白はく城じよう結婚相談所の会員たちでカラオケへ行った。そこでカレンは夜通し演歌を歌い明かして、次の婚活へと気持ちを切り替えた。

「あれは、不本意ながらわたくしがそれなりに失恋を経験しているからこそ、ああいったやり方で立ち直ることができますの。牡丹が同じように失恋の辛さを吹き飛ばすことができるかどうかは、分かりませんわ。牡丹はこれが初めての交際終了になりますし、それに──」

　カレンから視線を向けられた縁太郎が、その言葉を引き継いで、

「今回は牡丹、一番キツいパターンの交際終了なんだよ。本人はまだ交際できると思っていたのに、仲人なこうどからフラれたことを告げられる。言ってしまえば不意討ちみたいなもんだから、心の準備ができてない。だから乗り越えて復活するのに、時間がかかっちまうこともある」

　そのまま復活できなくて、退会してしまう会員もいる──という言葉は、口に出さずに飲み込んだ。

　結衣が、すごく心配そうな顔をしていたから。

　少しでもポジティブな言葉が欲しいと、すがるような眼差しが訴えかけていた。

　そして、恐るおそるの口調で、

「牡丹、大丈夫よね？」

「……大丈夫だ、心配はいらねえ。そういう辛い状況をちゃんと乗り越えられるように、俺たち仲人なこうどがいるんだ」

　縁えん太た郎ろうはあえて強気にそう言って、空の食器を手にして立ち上がる。

　本当は、牡ぼ丹たんの態度に不安な気持ちを持っていた。

　交際終了を告げられて、取り乱しもせずに微笑んでいた牡丹。どうしてああいうリアクションをしたんだろうかと、考えれば考えるほどに悪い想像が膨ふくらんでしまう。

「ちょっと、誠まことに相談してみる」

　縁太郎はそう告げてから居間を出て、食器を台所の流しに置いて、ポケットからスマホを取り出した。
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　台所にある勝手口から外へ出て、縁太郎はスマホで誠に電話をかける。

「──ってわけで、すぐにでも牡丹に次の婚活を始めさせてやりたいんだ。牡丹と相性がよさそうな人に心当たりはないか？」

『うーん……今のところ、オタク趣味を持ってる人も、漫画関連の仕事をしている人もいないね。そういう人が入会したら知らせるよ』

「悪いな……。よろしく頼む」

　縁太郎はサンダルのかかとでもどかしげに地面を蹴って、腰に手をあてて夜空を仰ぐ。

　雨はやんでいるのだが、分厚い雲が空を覆っているので星が見えない。

『まぁ、牡丹ちゃんは条件が特殊というか、相性の良さそうな人を探すのが難しいよね。エロ漫画家って聞くと、否定的な印象を持つ人も多いから。特に、結婚を前提にお付き合いをするっていう話になると』

　誠の言うことはもっともであるが、なるべく早く次の候補を見つけたいと縁太郎は思う。婚活の痛手を治癒する一番の特効薬は、新しい婚活を始めることだから。

「ちょっと他をあたってみる。ありがとな、誠」

『あーっ、ちょっと待って』

「ん？」




『縁太郎。お見合いしてみない？』




「お見合いって……この前の居酒屋で話してた件か？」

　縁太郎は、その話を真に受けてはいなかった。

　あれは飲みの席でのちょっとした説教で、このままじゃ結婚できないからどうにかしたほうがいいと、お節介な忠告をしてきたのだと考えていた。

『実はあれから相手の人──綾あや羽はさんにも、縁えん太た郎ろうのことを話してみたんだ。そしたら、すっごく興味を持ってくれて、ぜひとも会ってみたいって。もう、僕の見立てどおりだよ。やっぱり二人は相性がいいんだと思う』

「ちょ、ちょっと待てよ。勝手に話を進めるなって」

『ためしに会ってみるだけ、ね？　実際に会ってみて、何とも思わなければそれで終わりでいいんだし』

「いや、その……今はそれどころじゃないんだよ。牡ぼ丹たんのことが心配なんだ。アイツ、交際に入ってから失敗するのって初めてだから、ちゃんと立ち直ってくれるかどうか」

『…………』

　誠まことは、すぐに返事をしなかった。

　考えているのか、言葉を選んでいるのか。

　そんな沈黙を挟んでから、

『あのね、縁太郎。縁太郎の気持ちは分かるけど、そんな調子でいたら一生独身で終わっちゃうよ？　どこかで仕事とプライベートの線を引かないと』

　その一言が、引き金になって。

　縁太郎は牡丹の担当編集者──百もも瀬せの言葉を思い出す。




　──仕事とプライベートの境界がないんですよ、牡丹先生。




　その指摘こそ、牡丹が婚活に苦戦している理由であって、どうにかしなくてはならない課題なのだが。

　それは、牡丹だけの話ではないのかもしれない。

　振り返ってみれば恐ろしいほどに、自分自身にも当てはまる問題であるのだと気づく。

『仕事ばっかりやってたら、婚期を逃しちゃうかもよ』

　冗談っぽく添えられた誠の言葉に、笑う余裕を見いだせない。

『だから、仕事と婚活を両立させる第一歩として、ね？』

　上手く口車に乗せられていると、自分の中の冷静な部分が告げている。

　誠はやり手の仲人なこうどで、相手をその気にさせる話術を持っている。

　でも。

　縁太郎は勝手口のドアから離れて塀に近づいた。

　塀の裏口の戸を開けて、さらに外へ出る。

　後ろを振り返って、誰もついてきてないことを確認し、




「その人のこと、詳しく聞かせてもらえるか？」
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　そのころ牡ぼ丹たんは、仕事場であるワンルームマンションにいた。

　ピンク色のカーペットの上にペタンと座って、ちゃぶ台にかぶりついて漫画を描いている。

「どうしよう」

　牡丹はそう呟つぶやいて、原稿用紙をじっと見る。昨日まで描いたところから、ぜんぜん進んでいなかった。今まではアイデアさえ固まってしまえば、自然と筆が動いたのに。

「どうしちゃったんだろう、わたし……」

　白はく城じよう結婚相談所から帰ってきてから、調子がおかしい。

　頭の中がふわふわして、落ち着いて何かを考えることができない。

「…………」

　牡丹はペンを手放して、スマホを手に取った。

　ラインのアプリを起動して、駿する河が野のとのやり取りを最初から見返してみる。




駿河野：もし良かったら、今度一緒にコラボカフェへ行きませんか？




　合コンで知り合った彼との初めてのデートが、アニメのコラボカフェだった。駿河野は今よりもガチガチに緊張している感じで、牡丹もまだ彼に遠慮していた。

　そのデートの日に駿河野から、交際を申し込まれた。

　牡丹はどうしようかと迷って、縁えん太た郎ろうに相談をした。

　そして同時に、立華さんにも意見を聞いた。

　立たち華ばなさんは牡丹の漫画に出てくるヒロインであるが、牡丹の頭の中にはちゃんと彼女が存在している。子供のころから寂しい時には話し相手になってもらったし、困った時には相談にのってもらっている。

　こういう存在のことを専門用語でイマジナリーフレンドというらしいが、それについてはよく知らない。牡丹にとって立華さんは立華さんで、昔からそばにいてくれる姉妹のような女の子なのだ。

　メッセージの履歴をスクロールして、時間を進める。




駿河野：牡丹さんとお付き合いできるなんて、夢のようです！　ラブコメの主人公になったような気分です！




　実際に付き合ってみると、駿する河が野のは男女交際の経験がほとんどないらしくて、とても初心うぶだった。

　初めて手を繋つないだ時には『ひゃっ』と声を出してしまって、手汗がすごかった。『そんなに驚かないでくださいよ。ちんちんを握られたわけじゃないんですから』と、いつもの調子で下ネタを言って笑う牡ぼ丹たんに、駿河野は真っ赤になって何も言えなくなっていた。

　そのとき牡丹は、こういう真面目で純朴な相手をえっちにからかいながら過ごす夫婦生活も悪くないかもしれないと、そんなことを思いながら駿河野に体を寄せていた。




駿河野：例のチケット、とれました！　会社を休んで公式サイトに張り付いたかいがありました！




　これは最近のやり取りだ。牡丹が行きたいと口にしたアニソンライブのチケットを、駿河野は努力の末に獲得してくれた。

　こうしてあらためて振り返ってみると、駿河野は自分のためにすごく頑張ってくれていて、今さらながらに申し訳ない気持ちが込み上げてきてしまう。

　そして、スマホの画面のスクロールが一番下にたどりつく。




駿河野：いえいえ、漫画のためなら仕方ないです。執筆、頑張ってください！




　それが、彼の最後のメッセージ。

　そのあとに自分が送った謝罪のスタンプには、既読がついてない。

　もはやこちらのメッセージを、読んでくれさえしないのだ。

「……わたし、本当にフラれちゃったんだ」

　牡丹は呟つぶやき、くしゃっと顔を歪める。

　窓のそばにかけてあるコスプレ用のセーラー服が目に入る。もう、あれを着ることはないんだと思うと、無む性しように悲しくなってくる。

　それでも牡丹はかぶりを振って、気持ちを切り換えようとする。

　漫画を描かなくてはいけない。せっかく百もも瀬せに締め切りを伸ばしてもらったのだから。

　そのために駿河野との交際を、




　──終わらせるつもりなんて、なかったのに……。




　原稿用紙に、涙の染みができていく。

　ずっと堪こらえていたものが、溢あふれて、止まらなくなっていた。
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第６話　その背中を追いかけて







『こちらから告白できないなら、してもらえばいい。白はく城じようさんの気持ちをつかんで、向こうから』

　玉たま置きからそう言われた時に、そんなことは不可能だと結ゆ衣いは思った。

　相手を意図的に振り向かせるなんて、恋愛の初心者である自分には……。

　でも。

『じゃあ、諦める？』

『それは嫌』

　思わず口をついて出た言葉に、結衣自身が驚いていた。

　自分の中にあるなんとなくの気持ちが、縁えん太た郎ろうのことを諦めたくないと主張している。

　それを聞いた玉置は苦笑して、

『ひとまずはカレンちゃんと同じことをしてみよう。後ご手てに回ることになるけど、差をつけられることもない』

　結衣はそのアドバイスに従って、白城結婚相談所の台所に立つようになる。

　カレンに置いていかれないように、縁太郎の夕食を作る。

　本当は朝食の時間にも顔を出したいのだけど──。




「はっ！」




　結ゆ衣いの自宅であるタワーマンションの最上階。

　目を覚ました結衣はベッドから体を起こして、どこかに転がっているはずのスマホを探して首を振る。

　カーペットの上に脱ぎっぱなしの服があり、その周辺に料理の本が散らばっている。

　スマホは枕のそばに放置されていた。画面を見るとアラームの表示があるのだが、

「また、寝過ごしちゃった……」

　アラームを設定したのは、朝の六時。今の時間は、すでに九時を過ぎている。

　結衣は低血圧なので、朝早くに起きることを苦手としている。くわえて、今は婚活に専念していて仕事をしていないので、昼前に起きる生活が染みついていた。どんなに目覚まし時計を並べたところで、それが鳴っていたことすらも思い出せないのだが、それでも彼女は早起きをする必要があった。

　結衣は寝ぐせがはねている黒髪をぼんやりと撫なでて、スマホをいじる。




結衣：おはよう、蒼あお梨り。今朝はカレン、来た？




　いつものように蒼梨へラインを送ると、すぐに既読がついた。




蒼梨：おはよー。

（手をあげて挨あい拶さつをする猫のスタンプ）

蒼梨：今日もカレンちゃん来てたよ。

蒼梨：お兄ちゃんと一緒に料理してた。

蒼梨：お兄ちゃんがスクランブルエッグで、それ以外がカレンちゃん。

（朝食の画像）




「…………」

　結衣は想像してしまう。

　朝日の差し込む台所で、縁えん太た郎ろうとカレンが仲睦まじく料理をしている光景を。

「寝てる場合じゃないのに……」

　不満げに口を尖とがらせたところで、時間は巻き戻らない。

　結衣はスマホをいじって、今晩のレシピの検索を始める。
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　結ゆ衣いは夕方になるのを待って、白はく城じよう結婚相談所へと向かう。

　途中、セレブに人気のスーパーに寄って食材を調達。

「結衣ちゃん、いらっしゃい」

　玄関で迎えてくれたのは蒼あお梨りだった。

「お兄ちゃんは会員さんのお見合いに付き添ってる。晩御飯の時間には帰って来るって」

「そう、なのね……」

　大好きな蒼梨と並んで廊下を歩いているのに、結衣は露骨に気落ちして、そのせいか両手に持っているビニール袋を重く感じた。

　誰もいない台所を眺めて、そこに想像してしまう。昨日のように、縁えん太た郎ろうと二人で並んで料理をしている自分の姿を。今日も縁太郎と〝共同作業〟ができるんじゃないかと、結衣は期待していたのだ。

「はぁ……」

　ため息をついて、買い物袋を台所のテーブルの上に置く。結衣の腰ぐらいの位置にあるテーブルの上に食材を並べていると、居間のふすまが開ひらいて、誰かがやって来る。

「──期待外れ、といった様子ですわね」

　声に振り向くと、戸口に立っているカレンと目が合った。

「今日は縁太郎に代わって、わたくしが結衣を手伝いますわ」

「だ、大丈夫よ。一人でできるわ」

　食材に近づこうとするカレンの前に立ちはだかって、リュックの中から新品のエプロンを取り出してみせる結衣。

「そういうわけにはいきませんの」

　カレンはおもむろに腕を組み、誇らしげに微笑みながら言い放つ。

「わたくし、縁太郎から頼まれてしまいましたから。初心者の結衣が怪我をしないように、手を貸してあげてほしいと！」

「……えっ！」

　結衣はたじろぎ、後ずさってテーブルにお尻をぶつけた。

「この食材からして、カレイの煮つけですわね。しかしこのスーパーは、いつもながらすごい値段ですわ……。お店の人、ヒラメの値段と間違えてるんじゃありませんわよね」

　食品のラップについている値札を見つめて眉をひそめたカレンが、流し場へ移動して魚をさばきはじめる。

　結衣は慌てて彼女の隣に並んで、米をとぐ。

　そんな二人へ、食器棚に寄りかかってスマホをいじっていた蒼あお梨りが、カメラを向けながら、




「結ゆ衣いちゃんとカレンちゃんって、お兄ちゃんのこと──狙ってるんだよね？」




「「……え」」

　手を止めて振り向いた二人。

　カシャッと、蒼梨のスマホから写真撮影の音がした。

「二人とも、図星って顔してる」

　撮ったばかりの画像を見せて、にひっと笑いかけてくる蒼梨。

　結衣とカレンは一瞬だけ視線を交わして、二人同時に目をそらす。

「と、とんだ勘違いですわよ、蒼梨。わたくしと縁えん太た郎ろうは、会員と仲人なこうど。それ以上の関係には、なりませんわ」

「そ、そうよ。縁太郎に振り向いてもらいたくて料理をしてるとか、そういうわけじゃ」

　結衣の下手な誤ご魔ま化かしに、蒼梨がひたいに手を当ててため息をついた。

「二人には悪いけど、結構バレバレな感じだよ？　それなのにお兄ちゃんって全然気づかないから、もどかしくなっちゃう」

「そうなんですの。縁太郎ってば、鈍感にもほどがありまして！」

　思わず声をあげてしまったカレンがハッとして、結衣が小声で「カレン……！」と口にする。

「大丈夫。あたしは二人の味方だから」

　ニコニコとスマホを振っている蒼梨に、結衣とカレンはもう一度お互いの顔を見合わせる。

「ま、まぁ、そういうことでしたら」

「女子高生にはかなわないわね……」

「えへへ。恋バナは女子高生の特技だから」

　蒼梨は得意げに胸を張り、すぐに神妙な顔になる。

「それでね、二人に聞いてもらいたい話があるの。何かね、お兄ちゃんがね──」

　ひそひそ声で告げられて、結衣とカレンは同時に両目を見開いた。




「「縁太郎が、お見合いっ!?」」




「うん、そうなの。滅めつ多たに着ない綺き麗れいなスーツを出してたから、何だろうって思って聞いたら、はぐらかしてきて。怪しいなって思ったから、誠まことさんにラインで聞いたの。そしたら、誠さんの紹介でお見合いをするって」

「そん、な……」

「お見合い、なんて……」

　立ちくらみを起こしたようにフラつく結ゆ衣いとカレン。

「一体、どういうことですの？　わたくしのアピールには目を向けずに、お見合いをするなんて……。相手はいったい、どこの馬の骨ですのっ！」

　まな板の上の魚を睨にらんで、その尻尾をぎゅむっと握りしめるカレン。

「私でもカレンでもない、他の人とお見合いをするなんて……そんなのあんまりよ」

　結衣は裏切られたような気持ちになって、泣きそうな顔になる。

「あたしもちょっと、これはないなって思ったの」

　二人の間に歩ほを進めた蒼あお梨りが、怒った顔をして、

「だって、カレンちゃんと結衣ちゃん、こんなにお兄ちゃんのために頑張ってるんだよ？　それなのに知らない人とお見合いをするなんて、そんなのひどいよ。お兄ちゃんはまず、二人に目を向けるべき」

「蒼梨……」

　魚の尻尾から手を離したカレンが、強こわ張ばっていた口から力を抜いて、少しだけ涙ぐむ。

「貴女あなた、普段は生意気なことばかり言っておりますのに、根は良い子ですのね。撫なでて差し上げますわ！」

「カレンちゃんには、たくさんご飯を作ってもらってるからね。でも！　魚を触った手で頭を撫でようとするのは、止めてほしいかな！」

　迫り来るカレンの手をパシッと両手でつかんで、頭を魚臭くされるのを防ぐ蒼梨。

　すると、がら空きになった胴体に、ぎゅっと結衣が抱きついてきた。

「持つべきものは女子高生の親友ね……。大好きよ、蒼梨！」

「う、うん？　それはありがとう。だけど結衣ちゃんが告白するのはお兄ちゃんであって、あたしじゃないよね？　その気持ちだけもらっておこうかな？」

　さっと飛び退いた蒼梨が二人から離れる。

　二人の間に挟まっていた蒼梨が後ろに引っ込んで、結衣とカレンが向かい合う形になった。

「カレン」

「結衣」

　二人はしばし見つめ合い、おもむろに手を差し出した。

「私達は、協力するべきだと思う」

「そう……ですわね。まずは縁えん太た郎ろうのお見合いを、どうにかしないと」

　休戦の握手を交わす結衣とカレン。

　そこに蒼梨も手を乗せて、

「あたしも力を貸すからね」

　三人同時にうなずいて、縁太郎のお見合いに対する緊急対策会議がはじまった。
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蒼あお梨り：お兄ちゃん、土曜日にお見合いをするみたい。場所は東京駅の近くの帝王ホテルで、時間はお昼の十二時だって。




　蒼梨経由でお見合いの情報を手にした結ゆ衣いとカレンは、土曜日の正午前、帝王ホテルのロビーにやって来ていた。

「たぶん、あそこの喫茶店でお見合いをすると思うわ。前に牡ぼ丹たんのお見合いをやった時もそうだったから」

　それは四月中旬のこと。

　結衣がまだ白はく城じよう結婚相談所へ入会するかどうかを迷っていた時に、ここで牡丹がお見合いをして、結衣はその様子を見学していた。

「先にお店に入って、待ち伏せをしたほうがいいかも」

「それは、構いませんけど……」

　結衣とカレンはホテルのロビーに並んで立っているのだが、カレンの挙動が普段と違う。他人の視線を気にして、しきりに首を振っている。

「……この格好、やっぱり恥ずかしいですわ」

　自分のことを見下ろして赤面するカレン。

　彼女は結衣が持参した変装セットを身につけているのだが、トイレで着替えてからずっとこの調子だ。

「変装して張り込む必要があると言ったのはカレンよ。これならきっと、バレないわ」

「それは、そうかもしれませんけど……でも、だからと言って」

　カレンは結衣をキッと見据えて、周りに聞こえないように小声で、




「どうして女子高生の制服を、着なくてはなりませんの……ッ！」




　彼女は今、結衣の持参した制服を身に着けている。

　結衣も同じ学校の制服を着ている。

「聖アメリア学園の制服よ。インターナショナルスクールだからカレンのような金髪の生徒もたくさんいるの。違和感がないわ」

「年齢的に、違和感しかありませんわよ！」

　恥ずかしそうに批ひ難なんの声を上げるカレン。

　しかし結衣は嬉々とした手つきで、カレンのネクタイを整えながら、

「日本人はベビーフェイスだから、大丈夫よ。アメリカじゃ私、パブでお酒を飲ませてもらえなかったんだから。カウンターでウィスキーを頼んでも、マスターが鼻で笑ってミルクを差し出してくるの。お嬢ちゃんにはこっちのほうがお似合いだって──」

「あっ……結ゆ衣い。縁えん太た郎ろうですわ」

　声をひそめて、小さく指をさすカレン。

　ロビーを行き交う身なりの整った人たちの向こうに、縁太郎がいた。いつものスーツとは違う、折り目のついた一いつ張ちよう羅ら。髪の毛まできっちりセットして、見るからにドレスアップしている。

「縁太郎。本当にお見合いを……」

　結衣はその場に突っ立ったまま、縁太郎のことを正面から見てしまう。

　大きな花瓶の陰に隠れているカレンが、

「ゆ、結衣……！」

　と小声で呼びかけて、結衣の手をつかんで花瓶の陰に引っ張った。

　縁太郎は二人のことにはまるで気づかず素通りし、少しだけきょろきょろしてから、ピタッとその動きを止める。どうやらお見合い相手を発見したようだ。さりげなくスーツの襟を直し、すっと背筋を伸ばして、フロントのほうへ向かって歩き出す。

　結衣とカレンは無言でうなずき合って、なるべく人の陰に隠れるようにしながら縁太郎の後を追いかける。

「あの、初めまして。白はく城じよう縁太郎です」

　縁太郎が、フロントの近くに立っている女性に話しかけた。

　結衣とカレンは縁太郎の背後で動きを止めて、女子高生らしく携帯をいじりはじめる。結衣はスマホの画面に指を走らせて、カレンは二つ折りのガラケーをパカッと開く。

「初めまして、大おお鳳とり綾あや羽はといいます。今日は、よろしくお願いいたします」

　相手の女性はとても小柄だ。長身の縁太郎と並んでいると、大人と子供であるかのように見えてしまう。

「着物、よく似合ってます」

　縁太郎がさらっと相手の洋服を褒ほめた。

　すると相手の女性──綾羽は、上品に口元を隠しながら微笑んで、

「実はウチ、京都の呉服屋の娘なんですよ。だから着物に馴染みがありまして」

　帝王ホテルのロビーという落ち着いた空間にあって、着物姿の綾羽はよく映えていた。

　毛先にウェーブをかけたショートカットの茶髪。しゃんと背筋を伸ばして立っている様子が、小料理屋の美人女将といった雰囲気で、華やかでありながら凛とした存在感がある。

「それに、誠まことさんから聞いているんです。白城さんは、着物姿の女性がお好きだと……」

　口元に添えていた手をおろした綾羽が、その魅力的な笑顔を縁太郎へと向ける。

「あ、まあ、はい。そう、ですね。ははっ」

　縁えん太た郎ろうはだらしなく照れた声を出しながら頭をかいて、結ゆ衣いは思わずプリーツスカートを握りしめていた。

「結衣、落ち着いてくださいまし」

　隣に立つカレンから小声で言われて、結衣はスカートから手を放す。

「……大丈夫。落ち着いてるわ」

「そうは見えませんわよ。貴女あなた、意外と嫉妬深いタチなんですのね」

「だって、縁太郎がデレデレしてるからっ」

　感情的に指を向けてしまった先に、しかし縁太郎の姿はない。

　縁太郎は綾あや羽はと談笑しながらロビーの喫茶店へ向かって歩き出していた。

「追いかけますわよ、結衣」

「ええ」

　結衣とカレンは縁太郎から一定の距離を保ちながら、その後を追いかける。
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　＊　＊　＊




　ホテルのロビーの喫茶店は、満席の一歩手前ぐらいに混雑していた。

　縁太郎が背を向けている側のテーブル席が空いていたので、結衣とカレンはその席に腰をおろして、二人の様子をうかがうことにする。縁えん太た郎ろうの表情は分からないが、二人の会話を聞くことはできる。相手の女性がどんな顔をしているのかも分かる。

　結ゆ衣いとカレンはティーセットを注文し、なに食わぬ顔で二人の会話に耳をかたむける。

「大おお鳳とりさんは、京都の出身で？」

「そうなんです。だからほら、どうしても京訛なまりが抜けなくて」

　たしかに注意して聞くと、綾あや羽はの言葉には語尾に京言葉の雰囲気があった。

　それを聞いた縁太郎は微笑んでいるようで、小さく肩を揺らしている。

「……私だって、英語は東海岸の訛りがあるわ。ニューヨーカースタイルよ」

　思わず呟つぶやいてしまう結衣であったが、人差し指を口元に添えたカレンから「しっ」と言われてしまい、不満げに眉を下げながらティーカップへと手を伸ばす。

「白はく城じようさんも東京の訛り、ありますよね。江戸の言葉といいますか」

「そう、ですね。ずっと神田の下町で暮らしていたんで、近所の人の言葉遣いが移ってしまって……。あらためて言われると恥ずかしいですね」

「いえいえ、恥ずかしいことありません。少なくとも──」

　ゆっくりと目を細めた綾羽が、柔らかく微笑む。

「ウチは好きですよ。その言葉」

「え……」

　戸惑いの声をあげる縁太郎。

　綾羽はぐいっと、テーブルに小さな体を乗り出して、

「荒っぽくて男らしい口調の中に、優しい人情の温かみがある。誠まことさんから聞いていたとおりのお方なんやなって、その口に染みついている喋しやべり方から感じとることができます」

　綾羽は真剣な口調で言い切って、そこから一転、茶目っ気たっぷりに肩をすくめる。

「──なんて、偉そうなこと言いましたけど、本当はあれなんです。ウチ、時代劇が好きでして、そういう喋り方に憧れがあるんです」

「えっ、そうなんですか？　俺も好きなんですよ、時代劇」

「実はそれも、誠さんから聞いてます。だから今日は、時代劇のお話ができるんじゃないかと、楽しみにしてまして」

　綾羽は打ち解けた笑い方をして、縁太郎も楽しそうな笑い声を重ねる。そして二人は時代劇の話をし始めるのだが、それはすぐに結衣の理解の及ばないものになってしまう。

　水戸黄門とか暴れん坊将軍とか、メジャーな時代劇のストーリーについての話まではついていくことができたが、そこからさらに踏み込んで、古い俳優とか、殺陣たての良し悪しとか、そういう話になるとまったく分からない。いつになく弾んでいる縁太郎の声に、何とも言えない敗北感を覚えてしまう結衣だった。

「いきなりこんなに気が合うなんて、ウチ……初めてですよ」

　そして綾あや羽はが、不吉な言葉の区切り方をする。

　結ゆ衣いはまさかと思って綾羽の顔を凝視する。

「白はく城じようさん。いえ……縁えん太た郎ろうさん」

　まだ、会ったばかりなのに。

　ずっと自分は、それを口にできなくてやきもきしているのに。




「ウチと、お付き合いしてみませんか？」




　綾羽はさらりとそう言って、照れくさそうにはにかんだ。

　そんなにあっさり告げてしまえるものなのかと結衣は驚き、頭の中が白くなる。あまりにも展開が早すぎて思考が追いつかない。ティーカップに添えている手が震えはじめて、カップの底と小皿がこすれてカチャカチャと音がしてしまう。

　縁太郎が言葉を選び終えるまで、永遠に感じられるひりひりとした沈黙を耐えて、

「俺も、大おお鳳とりさんにはいい印象を持ってます」

　結衣は強く目を閉じて、恐ろしい一撃に備える。

「ただ、例の条件が引っかかってまして……」

「婿むこ養よう子しの件、ですよね」

　──婿養子……？

　結衣は聞き間違いかと思って、耳に意識を集中させる。

「まぁ、無理のない話やと思います。今どき時代遅れですからね。男の人に、名字と仕事を手放して嫁いできてほしいなんて……」

　一旦は言葉の勢いを弱める綾羽だが、縁太郎のことを見据える眼差しに力を込め直し、

「それでも、この条件は譲れないんです。ウチは一人娘で、他に世継ぎがいないんで、婿養子になってくれる方と結ばれないと、他よ所その誰かに家名を継いでもらうことになってしまう。こういうのも時代遅れとは思うんですけど、ウチにとっては大事なことなんです」

　穏やかながらも毅き然ぜんとした口調で一気に喋しやべって、そこで綾羽はふっと口元を緩ゆるめる。

「簡単には決断できないと思いますので、結論は急ぎません。ただ、ウチは縁太郎さんのことをお慕いしていると、それだけを気にとめておいてください」

「……分かりました。ちょっと、考えさせていただきます」

　縁太郎が小さく頭を下げて、綾羽も「お願いします」と言って控えめにお辞儀をした。

「それで、縁太郎さん。誠まことさんから、歌舞伎がお好きとうかがっているのですが──」

　綾羽が手元の巾きん着ちやくから財布を取り出して、そこから二枚のチケットを抜き出して見せる。

「もしよろしければ、これからご一緒しませんか？　実はちょうど、観たい演目をやっておりまして」

「あっ、これは俺も観たかったやつです。……でも、いいんですか？」

「はい。どのみち今日は、お見合いのあとで歌舞伎へ行きたいなと、思うてましたので」

「じゃあ、チケット代を──」

「いえ」

　綾あや羽ははさっと手のひらを向けて、はんなりと微笑む。

「それは次回、何かしらのお気遣いをいただきたいなと」

「ははっ、分かりました。じゃあ、何かおごらせていただきます」

「はい。それで」

　ニコッと笑って、少しだけ首をかしげて髪飾りを揺らす綾羽。

　そして彼女は「行きましょう、縁えん太た郎ろうさん」と弾んだ声を出し、自然な動きで縁太郎の手をとった。

「……なっ」

　結ゆ衣いは思わず声を上げてしまう。

　柔らかな仕草で縁太郎の腕を引いている綾羽。

　縁太郎は照れているのか、振り向いた頬ほおが赤い。

「ちょっ、結衣。バレますって……！」

　テーブルに体を伏せているカレンが小声で言ってきたけど、結衣は目を離せない。

　出口で会計を済ませる時も綾羽は縁太郎の腕をつかんだままで、そのまま手を離さずに二人並んでロビーのほうへ歩き去ってしまった。
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　喫茶店を出て行った二人をさらに追いかける気力はなくて、結衣は放心状態で席に座って冷めた紅茶を飲んでいた。それなりに良い茶葉を使っているはずだけど、味が分からない。味覚に気持ちが回らない。

「まずいことになりましたわね」

　おもむろに喋しやべりはじめたカレンは、すでに紅茶を飲み終えている。

「あの綾羽という方、かなりのやり手ですわ。わたくしだってお見合いであそこまで〝上手くやれる〟かどうか、分かりませんもの」

「……どういうこと？　上手くやれるって、何が？」

　ティーカップを置いて怪け訝げんな目つきになる結衣に、カレンは金色のショートカットの毛先を触りながら、

「そういえば結衣は、まだお見合いをしたことがありませんのよね」

「それは、ないけど……」

「お見合いって、定番の攻略法がありますのよ。それをあの綾あや羽はという方は、見事にこなしておりましたわ。さりげない会話から相手の趣味に切り込んで、距離を詰めてデートに誘う。相手に金銭的な貸しを作って、次のデートの口実にする。それをさらっとやってのけるあたり、それなりに場数を踏んでいるベテランであると考えて間違いありませんわね」

「ちょ、ちょっと待って」

　結ゆ衣いはひたいに手をやって、疑いの眼差しをカレンへ向けながら、

「じゃあ、さっきの人って、縁えん太た郎ろうと仲良くなるためにそういうことを計算して、お見合いをしてたってこと？」

「それは、もちろんそうですわ。お見合いの目的は交際に繋つなげることですから、そのためにアレコレするのは婚活女子の常識ですわよ」

　カレンは呆れたように肩をすくめてみせるが、それでも結衣は納得できない。

「それって、不誠実じゃない？　だって、相手に気に入られるために演技をしてるってことでしょ？」

「結衣の言いたいことは分かりますけど、そこは割り切って考えるべきですわ。演技でも猫被りでもなんでもやって、とにかくまずは交際まで駒を進めるべきですの。初対面の相手と一時間ぐらい話しただけじゃ、何も分かりませんもの。相手が自分の好みの男性であればなおさら、手段を選ばず交際できるように手を尽くすべきですわ。結婚できるかどうかは、交際してからじっくり考えればいい。縁太郎からそういう話は聞いておりませんの？」

「……そういえば」

　結衣はティーカップの取手を握って、神田祭のことを思い出す。カレンと玉たま置きを巡って対立してしまった時に、縁太郎が言っていた。

「──結婚相談所の婚活は、付き合ってから好きになる」

「あら、ちゃんと知っておりますのね。そういうことですわ。よほどの相手でなければ、とにかく交際をしてみるべきですの。お見合いっていうのは……いうなればバイトの面接みたいなものですわ」

「バイトの、面接？」

　思わず首をかしげる結衣に、カレンは細い人差指を立てながら、

「バイトの面接って、採用を勝ち取るためのパターンがありますでしょう？　それと同じで、お見合いにも交際に進むためのやり方がありますの」

「でも、私──」

　結衣は気まずげに目を伏せる。

「バイト、したことない」

「…………」

　当たり前のようにバイトをしたことがないと言われて、あらためて結衣が〝令嬢〟であることを思い出し、得意げに立てていた指をおろしてしまうカレン。

　それを目にした結ゆ衣いは慌てて、

「じ、じゃあ、さっきの人は、縁えん太た郎ろうのことを好きってわけじゃないのよね？　婚活の作戦として親しげにしていただけで、一目惚れとかそういうわけじゃ」

「それは……そうですわね。そういう感じではないと思いますわ。一目惚れなんてそうそうあるものではありませんし」

「そ、そう。それなら良かっ──」

「でも」

　楽観的な言葉に飛びつこうとした結衣に。

　しかしカレンは、不吉な予言をする占い師のような面持ちで告げる。

「交際がはじまってしまえば、どうにかなってしまうかもしれませんわ」

「どうにかって……」

　結衣の脳裏に、今しがた目にした光景がよみがえってくる。

　着物姿の小柄な女性──綾あや羽はが、縁太郎と腕を絡めて遠ざかっていく。

「でも、婿むこ養よう子し！　あの人は婿養子を希望して、縁太郎は嫌がってた。縁太郎は仲人なこうどの仕事に熱意を持っているから、婿養子にはなれないわ」

　結衣はじっとカレンを見つめ、自説を補強するように何度もうなずく。

　しかしカレンは、浮かない顔で結衣から目をそらす。

「縁太郎がどういう選択をするのかは、縁太郎次第ですわ。婿養子になってあの方と結婚するという可能性も、ゼロではありませんのよ」

「そんな……。じゃあ、どうすれば？」

　結衣はすがるようにカレンのことを見つめるが、カレンは答えてくれない。

「カレンはそれでいいの？　縁太郎のことが好きなんじゃないの？」

　カレンは無言で席を立つ。

　財布から千円札を取り出して伝票の脇に置く。

「カレンは、どうして縁太郎に告白しないの？　もし、私に遠慮してるなら──」

「そういうわけではありませんわ」

　ようやく口を開いた彼女は、もどかしさと悔しさを噛みしめるように、




「告白したくても、できませんのよ……」




「……え？」

　カレンはその発言を恥じるかのように歩き去る。

　女子高生の制服を着たまま、結衣をその場に置き去りにして。
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　帝王ホテルを出たカレンは、まっすぐ自宅へと向かう。

　金髪で、女子高生の制服を身につけて、そのわりには大人びた顔つきで。

　すれ違った人が不思議そうな顔で振り返ることがあったが、カレンは気にせずプリーツスカートをはためかせてアパートの階段を駆け上がる。

　部屋に入って、後ろ手にドアを閉めて、乱れた息を整えて。

　カバンの中から二つ折りの携帯電話を取り出して、通話履歴からリダイヤル。

「もしもし、マリア？　大変なことになりましたの！」

　電話の相手は、カレンが子供のころに一緒に暮らしていた元メイドだ。家が没落してしまった時に生き別れてしまったのだが、縁えん太た郎ろうのお陰で再会を果たすことができた。それから二人は毎日のように電話をしている。

『どうされましたか、お嬢様？　もしかして縁太郎さんのお見合い──上手くいっちゃいそうなんですか？』

「それがいい雰囲気で、一緒に歌舞伎を観に行くって……。お見合いをしたその日にデートをするなんて……手が早いにもほどがありますわっ！」

『お嬢様、落ち着いてください。わたしも一緒に対策を考えます。詳しい話を聞かせてください』

「ええ、そうですわね。マリアの意見を聞かせていただきたいですわ」

　実のところ、カレンも焦っていたのだ。

　結婚相談所の先輩──という立場があるので、結ゆ衣いの前では冷静な自分を演じていたが、結衣と同じか、それ以上に動揺していた。

「相手の方は、見た感じ大人しそうな女性なのですが、婚活に慣れているベテランでしたの。自分から積極的に縁太郎に話しかけて、お見合いの主導権を握って、デートに誘って……」

　縁太郎が相手の女性──綾あや羽はと一緒に喫茶店から出ていく姿を思い出し、カレンは携帯を持つ手に力を込めてしまう。

『縁太郎さんは、どんな感じだったんですか？』

「こちらからは背中しか見えませんでしたけど、いい印象を持っていると思いますわ。二人とも時代劇が好きってことで、話を弾ませて……。縁太郎がそういうのを好きだなんて、わたくしは知りませんでしたわよ。これからはテレビで時代劇を観て、図書館でそういう本を──」

『……お嬢様。お話がズレてます』

「あっ……」

　カレンは咳払いをして、気を取り直す。

「とにかく、縁えん太た郎ろうもまんざらではなくて、交際まで進んでもおかしくない様子でしたの」

『……なるほど。まずいですね』

「そうなんですの、まずいんですのよ。しかもあの方は──」

　そこでカレンは、不快感もあらわに声を尖とがらせる。

「縁太郎に、婿むこ養よう子しに入るように要求してましたの。そんなのわたくし、嫌ですわ。縁太郎が仲人なこうどを辞めてしまうなんて！」

　それを口にした瞬間。

　大おお鳳とり綾あや羽はという女性に対して持っている不快感の、その輪郭がはっきりと浮かび上がってくる。それは単に、縁太郎をとられてしまうという危機感だけでなく。

　もっと別の感情があるのかもしれないと気づいて、カレンは神妙な顔になっていた。

『お嬢様』

　電話口の向こうから、固い口調のマリアの声。

『このまま何もしなければ、縁太郎さんはその方と交際をしてしまう可能性が高いと、私は考えます』

「でも、それは……いくらなんでも薄情ですわ。わたくしが毎日アプローチをしておりますのに、それにはまったく反応せずに、お見合いで出会った女性へ気持ちを向けてしまうなんて」

『縁太郎さんは気づいてないんですよね？　カレンお嬢様の好意に』

　カレンは悔しそうに細い眉を寄せ、はぁ……と根の深いため息をついた。

「だって縁太郎、すっごく鈍いんですもの」

　するとマリアも、電話の向こうでもどかしげな吐息を漏らして、

『普通、気づいてくれると思うんですけどね。毎日ご飯を作りに来てくれる女性がいたら、好意を持っているんじゃないかと』

　そう。

　いつかは気持ちが届くと信じて、カレンは毎朝、縁太郎の家へ足を運んでいた。

　日が昇る前に目を覚まし、完璧に身支度を整えて。

　それなのに縁太郎ときたら、悪気のなさそうな顔でこんなことを言ったのだ。




　──花嫁修業、なんだよな？




　もはやため息すら出ない。

　他人の恋路に口を挟む立場であるのに、どうしてここまで自分への好意に疎いのか。

『お嬢様。こうなったらお嬢様も告白をするべきです』

「それは……ダメ、ですわ」

『どうしてですか？　勝算は充分ですよ。きっと上手くいきますって！』

「そ、そうかもしれませんけど、それだけじゃダメですの」

　カレンは今まで、婚活で何度も告白をしてきた。　

　綾あや羽はのように慣れた口調で、相手に対する好意を口にしてきたが。

「今までの婚活とは、わけが違いますのよ」

　玉たまの輿こし狙いのそれよりも、ある意味では過酷かもしれない。

　だって。




「この世界に縁えん太た郎ろうは、一人しかいないんですもの……」




　考えれば考えるほどに、臆病な気持ちが強くなってしまう。

　恋愛とはまた違った恐怖が、そこにある。

　結婚を前提とした交際を切り出してフラれてしまったら、その人との結婚が、未来が──なくなってしまうのだ。そう考えると、失敗するのが怖くて仕方がない。勢いに身を任せて告白をしようとしていた、あの時の勇気を奮い起こせない。

『お嬢様のお気持ちは分かりますが……このままでは闘わずして負けてしまいます』

「…………っ！」

　マリアの言うとおりだと、カレンは思う。

　勝敗の行方を気にする前に、まずは闘いを挑まないとダメだ。ここで退ひいたが最後、逃げ癖がついてしまって、二度と縁太郎を巡る婚活の舞台に上がれないような気すらする。

「…………」

　カレンは指輪のない左手を見つめて、思い出す。

　あの日、あの時。

　縁太郎から送られた言葉。




　──俺はお前に、幸せになってほしいんだよ！




　間違った婚活をしていた自分を、強い言葉で叱ってくれて、結婚したいと本気で思わせてくれた。

　カレンはゆっくり、左手を握りしめていく。

　負けられない。

　負けたくない。

　そんな熱意を、胸の奥から引き出して──。

「……マリア。折り入って頼みたいことがありますの」

『はい。なんでもおっしゃってください』

　カレンは姿勢を正して、金色の髪をかきあげる。

　そこは自分だけしかいないアパートの一室であるが、視線の先に恋敵がいるかのような面持ちになって、

「着物を一着、貸してくださいな」

『……カレンお嬢様、それって！』

　握りしめた左手に、力を込める。

　他の誰のためでもない。

　それはまさしく、自分のために──。




「わたくしも縁えん太た郎ろうに、お見合いを申し込みますわ」
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　カレンがマリアに相談をしている一方で──。

　結ゆ衣いもまた、玉たま置きの寺に駆け込んでいた。

　今日はまだ正門が開ひらいている時間なので、他の参拝客と一緒に境内に入り、裏手の入口へと向かう。

「結衣チャン。いらっしゃ──」

　あらかじめ連絡を入れていたので、玉置が玄関の近くで待ってくれていたのだが、結衣を見るなり「ど、どうしたの？　そのかっこ」と驚いて目を丸くする。

　結衣は帝王ホテルから急いで来たので、女子高生の制服を着たままだった。

「これは、その……変装を」

「あぁ、そっか。そうだよね、例のお見合いの」

　玉置は縁太郎のお見合いについて知っている。結衣が事前に話をしていた。

「しかし……ＪＫ結衣ちゃん、かわいいね！　よく似合ってるよ、撮っていい？」

　坊主の正装を身につけている玉置が、法衣のポケットからスマホを取り出して構える。

　結衣は反射的にピースサインをつくって、カシャッという撮影音にハッとする。

「そ、それより、相談したいことがあるの」

「白はく城じようさんのお見合いのことだよね？」

　結衣はうなずき、もどかしげにその場で足踏みをする。

「おっけー。じゃあ、とりあえず中へ」
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　前回来た時と、同じ客間に通された。

　臥が薪しん嘗しよう胆たんと書かれた掛け軸があって、玉たま置きがお茶とお菓子を持ってきてくれる。

「それで、どんな様子だったの？　白はく城じようさんのお見合い」

「……いい感じ、だった」

　そう口にした瞬間、ズキッと胸の奥が痛む。

　その痛みに続いて、息苦しいほどの焦しよう燥そう感かんがやってくる。

「縁えん太た郎ろうの相手の人。カレンが言うには婚活に慣れてる人だって。このまま放っておいたら、交際しちゃうかもしれないって」

「お見合いってそういうもんだしね。相性が良さそうな相手であれば、とりあえず交際してみて、結婚したいかどうかはそれから考える」

「でも……結婚はないと思う。だってあの人、婿むこ養よう子しに入ってほしいって言ってたの。そんなの、縁太郎は認めない。縁太郎にとって、仲人なこうどの仕事は──」

　絶対に手放すことのできない、大切なものであると。

　主張しかけて、結ゆ衣いは口の動きを止めていた。

　──本当に、そうなのだろうか？

　もしも縁太郎があの女性のことを、心の底から好きになってしまったら。

　仲人の仕事を辞めて、結婚しようと考える可能性だって。

「んーっ！」

　結衣は頭を抱えて、両手で髪をくしゃくしゃにする。

「結衣チャン、落ち着いて！」

「落ち着いてられないわ！　このままじゃ縁太郎が──」

　結婚してしまうかもしれない。

　今だって、一緒に歌舞伎を観ながら、将来の話とかをしてるかも……。

「人生の分岐点だね、結衣チャン」

「……人生の分岐点？」

　結衣は両手で頭を抱えたままの状態で、玉置のことを見る。

　玉置は珍しく真面目な顔で、まさに説教をする坊主のように滔とう々とうと語る。

「今後の人生に大きな影響を及ぼす選択をする瞬間。それが人生の分岐点。例えば、受験生がどの学校を受験するかを決める時、とか。就活をしている学生が、どの企業にエントリーシートを出すのか迷っている時、とか」

　玉置の言葉が、いつもより結衣の心の深い部分に流れ込んでくる。

「このまま何もしなければ、白城さんはその人と交際をしてしまうかもしれない。もしかすると、そのまま結婚をしてしまう可能性もある。そんな未来を受け入れるのか、別のものに変えるのか。結衣チャンはそのどちらかを選ぶことができる。今ならまだ、自分の望む未来へ手を伸ばすことができる」

　結ゆ衣いはおもむろに自分の手を見つめて、ゆっくりと指を開く。

「白はく城じようさんに気持ちを伝えて、強引に振り向かせるべきだと、オレは思うよ」

「それは、でも……」

「まだ白城さんに対する気持ちが〝なんとなく〟なわけ？」

　結衣の細く白い指から、力が抜けていく。

「……やっぱり、よく分からないの。だって私は」

　結衣はまつ毛を伏せながら、ためらいがちに、




「今まで一度も、誰かを好きになったことが、ないから」




　それを口にした瞬間、自分がすごく寂しい人間であるかのように思えて、辛くなる。

「そんなことないでしょ。忘れてるだけじゃない？」

　玉たま置きは気安く笑っているが、結衣は一緒に笑えない。

　彼女にとって、それは深刻な悩みなのだ。

「じゃあさ、結衣チャン」

　黙り込んでしまった結衣に、玉置が優しく笑いかける。

「白城さんと出会って今日までのことを、あらためて思い出してみなよ。初めて出会った時から、今日までのことを思い出して。それでもやっぱり白城さんに対する気持ちがなんとなくなら、そんな恋愛──やめちゃいな」

「やめちゃいなって……」

　無責任な言いぐさにむっとする結衣だが、そこで玉置は急にキメ顔になって、

「そんでオレと付き合おうぜ、結衣チャン。どうしてオレが結衣チャンの応援してんのか、その理由って覚えてる？」

「……恋の応援をしているうちに、いつの間にかくっついているパターンでワンチャン狙う」

「ご名答。ってか、よく覚えてるね。記憶力半端なくない？」

　楽しそうに笑う玉置の声を聞きながら、結衣はあらためて自分の手のひらを見つめる。

　自分はこの手で、いったい何をつかみたいのか？

　本当の気持ちが、見えそうなのに、見えなくて。

　それがものすごく、もどかしい。
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　夜。

　結ゆ衣いは自宅のタワーマンションのリビングで、お気に入りのロッキングチェアーに座って考える。

　玉たま置きは人生の分岐点であると言った。

　そうかもしれないと、結衣は思う。

　このまま何もしなければ、あの綾あや羽はという女性と縁えん太た郎ろうが交際を始めてしまうかもしれない。

　それをカレンが静観するとは思えない。昼の喫茶店では落ち着いた様子だったけど、彼女の性格からして何らかの行動を起こすだろう。

　──それで、私は？

　椅子の上で体を丸めて「むぅぅぅぅ…………」と唸る結衣。

　しばらくその状態で悩み続けて、パッと椅子から立ち上がる。リビングをフラフラと歩いてキッチンへ行き、戸棚の中からウィスキーの瓶を取り出した。空いているほうの手で柿の種の袋をつかんで、リビングのローテーブルの近くに腰をおろす。

　ウィスキーの瓶を開けて、その匂いを鼻の奥に感じて──。

　ふと、あの日のことを思い出す。

　縁太郎が主催する合コンに参加して、うっかり飲みすぎてしまった。

　心配した縁太郎が部屋まで送ってくれて、この部屋で二人で飲み直した。

　──楽しかったな……。

　お酒の力を借りてはいたけど、あそこまで誰かに本音を吐と露ろしたのは初めてだった。

　そのあとは酔った勢いで女子高生の制服を着て、その姿を写真に撮ってもらって。

「…………」

　結衣はスマホを探して、ソファーの上に放置してあったそれを手に取った。デジカメで撮った写真をスマホにも入れてある。〝女子高生　制服〟というフォルダをタップすると、制服を着た自分の写真が、ズラッと横並びに表示された。それはほとんどが自撮りで、インスタにアップされている女子高生の写真のように、キラキラしている一枚を目指しているのだが……。

　──あの日の写真は、他の写真とまるで違う。

　浮かべている表情の本質的な部分というか、根拠というか。どうしてそういう顔をしているのかという理由が異なっているから、それが目に見えて分かる違いになっている。

　他の写真が楽しそうにしている演技であるのに対して、この写真は……。

　何も演じていないのだ。

　縁太郎と同じ時間を共有し、そのとき自分が、どんな気持ちになっていたのか？

　写真の中の自分が教えてくれている。

「そっか……」

　そこからはもう、とめどなく。

　縁太郎と一緒にすごした時間がよみがえってくる。

　こんなにたくさん、一緒にいたのかと驚く。

　もっとたくさん、一緒にいたいと強く願う。

　また一緒にお酒を飲みたい。原宿で制服デートをしたい。縁えん太た郎ろうが望むなら歌舞伎にだって行くし、その時は着物を着てもいい。

　想像するだけで胸が高鳴ってしまうイベントをいくらでも想像できる。

　縁太郎さえそばにいてくれれば、女子高生に負けないぐらいキラキラできる。

「……れない」

　薄く開いた口から、声が出た。

　あの綾あや羽はという女性にも、そして早さ乙おと女めカレンにも。




「縁太郎は、譲れない」




　結ゆ衣いは立ち上がり、リビングを出た。

　廊下を抜けて、クロッシングルームのドアを開け放つ。

　パチッと壁のスイッチを押して、明かりをつけて。

　そこに並ぶのはほとんどが女子高生の制服であるが、実家から持ってきた衣服もいくつか置いてある。

　たしかここにあるはずだと思って、引き出しを開けて。

「……これを着て、縁太郎に」

　結衣が見つめているのは、水み無な月づきの家に代々伝わる赤い着物。

　お見合いの席に相応ふさわしいそれを触って、結衣は無言でうなずいていた。
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　カレンはマリアに電話をしてからすぐに、着物を貸してもらうために新幹線でマリアの家へ向かった。普段ならためらう特急料金も、今は気にならない。

　マリアは着物を郵送してくれると言ったが、カレンはとにかく行動したかった。

　縁太郎に告白をするなら、その気持ちが熱いうちにそれを成し遂げる必要がある。一度、告白が未遂に終わって、その勇気を失ってしまったカレンは知っている。その気持ちはすぐに冷めてしまって、そう簡単には熱を持たせることができないのだと。

　勢いに身を任せてマリアの住んでいる那須塩原へ向かったカレンだが、マリアの家に着いた時には夜の十一時を過ぎていた。

「よろしければ、今日は泊まっていってください。明日の朝、車で送らせていただきます」

　カレンははやる気持ちをどうにか抑えて、マリアの厚意に甘えることにした。




　そして、翌朝。

　カレンはマリアから借りた着物を身につけて、マリアの家の車の後部座席に座って、白はく城じよう結婚相談所へと向かっていた。

　カレンの隣にいるのは黒髪のショートカットに青い目をしている女性──マリアで、彼女も着物を身につけている。『せっかくなので、カレンお嬢様とお揃いにします』と言い出して、出発するまで散々ツーショットの写真を撮ったのだ。

「お嬢様、緊張してらっしゃいますか？」

　カレンの顔を心配そうにのぞき込むマリア。

「いえ、その……」

　カレンは普段よりも忙せわしない胸の鼓動を意識しながら、車内をぐるっと見回した。

「この車が落ち着きませんのよ。こんな高級な車には、縁がないから」

　上質な皮製品の匂いがする。新幹線よりも振動が少ない。

　タクシーにだって滅めつ多たに乗らないカレンにとって、マリアの車はまさに異世界の代物なのだった。

「お嬢様だって、幼少のころは同じような車に乗っていたんですよ？」

「そんな昔のこと、もう覚えておりませんわ」

　早さ乙おと女めの家が没落するまで、マリアはカレンの家でメイドをしていた。しかし今は、お金持ちの旦那と結婚して、上流階級の貴婦人になっている。

　そんな彼女の車に気後れしているのは事実だが、カレンが緊張している本当の理由は別にある。

「まもなく、到着いたします」

　初老の運転手が、慎み深い声で言った。

　心臓がドクンと強い脈を打ち、カレンは身を乗り出してルームミラーで前髪を整える。

「大丈夫ですよ、お嬢様。きっと縁えん太た郎ろうさんは、お嬢様の気持ちに応えてくれます」

「と、当然ですわ。わたくしがここまでして、それでもそしらぬ顔をするのなら……」

　カレンは言葉をつまらせて、しなくてもいい想像をしてしまう。

　いつもの白城結婚相談所の居間で、縁太郎が申し訳なさそうに頭をさげて、

『悪いな、カレン。お前の気持ちには──』

　カレンは強くかぶりを振って、弱気な自分を振り払う。

　もう一度ルームミラーを見ながら前髪を直して、深呼吸。

　着物の帯を強く巻いているので、息苦しい。

　でも、縁太郎は着物を着ている女性が好きなのだ。あの綾あや羽はという婚活女子に打ち勝つためには、このぐらいは我慢しないと。

「あれ……。先客がいるみたいですね」

「え……？」

　白はく城じよう結婚相談所の軒先に、一台のタクシーが停車していた。

　ドアが開ひらいて、その中から出てきたのは、着物姿の美しい女性だ。長い黒髪をなびかせている様子がまさに大和撫子といった感じで、タクシーから降りるというなんでもない仕草にすら流麗な美しさがある。

「……ん？」

　そしてカレンは、美人の正体を悟る。

　そういえば彼女は、女優のように美しい顔立ちをしていたのだと。

　あらためてその事実を思い出し、どうして着物を着ているんだろうかと疑問に思って──。

　すぐに、ピンときた。

　彼女と自分の姿が重なり、思わず息をのんでしまう。

　まさか、結ゆ衣いも……！
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　結衣がタクシーから降りてすぐ、その後ろに黒塗りの高級車がやって来た。

　その角張った車を目にして、結衣はぎょっとする。

　今日はいつもより目覚まし時計をたくさんかけて、さらに実家の使用人にも起こしに来てくれるように頼んで、どうにか早起きをすることができた。タワーマンションに足を運んでくれた使用人に、着物の着付けと髪のセットをやってもらって、家族には秘密にしてほしいと厳重に口止めをした。

　結衣は白城結婚相談所へ通っていることを、家族に話していなかった。万が一、父親に知られたら面倒なことになる。最近はずっと海外へ行っているから、その心配はないだろうけど……。

　とにかく、そういう状況であるから、結衣は実家の人間が使いそうな車を警戒してしまう。

　タクシーのすぐ後ろにやってきた黒塗りの高級車を見つめて、もしや使用人が不審に思ってタクシーを尾行してきたのかと思うが、その車から降りてきたのはカレンだった。

　ほっとしてしまう結衣であるけど、カレンの服装を見るなり目つきをあらためる。

　それはカレンも同様で、着物姿の結衣を目にして、伸ばした背筋に緊張感をにじませる。

　二人はどちらも口を開かず、タクシーと黒塗りの高級車が同時に走り去る。

　白城結婚相談所の入り口を挟んで向かい合う二人。

「結衣」

　カレンが一歩踏み出して、草ぞう履りの音を響かせた。




「負けませんわよ」




　それはまるで、あの時のように。

　青い瞳を結ゆ衣いへ向け、金色の髪をかきあげる。

　そして、結衣は──。

「カレン」

　記憶の中にあるように、視線を伏せることはなく。




「譲らないから」




　カレンは驚き、目を見開いて。

　すぐにその口を引き結ぶ。

　結衣はゆっくりとした歩調でカレンに近づいて、その隣に並び立つ。

　白はく城じよう結婚相談所を見つめて、肩を並べる結衣とカレン。

　二人は同時に門をくぐって、縁えん太た郎ろうの元へと向かって歩き出した。
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第７話　結婚するために必要なこと







　告白の覚悟を決めた結ゆ衣いとカレンが、二人ならんで白はく城じよう結婚相談所の敷地に足を踏み入れたとき。

　縁えん太た郎ろうは居間で、テーブルの上に置いたスマホを見つめて、腕を組んでいた。仲人なこうどの仕事をする時のスーツを着ているが、今は自分の婚活に頭を悩ませている。




誠まこと：お見合い、いい感じだったみたいだね。綾あや羽はさん、縁太郎のことを気に入ってたよ。こんなに気が合う人は初めてだって。




　昨日の夜に受信したメッセージを見つめて、その返事をどうしようかと考える。

　たしかにあの大おお鳳とり綾羽という女性とは、相性が良かった。初対面にもかかわらず緊張を忘れて笑い合うことができた。着物姿も素敵だったし、愛想がよくて可愛くて、女性としての魅力を感じて好印象を持った。

　それにくわえて、家を守るために婿むこ養よう子しという条件は譲れないと口にした時の眼差し。

　きっと、芯の強い女性なんだろうと思う。

　たっぷりの愛あい嬌きようと、強い心。

　その二つをあわせ持っている綾羽は、まさしく時代劇に出てくるヒロインのようだ。そういう女性に、縁太郎は憧れを抱いている。

　それはきっと、子供のころから親の影響で時代劇を観ていたせいだと思う。和服の似合う芯の強い女性が〝理想の女性〟として縁太郎の心の深い部分に刷り込まれていて、奇くしくも綾羽は、そのイメージにピッタリ一致しているのだ。

「でも……」

　婿養子という条件が、やはり引っかかる。もし仮に、受け持っている会員を、全員結婚させられるまで待ってくれるのだとしても──。

　仲人の仕事と、結婚。

　その二つを天秤にかけて、どちらが自分の中で大切なものであるのか。

　簡単には答えを見いだせない。

　どちらを選んだとしても、それは正解であると同時に、間違いであるような気がして仕方がない。

　──牡ぼ丹たんはいつも、こんな気持ちだったのかもな……。

　心の中で呟つぶやいて、漫画の仕事と婚活を両立させようとしていた牡丹のことを考える。

　いつも無邪気に振る舞っていたが、本当は悩んでいたのかもしれない。牡丹があまり深刻な顔を見せなかったのは、悩みがないのではなく、口に出していなかっただけで。

　本当は、もっと……。




「「縁えん太た郎ろうっ！」」




　突然、声をかけられた。

　縁太郎はハッとして、居間の戸口へ目を向ける。

　会員が頻繁に出入りするので、玄関のカギは開けてある。だから二人がそこにいることに対して、そこまで驚くことはないのだが。

「結ゆ衣い。カレン……」

　それでも縁太郎は、驚愕に満ちた呟つぶやきを口にしてしまう。

「ど、どうしたんだ、その格好？」

　二人とも、着物姿だった。

　結衣は赤い着物で、カレンは緑色の着物。どちらもよく似合っている。それはさながら時代劇に出てくる女優のようで、華麗──という言葉で表現すべき美しさがあった。縁太郎はすっかり目を奪われてしまう。

「あのね、縁太郎……」

　結衣が一歩踏み出してくる。

　隣に立つカレンは、それを遮ることはせず、結衣に先手を譲っていた。

「縁太郎って、着物が好き──なのよね？」

　急にそんなことを言われて、縁太郎は少し戸惑うが、とりあえず素直に答える。

「そうだな。やっぱり着物はいいよな。日本人の心っていうかさ」

「じゃあ、そのっ！」

　結衣がバッと両手を開いて、自身の着物姿を強調してみせる。

「こ、これは、どう……かしら」

「もちろん、すごくいいと思う。よく似合ってる」

「ほんとに？　ほんとにそう思う？」

「ああ。まさに大和撫子って感じで、思わず見惚れちまったよ」

　縁太郎から褒ほめてもらえて、結衣は嬉うれしそうに頬ほおを赤らめる。

　そして胸の前で両手を合わせて、その手にきゅっと力を込めて、

「それは、その……どのぐらい、いいと思う？」

「どのぐらいっていうと……？」

　縁太郎は、結衣が何を聞きたいのかよく分からない。問いかけるような眼差しを結衣へ向けてしまう。

　そこで結ゆ衣いは、勝負に出た。

　お願いごとをする時のように眉を寄せ、耳まで朱色に染めながら、




「け、結婚したいと、思うぐらいに──良かったのかなって」




　それを聞いて縁えん太た郎ろうは、なるほどそういうことかと理解する。

　突然、着物でやって来たから何かと思ったが、そういう理由であればおかしなことはない。結婚相談所の日常風景とも言える。

「そうだな。今の結衣なら、一目見ただけで結婚したいと思っちまうかもな」

「ひ、一目でっ!?」

　予想以上の好感触に、結衣は思わず後ずさる。

　到来したチャンスをつかもうとする気持ちより、決定的な瞬間がやってきてしまったことに対する動揺が大きい。

　それでもどうにか、好機を逃さず、告白に踏み切ろうとして、

「じ、じゃあ、私と、おみっ、お見合いを……そのっ！」

　結衣はしかし、「お見合いをしてほしい」という言葉を放てない。勇気が少し足りなくて、「お見合いを──」に続く肝心な部分がどうしても喉を通らない。

　そして縁太郎は、結衣が自分に告白をしようとしているとは思っていなかった。彼女の着物は、また別の理由であると勘違いをしている。

　だからつい、いつもの茶の間のテンションで、

「どうしたんだ、結衣？　見合いがどうかしたのか？」

　と、的外れな発言をしてしまう。

「…………」

　それを耳にした結衣は、冷や水をかけられたような顔になり、縁太郎と自分の間に温度差があることを悟って、たまらずクールダウン。告白に必要な勢いを失ってしまった。

「縁太郎」

　奮闘の末に力尽きた結衣に代わって、今度はカレンが縁太郎へアプローチをかける。

「わたくしの和装はどうかしら？　感想を聞かせてくださいな」

　着物姿のカレンは、縁太郎の目に新鮮に映る。彼女が服装に気合いを入れる時はドレスで、着物は選択しないのだ。

「カレンは和服も似合うな。金髪で着物っていうのも、和洋折衷って感じで目新しい。いい意味で注目されると思うぞ」

　縁太郎は仲人なこうどの視点で評価するのだが、カレンはもどかしげに首を横に振り、

「そうじゃなくて……縁太郎はどう思いますの？」

「お、俺の個人的な意見、か？」

「そうですわ。着物姿のわたくしを見て、縁えん太た郎ろうがどう思ったのか、聞かせてくださいまし」

　縁太郎は根が真面目であるから、そういうふうに言われると、あらためてカレンのことをじっと見つめて、それから感想を言うべきであると考える。

　縁太郎から真剣な眼差しを向けられて、カレンは思わずゴクっと唾つばをのんでしまう。全身をゆっくりと移動していく縁太郎の視線にドキドキしてしまう。高たか飛び車しやな物言いをする〝元令嬢〟としての自分が鳴りを潜めて、好きな人に気持ちを伝えられなくてやきもきしている乙女な部分が出てしまう。

「うん、やっぱりいい感じだな」

　そう呟つぶやいた縁太郎が、真っすぐにカレンの目を見て感想を述べる。

「カレンは姿勢がいいから、着物を着るとすごく凛り々りしくみえる。たとえるなら、旅館の若女将とか、そういうイメージだ。俺は、その……芯の通っている女の人が好きだから、ちょっとドキッとしちまうな」

　照れくさそうに笑う縁太郎を見て、カレンの心拍数が上昇していく。

　──わたくしを見て、ドキッとするって。それはつまり、わたくしのことを……！

　昂ぶる気持ちに便乗し、カレンがここぞと勝負をかける。

「え、縁太郎！　わたくしと、わたくしの、その……お見合いを！」

　目をつぶりながら言い切って、着物の袖を強く握りしめるカレン。

「ああ、そういうことか」

　しかし縁太郎は、表情を変えることなく淡々と、

「カレンも結衣も、お見合いを組みたいんだな。だったら、パソコンで相手を──」

「そ、そうじゃありませんわっ！」

　首を激しく左右に振って、金色のショートカットの毛先を踊らせるカレン。

「でも、お見合いって、そういうことじゃないのか？」

「いえ、それは、その……」

　縁太郎があまりにきょとんとしているので、カレンもまた温度差を感じて気持ちを消沈させてしまう。

　結ゆ衣いに続いてカレンも、告白に必要な勢いを失ってしまった。

「どうしちまったんだ、二人とも？　様子がおかしいぞ」

「「…………」」

　気まずげに黙り込んでしまう結衣とカレン。

　しかしその落ち着かない視線と、ひたいから吹き出ている汗に。

　何かを必死に考えているんだと思い、縁太郎は無言のままに続く言葉を待ち受ける。

「縁太郎は、その──」

　おもむろに結ゆ衣いが口を開く。

　綺き麗れいに整えられている眉をハの字に曲げながら、

「お見合いで結婚をする、つもりなの？」

「……ひょっとして昨日のお見合いのこと、知ってんのか？」

　縁えん太た郎ろうがもしやと思って尋ねると、結衣に続いてカレンもうなずいた。

「もしかして、蒼あお梨りから聞いたとか？」

　お見合いに備えて一いつ張ちよう羅らのスーツを用意しているところを蒼梨に見られて、しつこく詮せん索さくされた覚えがある。

　二人は再びうなずいて、今度はカレンが口を開く。

「どうして急に、お見合いなんて……。縁太郎は今まで、そんな素振りを見せておりませんでしたのに」

「それは……。うーん、そうだな」

　縁太郎は少しだけ考えてから立ち上がり、座布団を二枚手に取った。

　それを畳の上に置き、二人に座るようにうながして、

「俺がお見合いをしたのは、牡ぼ丹たんの婚活がきっかけなんだ」




　＊　＊　＊




　そもそも。

　仲人なこうどは既婚者であることが多い。

　自身が結婚を経験して、いろいろと思うところがあって、他の人の婚活をサポートしたいと考える。それが仲人を志す分かりやすい動機であって、縁太郎のように独身でプロの仲人をしていると──。

「自分が結婚できてねえのに、他人の婚活に口を出すのはどうなんだって、言われることがあるんだよ」

　居間のテーブルにお茶の入った湯呑みを並べて、縁太郎はカレンと結衣の向かいに腰をおろす。

「俺がお袋からこの仕事を継いだ時、そう言ってほとんどの会員が辞めちまったんだ」

　何でもなさそうに言って笑う縁太郎だが、そこに辛い過去の気配があって、カレンと結衣は気まずげな顔になってしまう。

「当時、残ってくれたのはたった一人。まひるさんだけだった」

「え……。まひるって、そんな昔からここにおりますの？」

　思わず戸惑いの声を上げてしまうカレンに、縁太郎は悩ましげに腕を組み、

「まひるさん、交際までは順調に進んじまうから、逆にまずいんだ。まひるさんが好きになるのって、その……ダメな男ばっかりだから、交際に時間をかけたところで、結婚することができない。時間ばっかりくっちまう」

「それは、そうですわね……。同棲するところまではいきますものね。結婚をお勧めすることのできない殿方と」

　縁えん太た郎ろうとカレンが、同時にため息をついた。

　そんな二人を見つめる結ゆ衣いが、落ち着きのない様子で髪をいじりつつ、

「今はまひるのことじゃなくて、縁太郎の話を聞かせてほしい。牡ぼ丹たんの婚活がきっかけでお見合いをしたって、どういうこと？」

「ああ、そうだな。これは、まぁ……俺の思い過ごしかもしれねえんだけど──」

　縁太郎はそれを口にすることに抵抗を覚えながらも、ぐっと腹の底に力を込めて、




「俺、牡丹からあまり信頼されてないんじゃないかと、思うんだ」




　それを耳にした結衣とカレンは、揃って怪け訝げんな顔になる。

「そんなことないと思いますわよ？」

「……私も、そう思うけど」

　縁太郎だって、牡丹は自分のことを頼ってくれていると考えていた。

　でも──。

「駿する河が野のさんとの交際がダメになったって伝えた時に、牡丹のやつ、無理やり笑ってたんだよ。本当の気持ちを隠そうとしているような、他人行儀な笑い方で。結局そのまま、本音らしいことは何も言わずに、帰っちまった」

　縁太郎は肩を落として、自分の湯呑みをじっと見る。

「ちゃんと信頼されてれば、泣き言を言ってくれたと思う。気に入らないこと、納得できないこと。そういう愚痴を、遠慮なくぶつけてくれたはずなんだ。でも、牡丹は……」

　あのときの笑顔が、自分と牡丹の〝距離〟なんだろうと、縁太郎は考える。

　人ひと懐なつっこくて、下ネタばかり言ってきて。

　一見するとすごく親しげな牡丹だが──。

「結局のところ、心を開いてくれてない。二人三脚で婚活できてない。でも、じゃあ、どうしてそういう状態になってんのかなって考えた時に……原因は俺自身にあるのかもしれねえなって、思ったんだ」

「それはつまり、縁太郎が独身だから、牡丹が信頼してくれてないって、そういうこと？」

　結衣はそう言って、思案げに眉を寄せる。

　カレンも否定的に首をかしげている。

　縁太郎は、すかさず補足する。

「ああ、いや。なんていうか……俺と牡ぼ丹たんって、ちょっと似てるんだよ。俺は今、仲人なこうどの仕事に気持ちを向けていて、婚活に対する意識が薄くなっている。牡丹は漫画の仕事に強い熱意を持っていて、そのせいで婚活に苦戦している。それでも牡丹は、両方を頑張ってる。それなのに俺は、仕事しかしていない。それじゃあ、牡丹から信頼されてもらえなくても、仕方がないと思うんだ。だって、自分ができてないことをやれって言われてもさ、素直に言うことを聞こうって思えないだろ？　説得力がないっていうか」

　縁えん太た郎ろうは分かってもらえると思って、二人のことを交互に見るのだが。

　結ゆ衣いもカレンも、表情を緩ゆるめようとしない。

　それどころか、

「……縁太郎。ちょっと言わせてもらいますけど」

　おもむろに口を開いたカレンは、怒っているような口調で、

「それじゃあ縁太郎は──牡丹のために婚活をしてますの？」

「え……」

　声を漏らして、カレンの目つきが妙に鋭いことに気づいて、縁太郎はとんでもない失言をしてしまったのではないかと思って息を呑む。

　誰かのために婚活をしてはいけないと、カレンに伝えたあの時のことが、嫌というほどはっきり脳裏によみがえる。

「牡丹の婚活と、仲人としての立場。それが婚活を始めるきっかけになったのは事実かもしれませんが、縁太郎がお見合いをしようと思った本当の理由は、別にあるような気がしますわ」

「本当の理由……」

　おうむ返しに呟つぶやきながら、縁太郎は眉間に力を込めていた。

　彼女の指摘によって浮き彫りになった気持ちの正体が知りたい。

　そう思って、カレンのことを強く見つめる縁太郎だが──。

「そ、それがなんなのかは、わたくしにも分かりませんけど……」

　と、バツが悪そうに言ったカレンは、気まずげに目を伏せる。

　それは、まぁ、そうだよなと。

　いくらカレンでも、そこまでは分からないよなと。

　縁太郎が口にしようとした、その瞬間。




「なんとなく、なんじゃない？」




　結衣の言葉は、自信なさげで問いかけるような口調であったが。

　不思議と縁太郎の胸に、すっと染み込んできた。

　牡丹に信頼してもらいたいと思う。同じ仲人の仕事をしている誠まことが結婚をして、自身の結婚に焦りを感じた。もっと選択肢を持ったほうがいいと言われて、そうかもしれないと思うようになった。

　そういうごちゃごちゃとした理由が心の表面にたくさん転がっていて、それがきっかけになったのは事実なのだけど。

　でも。

　実際にお見合いをするという、行動に踏み切ったのは──




「俺も結婚、したいんだな……」




　縁えん太た郎ろうも仲人なこうどである前に、独身の男で。

　ちゃんと結婚したいという気持ちを持っていた。そんな気持ちに、今更ながらに気づいて、何だか嬉うれしくなってくる。

　けれど、それと同時に──。

　抱えている問題が重みを増していた。

　綾あや羽はとのお見合いにどういう返事をするのか？

　仲人の仕事と結婚、どちらへ手を伸ばすべきであるのか？

「あ、あのさ。こんなことを二人に聞くのは、間違ってるかもしれねえんだけど……」

　縁太郎は〝仲人と会員〟という立場を気にして、口調を鈍らせてしまうが……。

　それでも二人に話を聞いてもらいたいと思う。

　たしかに縁太郎はプロの仲人であるが、会員の婚活をサポートするのと、自分自身の婚活に悩むのではわけが違う。

　むしろ、仲人として普段から会員たちの話を聞いているからこそ、誰かに相談しないとたどり着けない答えがあると知っている。

「何でも聞いてくださいまし。遠慮はいりませんわよ」

「わ、私も、いつも縁太郎に話を聞いてもらってるし」

　相談をためらっている縁太郎に、結ゆ衣いとカレンは真剣な顔でうなずいてくれた。

　縁太郎は「悪いな、助かるよ」と安あん堵どの笑みを漏らして、すぐにその口を引き締める。

「実は俺……お見合いの返事を迷ってるんだ」

　それを聞いても、結衣とカレンは動じない。縁太郎の様子から、きっとそういうことなんだろうと、心の準備ができていた。

「お見合いをした人──綾羽さんっていうんだけど、フィーリングはすごく良かったんだ。時代劇の話で盛り上がれたし、一緒に歌舞伎を楽しめた。馬が合うし、趣味も合う。こういう相手は、なかなかいない。仲人の経験から言わせてもらうと、交際まで進んでみるべきだと思う。だけど、綾羽さんは婿むこ養よう子しを希望してる。彼女と結婚を前提に交際をするのであれば、俺は仲人なこうどの仕事を辞めることを考える必要がある」

　結ゆ衣いとカレンは、口を挟まずに縁えん太た郎ろうの話を聞いていたのだが。

　その顔つきが、徐々に険しいものになる。

　縁太郎の口から綾あや羽はに好印象を持っていると言われて、きっとそうだろうとは思っていたが、それでもやきもちを焼いてしまっていた。

　そして縁太郎にはその表情が、別の理由によるものであるように思えてしまい、

「も、もちろん、仮にそうなっても、二人のことはちゃんと結婚できるまで面倒をみる。急に仲人を辞めて、二人のことを放り出したりは絶対にしねえから、安心してくれ」

　その眼差しに誠意を込める縁太郎。

　しかしカレンは、フォローの言葉を耳にして、さらに機嫌が悪くなったかのように荒っぽく髪をかき上げる。

「わたくしたちのことはともかく、縁太郎はそれでかまわないんですの？　仲人の仕事は、縁太郎にとって簡単に手離せるようなものですの？」

　強く問いただすカレンは、綾羽に対して覚えた不快感を握りしめていた。

　綾羽は、縁太郎を変えてしまおうとしている。

　仲人の縁太郎を──自分のために本気で説教をしてくれた縁太郎を、変えてしまおうとしているのだ。

　それがカレンは許せない。

「仲人の仕事を辞めて……それで縁太郎は、今のままの縁太郎でいられますの？　わたくし、そうは思えませんのよ。わたくしは、今の縁太郎が……！」

　カレンは言葉を途切れさせてしまったが、その揺れる青い瞳に込められている何かを、縁太郎は感じとっていた。

「縁太郎」

　そしてカレンに続いて結衣が、必死に細い声を上げる。

「か、歌舞伎なら、私が一緒に、行ってあげる。時代劇の話にだって、付き合ってあげる」

　結衣は着物の裾を強く握って、眉間にしわを寄せ、

「私は、縁太郎のことが──」

　何かに気づいたカレンが慌てて口を挟もうとする。

　結衣は勢いそのままに、赤くなりながら──




「仲人をやっている縁太郎のことが、好きなの！」
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　それは、愛の告白と呼ぶにはあまりに足りなくて。

　しかし同時に、縁太郎の胸を叩いて、気持ちを揺らすぐらいの力は持っていて。

　──もしかすると、俺は……。

　誰かにこんな言葉を、かけてもらいたかったのかもしれない。

　仲人なこうどである自分を認めてもらいたい。必要であると声を大にしてほしい。

　そんな願望があるのかもしれないと、そうでなければ説明がつかないほどの喜びが胸に広がって──。

「……そんなふうに言われたら、辞めるわけにはいかねえな」

　気づけば、言葉がこぼれ落ちていた。結ゆ衣いの、涙に滲にじんで輝く瞳を見つめて、込み上げる気持ちを笑みに変える。

　すると結衣は、強く寄せていた眉から力を抜いて、

「…………そう。良かった」

　ゆっくりと、つぼみが花を咲かせるように笑った。

　その笑顔に縁えん太た郎ろうは、魅了された。

　結衣の顔には安あん堵どと喜びがあって、しかし重要なのはそれ以外のなにか。まさしく〝何となく〟としか例えようのないものが根底にあって、そのあやふやな気持ちが結衣の笑顔を特別に煌きらめかせている。

　縁太郎は結衣に見惚れてしまい、結衣もまたその眼差しの温度を徐々に上げていき──。




　ゴトッ。




　カレンが音を立てて湯呑みをテーブルに置いた。

　我に返った縁えん太た郎ろうがそちらへ目をやると、カレンは難しい顔をしている。怒っているようにも見えるし、悩んでいるようにも見える。

「ど、どうかしたか、カレン？」

「何でもありませんわ」

　フンとそっぽを向いたカレンが、チラッと横目で結ゆ衣いを見る。

　結衣は夢見心地な様子でぼーっとしている。縁太郎と見つめ合って感じたトキメキの余よ韻いんに浸っているようだ。

　それを目にしたカレンは、悔しそうな、羨ましそうな──そんな感じの目つきになって、さっと結衣から目をそらす。

「それで、縁太郎。お見合いの返事はどういたしますの？」

「ああ。綾あや羽はさんに話してみるよ。やっぱり仲人なこうどの仕事は辞められないって。まあ、そうすると破談になっちまうだろうけど……縁がなかったってことで、潔く諦める」

　縁太郎は吐息をついて未練を吐き出して、清々しい気持ちで二人に笑いかける。

「結衣もカレンも、話を聞いてくれてありがとな。おかげでなんとかなりそうだ」

　その笑顔を目にしたカレンは、不満げな顔から一転、誇らしげに胸を張りながら、

「このぐらい、どうってことありませんわ。いつでもわたくしのことを頼ってくださいまし！」

　そんなカレンに張り合って、結衣も負けじと自己主張をする──と思いきや、彼女は恥ずかしそうにチラチラと縁太郎のことを見て、

「縁太郎の役に立てたのなら、良かった……」

　と、控えめな発言をした。

　実は結衣、勢いに身を任せて告白めいたことを口にしてしまって、それが今になって恥ずかしくなっていたのだ。

　仲人をやっている縁太郎──という間接的な表現だったが、それでも『縁太郎のことが好きなの！』と好意を口にしてしまい、異性にそんなことを言うのはもちろん初めてで、高鳴る胸の鼓動がぜんぜんおさまらない。

「ところで二人は、アレなんだよな。お見合い──」

「「えっ」」

　不意に切り出された言葉に、ハッとする結衣とカレン。

　縁太郎はそうに違いないという確信を胸に、言い放つ。




「お見合い写真を撮りたいんだよな？」




「「…………」」

　思わず顔を見合わせた二人が、お互いの着物姿を眺めて、同時にクスッと微笑んだ。

「今回はそれでいいですわ。何かもう、そういう空気ではなくなってしまいましたし」

「そ、そうね。お見合いはまた、別の機会に」

　そう言って笑みを交わす結ゆ衣いとカレンは、お互いの健闘を称たたえ合っているかのようで。

　縁えん太た郎ろうはそんな二人を眺めて、ポリポリと頬ほおをかく。

　──最近この二人は、たまによく分からない話をするんだよな……。

　それはちょうど、カレンがマリアの件のお礼と言って料理を作りはじめたころから。

　二人の関係が〝結婚相談所の先輩と後輩〟というものから、何かもっと違うものに変わったような。会話に含まれる違和感から、何らかの変化を肌で感じているのだが──。

　縁太郎は、まだその正体をつかむことができていない。

　──が、しかし。

　いつまでもそのままというわけでもない。

　自分の結婚を意識するようになって、その気持ちの変化が、彼のアンテナの感度を、徐々に高めようとしていた。

　結衣とカレンが気持ちを伝え続けていれば、近いうちに、おそらく……。
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　結衣とカレンによるお見合い騒動の翌日。

　縁太郎はお見合い相手──綾あや羽はと落語の寄席に行った。お見合いの時に歌舞伎のチケットをおごってもらったお礼として、寄席の料金は縁太郎がもった。

　寄席を二人で楽しんで、その足で近くの喫茶店に入る。

「縁太郎さん。今日はおごっていただいて、ありがとうございます」

　テーブル席に向かい合わせで座って、店員にオーダーをしたタイミングで、綾羽が小さく頭を下げた。

「綾羽さんも、その……こんな天気なのに着物で来てもらっちゃって、すみません」

　そう言って、喫茶店の大きな窓へ目を向ける縁太郎。

　梅雨前線が活発になると朝の天気予報で言っていた。大粒の雨がひっきりなしに窓ガラスを叩いている。

「いえ、お気になさらず。お着物は飾りではありませんから。日常のお供として使ってこそ、それを作った職人も喜ぶというものです」

　呉服屋の娘らしいことを言って、柔らかく微笑む綾羽。

　しかし彼女が身につけている着物は、普段使いにしては豪華すぎると縁えん太た郎ろうは思う。素人目しろうとめに見ても上質な生地を使っているのだと分かるし、ところどころに施ほどこされている刺繍の花はとても作りが丁寧だ。

　──今日のために、めかし込んでくれてるんだよな……。

　にこにこと嬉うれしそうにしている綾あや羽はを見ていると、申し訳ない気持ちが込み上げてきてしまう。

「あの、綾羽さん」

「はい」

「婿むこ養よう子しの件、なんですけど……すみません。俺は、やっぱり受け入れることができません」

　縁太郎はきっぱりと告げた。

　まだ、綾羽との未来を捨てきれてなくて、だからこそ迷いを断ち切るために、強い口調で言い切った。

「はぁ……、そうですか」

　綾羽は縁太郎から目を離さずに、切なげに微笑む。

「もしかしたらそうかもしれないなぁと、思うてたんですよ」

　フォローを入れるべきかどうか、縁太郎は少しだけ迷う。

　けれど、思いのままに伝えようと、まっすぐに背筋を張る。

「綾羽さんとは、相性がいいと思います。趣味も合うし、一緒にいて楽しい。だけど俺は、仲人なこうどの仕事を辞めたくないんです」

　するとちょっと無理した感じで、綾羽が笑う。

「そういうことなら、仕方ないですね……。こうみえてウチは、長いこと婚活をやってます。相手からお断りされてしまったら、問答無用で諦める。それが、結婚相談所で婚活をするときの決まりごとですもんね」

「ええ、まあ……」

　綾羽の気丈な振る舞いに、縁太郎はバツが悪くなってしまって、目を伏せる。

「ただ、一つだけ。後学のために、どうしてそこまでその仕事にこだわりはるのか、教えていただけまへんか？」

　そこで綾羽は、その言葉に含まれる京訛なまりを強くする。

　縁太郎が違和感を覚えて顔をあげると、綾羽は聞き分けの良さそうな言葉とは裏腹に、すがるような眼差しを縁太郎へ向けていた。

「ウチと縁太郎さんて、お互いに相性がええと思うとるわけやないですか？　それなのに交際もせずにお別れをしてしまうなんて、そこまで熱を入れる仕事って──どういうもんなんかなって……」

　綾羽は手元に置いた紙ナプキンを、ぎゅっと握りしめている。

　それを見た縁えん太た郎ろうは、胸を締めつけられるような気持ちになりながら、

「……この仕事を辞めたら俺は、今の俺じゃなくなっちまう。俺はそれを望まないし、そうなってほしくないって、言ってくれる人もいる」

　縁太郎は脳裏に、自分のことを説得してくれた結ゆ衣いとカレンのことを思い描く。

　正座をする時のように太ももの上に手を置いて、言葉に力を込めながら、




「俺は仲人なこうどを辞めて綾あや羽はさんと結婚しても、幸せになれないと思う」




　結局はそういうことだと、縁太郎は思うのだ。

　仕事と結婚、どちらを選ぶか。

　それは答えのない無理難題に思えるが、縁太郎が仲人として追い求めてきたものこそがまさしく、出口の見えない暗闇の中に、一筋の光をもたらす突破口になる。

「……幸せ、ですか」

　綾羽は寂しげに呟つぶやく。

「そんなん言われたら、何も言えまへん。何がその人の幸せかなんて、他人が口出しできるものではあらしまへん」

　すっかり意気消沈してしまった綾羽に、縁太郎は何か励ましの言葉をかけてあげたいと思う。

　しかし、彼女を落ち込ませたのは自分であるから、何を言っても中身の薄い言い訳になってしまう。そんな気がして、縁太郎は何も言い出せない。

「……ウチ、連戦連敗なんですよ」

　綾羽はすっかりしょげている。

　店員が運んできた抹茶パフェを、じっと見つめて吐息をついて、

「婿むこ養よう子しってのは、どうしても譲れない条件なんですけど、これがどうしようもない厄介もんなんです。この人いいなって気持ちを惹かれる人は、縁太郎さんみたいにやりたいことを持ってはる人で、婿養子という条件に難色をしめしはる。逆にほいほい婿養子になる言う人は、筋の通ってない人で、結婚したいと思えない」

　自信なさげに小さな肩を落とした綾羽が、上目づかいに縁太郎のことを見る。

　それはさながら、捨てられた子犬のような眼差しで、

「縁太郎さん。ウチ、こんな調子で、ちゃんと結婚できますやろか……」

　縁太郎は仲人として、綾羽に手をさしのべたくなる。

　しかし、彼女は縁太郎の友人──誠まことの事務所に所属している会員。

　他所よその事務所の仲人である自分が、その婚活に口を出すのは不作法だ。黒くろ峰みねのような仕事振りに問題のある仲人ならまだしも、誠は縁太郎もその実力を認めているプロの仲人であるし。

「あなたの仲人──花はな之の木き誠は、優秀な仲人だ。ちゃんと結婚できるまで面倒をみてくれる。誠まことと一緒に婚活をすれば、きっと結婚できると思う」

　それでも綾あや羽はは、すがるような上目遣いをやめようとしない。

　ここは心を鬼にして、そっけなく視線を外して突き放すべきだとは思う。

　しかし、目の前に婚活に悩んでいる女性がいて、しかも自分に救いを求めている。

「…………」

　縁えん太た郎ろうはガシガシと頭の後ろをかいて、財布から名刺を取り出した。

「俺でよければ、相談にのるぐらいのことはする。こうして知り合ったのも何かの縁だ」

　綾羽に笑みを向けながら、後で誠には事情を話して謝っておこうと考える縁太郎。

　綾羽は縁太郎の名刺を手にして、嬉うれしそうに頬ほおを緩ゆるめた。

「縁太郎さんて、ほんに情に厚いお方なんですねぇ……」

「い、いえ。仲人なこうどとして、当然というか、何というか」

「ふふ……。縁太郎さんの仕事への矜持、見せてもろた気がします」

　縁太郎は気恥ずかしくなってしまって、慌ただしく抹茶をすすり、「な、なかなかいいお茶ですね、これは」と、強引に話題を変えようとする。

　そんな彼のことを見つめて、綾羽はうっとりと目を細める。

　実のところ彼女は、縁太郎のことを諦めていなかった。それどころか、縁太郎の仕事に対する情熱を目の当たりにして、さらに強く惚れ込んでいた。

「じゃあ、さっそく相談にのっていただきたいんですが──」

　間髪いれずに〝次の婚活〟を始めようとする綾羽。

　しかしその声を、着信音が遮った。テーブルの上に置いてある縁太郎のスマホからだ。

「ちょっと、すいません」

　縁太郎は手仕草で謝り、スマホへ手を伸ばす。

「ん……？」

　その画面を目にして、縁太郎は思わず眉を寄せていた。それは牡ぼ丹たんの担当編集者──百もも瀬せからの着信なのだが、彼女が電話をかけてくることは珍しい。ラインでメッセージのやり取りをするだけのことがほとんどだ。

「はい、白はく城じようです」

『あっ、白城さん。どうも、百瀬です。突然すいません。今、お話しても大丈夫でしょうか？』

　縁太郎は対面に座って抹茶パフェを食べている綾羽のことをチラッと見て、「少しだけなら」と返した。

『じゃあ、簡潔に言いますね。先ほど牡丹先生から〝妊活ガール立たち華ばなさん〟の原稿をいただいたのですが、聞いてた話と違う内容になっていて、ちょっと戸惑っておりまして……』

　百瀬が何を伝えたいのかよく分からなくて、縁太郎は「はあ……」と生返事をする。

『立華さんが、ついに妊娠をするって話なんですよ。それで妊活ガールを卒業して、作品を完結させるって。それに関して言いたいことはありますが、もう時間もないし、作品のクオリティ自体は悪くない。牡ぼ丹たん先生の意志も固かったんで、原稿はいただいたんですが……白はく城じようさんがこのことをご存じかどうか、確認したほうがいいかと思いまして』

　──牡丹が、立たち華ばなさんを終わらせる？

　縁えん太た郎ろうの胸の内に、ざわっと、嫌な予感が押し寄せてくる。

「どうして牡丹は、立華さんを……？」

　息をとめて、耳を澄ませて、百もも瀬せの返答を待ち受ける縁太郎。

　果たして百瀬は、縁太郎の感じた〝予感〟を口にする。




『牡丹先生。結婚をするために、漫画を辞めるって言ってるんですよ』
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　縁太郎はすぐに牡丹に会って話をすると告げてから、百瀬との電話を切った。

　そして綾あや羽はに事情を話して、デートを途中で終わらせてしまうことを謝罪する。

「いいえ。お仕事、頑張ってください」

　綾羽はそう言って、にこやかに手を振って縁太郎のことを送り出してくれる。

「すいません。この埋め合わせは、またいつか」

　縁太郎は両手を合わせて詫わびて、伝票を手にして席を立つ。

　喫茶店の入口のドアを開けると、雨がアスファルトを激しく叩く音が聞こえた。

　縁太郎は傘を広げて、地下鉄の駅へ向かって歩きながら、スマホで牡丹に電話をかける。

『電源が入っていないか、電波の届かない場所に──』

「くっ」

　毒づきながらスマホをポケットにしまい、牡丹の仕事場へ急ぐ。

　電車の中でラインのメッセージを送信したが、既読がつかない。

　牡丹の仕事場であるワンルームマンションに到着したころには、さらに雨あま脚あしが強まっていた。

「いてくれよ……」

　縁太郎が祈るように呟つぶやきながらインターフォンのボタンを押すと、少しだけ間を空けてから、カチャッとカギが開く音がした。

「縁太郎さん……。急にどうしたんですか？」

　ドアの向こうから顔を出したのは、拍子抜けしてしまうほどにいつもどおりの牡丹だった。何度か見たことのある露ろ出しゆつの多い服装で、微笑んで迎えてくれている。

「なあ、牡丹。漫画を辞めるって、本気なのか？」

　単刀直入に切り出す縁太郎。すっかり濡れている前髪から、ひと雫の雨粒が落ちた。

　牡ぼ丹たんは「百もも瀬せさんから聞いたんですか？」と独り言のように言ってから、

「本気です。だって、漫画を辞めれば結婚できるじゃないですか」

「そりゃ、そうかもしれねえけど……でも、極端すぎるだろ？　漫画のことが原因で駿する河が野のさんにフラれたからって」

「駿河野さんだけじゃないです。その前にお見合いをした猿さ渡わたりさんも、漫画のせいでフラれちゃいました」

　ワンルームマンションの廊下に、牡丹の声が響き渡る。それは平坦な声で、感情を抑え込んだ無色透明な声こわ色いろに思えた。

「やっぱり、漫画と婚活を両立させるのは、無理かなって思うんです。特にわたしは器用じゃないから、同時にそういうことをやろうとしても、上手くいかないっていうか……」

「どうして一人で決めちまったんだ？　駿河野さんとの交際を迷ってた時みたいに、相談してくれればよかったのに」

　縁えん太た郎ろうは傘の柄を強く握りしめ、その先端を震わせる。

　牡丹はそんな縁太郎から目をそらし、言いづらそうに打ち明ける。

「それは、その……。あの時とは相談の重さが違うから、困らせちゃいそうで」

「…………」

「漫画と結婚、どっちをとるか、とか。それはわたしが、一人で決めなきゃいけないことだと、思ったんです」

　縁太郎は肩に込めていた力をゆっくりと抜いて、傘の先端をおろした。

　予想していたことであるが、予想以上に──寂しい風が胸の中を吹き抜けていく。

「そ、そういうことなので、これからガンガン婚活をして、結婚しちゃいますから！　応援してくださいね」

「お、おう。それは、もちろん」

　縁太郎は、どうにか笑みを振り絞る。

　牡丹は最後まで愛想よく笑っていた。

　そしてゆっくり、ドアが閉まる。

　ガチャッと。

　ドアのカギを閉める音が、やけに大きく聞こえた。
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　雨の中。

　縁太郎は傘をさすのも忘れて、濡れながら歩道を歩いていた。




　──それはわたしが、一人で決めなきゃいけないことだと、思ったんです。




　頭の中で牡ぼ丹たんの言葉を繰り返し、縁えん太た郎ろうはぐっと奥歯を噛みしめる。

　どうして彼女が、そんなふうに思ったのか？

　──決まってる。俺が頼りないからだ。真っ先に相談しようと思えなかったからだ。

　考えて、打ちのめされて、落ち込みそうになって。

　──いや、へこんでる場合じゃねえ。

　縁太郎は激しくかぶりを振って、濡れた髪から水滴を飛ばした。

　傘をさして、ポケットからスマホを取り出す。

　──今ならまだ、どうにかできる。

　彼女の選択に、口を挟むことはできなかったが。

　その結果を捻ねじ曲まげることはできる。

　待ち構えているかもしれない、最悪の結末を回避するために。

「もしもし、百もも瀬せさんですか？　無理を承知で頼みたいことがあるんです。実は──」

　電話の向こうから、百瀬の否定的な声が聞こえた。

　縁太郎は空を睨にらんで、ひたすらに頼み続ける。

　空に広がる雲は分厚く、降り注ぐ雨は強かった。







第８話　もう一人の牡丹







「わたし、漫画を辞めて、婚活に専念することにしましたっ！」

　縁太郎が綾あや羽はにお見合いの返事を伝えた、その翌日の夜。白はく城じよう結婚相談所の居間で、牡丹が婚活に対する決意を口にしていた。

　聞いているのは、結ゆ衣いとカレンと蒼あお梨りと縁太郎。

　いつものように結衣が晩御飯を作りに来てくれて、彼女が作った金目鯛の煮つけをみんなで食べている時のことだった。

「漫画、辞めてしまいますの？　あれほど熱意をもっておりましたのに」

　意外そうな顔で牡丹のことを見つめるカレン。隣に座る結衣も箸はしを止めている。

「わたし、結婚したいんです。そのためには……仕方ないかなって」

　牡丹はすでに気持ちを切り替えているかのように笑っている。

　しかし、興味なさげにスマホをいじっていた蒼梨から、

「でもそれ、もったいなくない？」

　と言われると、「え？」と声を漏らして、笑顔のままで固まった。

「だって牡丹ちゃんのツイッター、フォロワーが十万人とかいるんだよ？　これみんな牡丹ちゃんの漫画のファンってことでしょ？　そんなに人気があるのに辞めちゃうなんて」

　そう言って、スマホを牡ぼ丹たんへ向ける蒼あお梨り。

　その画面には牡丹のツイッターアカウントがあって、それを見つめて牡丹は一瞬、怯ひるんだような顔になる。

「あ、蒼梨ンゴはまだ、ＪＫだから分からないんです。この世界には十万人のフォロワーよりも、大事なことがあるんです」

「それって、結婚のこと？」

「そうです。結婚するって、すごいことなんですから」

「ふぅーん」

　蒼梨は納得してなさそうに呟つぶやいて、あらためてスマホの画面へ目を向ける。

「あたしは、こんなに応援されちゃう漫画を描けることのほうが、すごいと思うけど」

　そのそっけない一言に、牡丹はゆっくりと笑みを消していく。

　ほんの数秒、無言で何かを考えて、

「……でも」

　あらためて蒼梨のことを見つめた牡丹は、ちょっぴり切なげに笑う。

「結婚するためには、仕方ないんです」

　それは蒼梨へ向けた言葉であるというよりは、自分自身に言い聞かせているようで。

　縁えん太た郎ろうは知らぬ間に渋い顔になっていた。

「牡丹は、本当にそれでいいの？」

　心配そうに見つめる結ゆ衣いに、牡丹は肩をすくめてツインテールを揺らす。

「いいんですよ、結衣にゃん。それより、この煮物おいしいですね。結衣にゃんをお嫁さんにしたくなっちゃいます」

「あ、ありがとう。最近ようやく、料理のコツがつかめてきたの」

　縁太郎が二人のやり取りを眺めていると、くいっと袖を引かれた。

「縁太郎。ちょっと」

　カレンが小声で言って、立ち上がる。

　縁太郎も彼女に続いて席を立ち、居間を出て台所へと向かう。
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　居間から廊下を隔てて少し離れている台所に移動する。そこには醤しよう油ゆとみりんの匂いが強く漂っていた。

「牡丹、あのままでよろしいのでして？」

　食器棚に背中を預けたカレンが腕を組む。

　縁えん太た郎ろうはひもを引っ張って換気扇を回し、結ゆ衣いが使いっぱなしにしている鍋を手に取って、流しに置いて水を入れる。

「いいとも言えるし、悪いとも言える。選択肢の一つではあるんだよ。仕事を辞めて婚活に専念するって。それで結婚できたっていう人もたくさんいるから、一概に否定することはできない」

「そういう〝仲人なこうどとしての一般論〟ではなくて、縁太郎の意見を聞かせてくださいな」

　縁太郎のことを見つめるカレンの眼差しは鋭い。

　それはあからさまに不機嫌な視線であったが、縁太郎は思わず口を緩ゆるませて、

「牡ぼ丹たんからも、その言葉をかけてもらいたかったな……。俺ならどう思うのか、相談してほしかった」

「……縁太郎」

　まなじりから力を抜いたカレンに、縁太郎は慌てて手を振った。

「泣き言みたいになっちまったな。悪い、忘れてくれ」

「別に、構いませんわよ」

　食器棚から背中を離したカレンが、腰に手をあてて頼もしく笑う。

「わたくしはベテランの会員ですから、泣き言の一つや二つ、受け止めてさしあげますわ」

「……カレン」

　彼女は付き合いの長い会員で、仲人の仕事に悩んだ時には相談にのってもらっている。

　どうするのが正解なのか分からなくなってしまった時、カレンがいつも気にかけてくれて、その強気な笑顔に救われてきた。

「何か、カレンには助けられちまってるな」

　縁太郎が頭をかいて苦笑すると、カレンは一瞬だけ戸口のほうへ目をやって、そこに誰もいないのを確認し、




「縁太郎が望むなら、このままずっと、支えてさしあげても……」




　その言葉は、カレンの頬ほおが赤くなるにつれて小さくなって、語尾のほうはほとんど聞き取ることができなかった。

　──が。

　それでも、カレンの醸し出す雰囲気。

　そこに今までの関係を変えてしまう何かを感じて、縁太郎はドキッとしてしまう。

「そ、それで、牡丹の話だけどさっ！」

「え、ええ。そうですわ。牡丹の話ですわ！」

　二人は気恥ずかしい雰囲気を追い払うために仕切り直しの言葉を投げ合って、咳払いをした縁太郎が真面目な口調で話しはじめる。

「これは俺の意見だが、牡ぼ丹たんは漫画を辞めるべきではないと思う。牡丹にとって漫画はただの仕事じゃない。アイツにとっての漫画の仕事は、手足の一部みてえなもんだと思うんだ」

「それはつまり、縁えん太た郎ろうにとっての仲人なこうどの仕事のようなもの──というわけですわね」

「まあ、そうだな。それを辞めたら自分を保てなくなっちまうような。そのぐらい大事なもんだと、俺は思う」

「それならすぐに説得して、考えをあらためさせるべきですわ。わたくしも協力しますから」

　さっそく戸口へ向かうカレン。

　しかし縁太郎はその場を動かない。

「でもな、カレン。牡丹はもう選んじまったんだ。漫画を辞めて婚活に専念するって──一人で悩んで、一人で決めた。今さら口を挟んだところで、人の気持ちはそう簡単には変えられねえ。アイツ、結構頑固なところがあるしな」

「だけど、だからといって、このまま放置するつもりなんですの？　それはあまりにも薄情ですわよ！」

「もちろん、何もしないわけじゃない。ただ、今は様子を見るべきだと思う。まずは牡丹に、自分で決めた婚活を、思う存分やってもらう。それで上手くいってくれればいいし、失敗しても、そこでようやく──次の婚活へ目を向けることができる。今の時点で強引に他のやり方を押しつけるのは、いいやり方とは言えねえし、そもそも牡丹を納得させられないと思う」

「…………」

　カレンは口をつぐんだが、縁太郎の言い分を飲み込んだ──というわけではなさそうだ。少しだけまぶたをおろしたその眼差しは、不満げであり、同時にもどかしそうだった。縁太郎にもっと他のことを期待しているような面持ちだ。

「俺は、牡丹の仲人としてやれることをやる。今は上手く呼吸が噛み合ってねえけど……最善を尽くすことに変わりはない」

　縁太郎は戸棚へ近づき、その中からギフト用に包装されたお菓子の箱を取り出した。

「ちょっと出掛けたいんだが、留守を任せてもいいか？」

「構いませんけど……そのお菓子は何ですの？」

　それが牡丹の婚活に関係あるのかどうか、問いかけるような聞き方をされて。

　縁太郎はふっと一瞬、楽しそうに漫画を描いている牡丹のことを思い出し、

「牡丹が牡丹に戻れるように、手を打っておくんだ」
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　週末の土曜日。

　縁えん太た郎ろうは牡ぼ丹たんと一緒に帝王ホテルのロビーに立っていた。漫画を辞めて婚活に専念すると言った牡丹が、さっそくお見合いを組んだのだ。

「何か、猿さ渡わたりさんの時のことを思い出しちゃいますね」

　いつもより露ろ出しゆつを抑えた格好をしている牡丹が、楽しそうにキョロキョロしている。

「あの時はちょうど花見の時期で、人が多くて大変だったよな。なかなか猿渡さんが見つからなくて」

　縁太郎は苦笑しながら、手に持ったスマホの画面へ目を向ける。時刻はまもなく昼の十二時。そろそろお見合い相手が来ているはずだ。

　ホテルのロビーへ目を向けて、お見合い相手を探しつつ、縁太郎は横目でこっそり牡丹の様子をうかがった。

　──今のところは大丈夫、みたいだな。

　漫画を辞めると宣言してから、一週間。

　そのことを後悔して落ち込んでしまうんじゃないかと心配していたが、牡丹にそれらしい変化は見られない。

「縁太郎さん、発見しました。あの人です」

　牡丹がくいっと縁太郎の手を引いてきた。

　彼女の視線をたどってみると、大きな花瓶の近くに立っている男性が一人。折り目正しいスーツ姿で、誰かを探しているかのように落ち着きのない様子。

「心の準備はいいか、牡丹？」

「ええ、バッチリです。お持ち帰りにしてやります」

　牡丹は気合い充分で、背中を丸めて鼻息を荒くしている。

「合コンじゃねえんだから」と、小声でツッコミを入れる縁太郎だが、余裕のある発言をしてくれた彼女のことを頼もしく思う。

「よし、行くぞ」

「はいっ」

　縁太郎は牡丹を連れて歩きだし、こちらに気づいた男性が頭を下げて挨あい拶さつしてくれた。
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　お見合いの相手は谷たに山やまという三十代前半の男性で、スポーツインストラクターをやっている。細身であるが動作は機敏で、さわやかに歯を見せて笑う。付き添いの仲人なこうどの姿はなくて、一人でやって来たようだ。

　谷山は牡丹を先導するようにロビーの喫茶店に入って、すっと椅子を引き、

「葉は桜ざくらさん、どうぞ」

　と、執事のような気遣いを見せてくれた。

「あ、どうも。えへへ……」

　丁寧な対応をされて嬉うれしいのか、照れるように微笑みながら椅子に座る牡ぼ丹たん。

　それに続いて谷たに山やまが向かいの席に座って、積極的に話しはじめる。

　縁えん太た郎ろうは牡丹の隣に座って、二人の様子を見守っていた。

　──このぶんだと、俺の出る幕はなさそうだな。

　谷山は話題が豊富で会話を途切れさせないし、牡丹も楽しそうにしている。

　この様子なら、二人きりにしてあげたほうがいいかもしれない。

「それじゃあ──」

　俺はこれでと、声をかけ。

　席を立とうと思って腰を浮かせる縁太郎だが。

「ちなみに、葉は桜ざくらさん。普段は何をされているんですか？」

　谷山から穏やかな口調で聞かれたその瞬間、牡丹の笑顔がピクッと引きつった。

「えっと、普段は……」

　言葉を喉に詰まらせて、ティースプーンでぐるぐるとココアをかき混ぜる牡丹。

　谷山はにこやかな表情をキープしつつも、不思議そうに首をかしげて牡丹のことを見る。

「──家事手伝いをしてるんだよな？　花嫁修業として」

　あらかじめそういうふうに言おうと決めてある。仕事について聞かれたら、結婚に向けて努力を重ねているのだと。

　しかし牡丹は「そう、ですね……。わたしは、その──」と、言葉をためらってから、

「結婚したら、家庭に入るつもりなので、家事手伝いを……」

「じゃあ、料理とか得意だったりするんですか？　実は僕も料理が好きなんですよ。よろしければ、今度一緒に──」

　谷山が話しはじめて、牡丹はにこやかに相づちを打って、笑いどころで歯を見せる。

　どうにか調子を取り戻してくれたが、二人きりにしてあげたほうがいいとは思えなくなってしまった。

　縁太郎は席を立つのをやめて、お見合いを最後まで見届けることにした。
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　その日の夜。

　縁太郎は白はく城じよう結婚相談所の居間で、仕事用のパソコンと向き合っていた。

　谷山と牡丹のお見合いはいい感じのまま終わり、交際を希望するメールが縁太郎の元へ届いていた。

　縁えん太た郎ろうはすぐに牡ぼ丹たんへラインのメッセージを送って、そのことを伝えるのだが、




牡丹：すみません。何か、お付き合いしたいという気持ちになれなかったので、お断りしてもらってもいいですか？

縁太郎：何か気になることがあったのか？　もしそうなら谷たに山やまさんの仲人なこうどに聞いてみるけど。

牡丹：いえ、そういうわけじゃないんです。谷山さんはいい人です。話してて楽しかったし、一緒にいて安心できる感じがありました。

縁太郎：俺も二人は相性がよさそうだと思ったぞ。引っかかっていることがないなら、交際に進んでみてもいいと思う。




　そこでメッセージのやり取りが途切れる。

　既読はついているから返事を悩んでいるんだと思う。

　もしかすると、本当は気になることがあるけど、それを告げるのをためらっているとか？

　いやしかし、そのぐらいのことであれば相談してくれるはずだ。駿する河が野のとの交際をためらっていた時は、ちゃんと話をしてくれたわけだし。

「うーん……」

　ひとまずは牡丹の返事を待つべきだと思い、縁太郎は電話をかけることもメッセージの催促もせずに、腕を組んで待ち続ける。

　自分の部屋から出てきた蒼あお梨りが廊下を横切って、冷蔵庫のドアが開閉する音がした。ぺたぺたと裸足で台所のフローリングを歩く音がして、Ｔシャツにパジャマのズボンという格好の蒼梨が居間にやって来た。部屋の隅に積んである座布団を一つ手に取って、縁太郎の隣に座ってスマホを覗き込んでくる。

「深刻な顔して、どうしたの？　……もしかして、カノジョ？」

「いや、牡丹からの連絡待ちだ」

「そーだよね。お見合いも駄目になったし、すぐにカノジョなんてできないよね」

　カパッとアイスの蓋を開けて美味しそうに食べはじめる蒼梨に、縁太郎は「そういえばお前……」と呟つぶやいて、

「結ゆ衣いとカレンにお見合いのこと、話しただろ？　おかげで二人から問い詰められちまったんだからな」

「だって、お兄ちゃんがこそこそしてるのが悪いんじゃん」

「わざわざ報告するようなことでもないだろ」

「言わなきゃ駄目。特に、結衣ちゃんとカレンちゃんには」

「何で、その二人に知らせなきゃなんないんだ？」

「それは……」

　アイスに差し込まれたスプーンが動きを止めて、気まずげに押し黙る蒼あお梨り。難しい問題集と向き合っている時の顔になり、ゆっくりと縁えん太た郎ろうのほうを振り向いて、ニッと笑う。

「気にしないで」

「いや、気になるっての！　何だその反応。何を誤ご魔ま化かそうとしてんだよ」

「べ、別に、何も誤魔化してないけど？」

「どうして結ゆ衣いとカレンに、俺のお見合いを知らせなきゃならないんだ？」

「もーっ、お兄ちゃんは気にしなくていいの！　それより、牡ぼ丹たんちゃんどうしたの？」

　うるさそうな顔で縁太郎のスマホを指さしてくる蒼梨。

　これ以上は追及しても口を割りそうにないので、縁太郎は牡丹のお見合いについて事情を話した。

「牡丹も楽しそうにしてたから、二つ返事でＯＫすると思ったんだけどな」

「そうなの？　ほんとに楽しそうにしてた？」

「そういうふうに、見えたけど……」

　アイスを食べ終えた蒼梨が、空のカップを手にして立ち上がる。

「牡丹ちゃん。大好きな漫画を辞めて、それで楽しくなるとか、無理だと思う」

　それはあまりに迷いのない断言であって、縁太郎の持っている違和感に、強く訴えかけてくるものがあった。

「お兄ちゃんだって、本当は分かってるんじゃない？」

　そう言って、蒼梨が自分の部屋に戻る。

　スマホを見ると、牡丹から返信がきていた。




牡丹：もっと相性のよさそうな人を探したいんです。婚活のために漫画を辞めたわけですから、それに見合う結婚相手を見つけたいって、思うんです。
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　それから牡丹は、毎日のように婚活をした。

　お見合いパーティーに出席した。婚活バスツアーに参加した。オタク趣味を持っている人を集めた街コンにも足を運んで、お見合いもたくさん組んだ。

　まさに婚活尽くしといえる一週間を過ごして、縁太郎も全力で彼女の婚活のサポートに回った。

「──それで、交際できそうな相手は見つかりましたの？」

　日曜日の昼下がり。

　白はく城じよう結婚相談所の居間で、エプロン姿のカレンが大きなざるをテーブルの上に置いた。そのざるにはゆで上がったばかりのそばがのっている。

　続いて台所からやって来たのは結ゆ衣いで、手にしている大皿の上に揚げたての天ぷらが山盛りになっている。

「いまいち、ピンとくる人がいないんです……」

　牡ぼ丹たんは香ばしい匂いを漂わせている天ぷらを見つめて、しかし箸はしを手に取ろうとしない。

「そもそも、どういう殿方と結婚したいんですの？　そこをはっきりさせておかないと、選びようがありませんわよ」

　カレンが金色のショートカットを横に払って、そばをすする。

　その隣に腰をおろした結衣は、綺き麗れいなきつね色をしているかき揚げを箸でつまんで、

「前はエロに寛かん容ような人って言ってたわよね。合コンの時」

「それは、はい……。あの時は、エロ漫画家でしたから」

　牡丹はやはり、天ぷらを見つめるばかりで食べようとしない。

「どんな理由でもいいんだぞ？」縁えん太た郎ろうが口を挟む。「トークが楽しい人とか、好きな芸能人に似てる人がいいとか。それこそ、エロに積極的なタイプ、とかでも」

「うーん。そう、ですね……」

　牡丹はあごに手を添えて考え込んでしまう。

　そんな彼女を見つめて、縁太郎は思う。

　今、ここにいるのは──。




　エロ漫画家ではない、もう一人の牡丹。




　彼女は漫画を描いている牡丹に比べて、元気がない。

　無邪気な笑みを見せることが少なくなって、年相応の大人びた顔つきになっているようにすら見える。

「ごめんなさい。わたし、一人になって考えます」

　立ち上がった牡丹の手を、カレンがつかんで引き留める。

「ご飯だけでも食べていったらどうですの」

　すると牡丹は、弱々しく微笑んで、

「今、食欲ないんです。ごめんなさい」

「それなら、仕方ありませんけど……」

　するりとカレンの手をほどき、居間から出ていってしまう牡丹。

　その顔からは、完全に笑みが消えていた。
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　牡ぼ丹たんがいなくなってしまった居間に、そばをすする音が響く。

　縁えん太た郎ろうと結ゆ衣いとカレンの三人で、四人分の天ざるそばを食べている。縁太郎とカレンは勢いよく箸はしを動かしていたが、結衣は上品につるつるとそばをすすっていた。

「──縁太郎。結論は出ていると思いますわ」

　ぱしっと箸を揃えてテーブルに置いたカレンが、もどかしげに訴えかけてくる。

「このままじゃ牡丹、結婚をするどころか、婚活を辞めてしまいそうですもの」

「……そうだよなぁ。結婚に対するモチベーションがなくなっちまってんだよな」

　どんな相手と結婚したいのかと尋ねられた時。

　牡丹は深刻な顔で、眉間にシワを寄せていた。

　本当に結婚したいと思っているのか？　自分自身に問いかけているようだった。

「妊活ガール立たち華ばなさん」

　ハンカチで口についたつゆを拭いていた結衣が、重大なことに気づいたように強い視線を向けてくる。

「新妻の立華さんを描いているうちに結婚したいと思うようになったって、まだ会って間もないころに牡丹が言ってたわ」

「……そういえば、そうだったな」

　初めて牡丹と会った時。

　彼女は何よりもまず、立華さんのことを紹介してきた。名刺のようにエロ漫画雑誌を差し出して、立華さんのような新妻になりたいのだと口にした。

「きっと牡丹は、立華さんと一緒に婚活をしていたんだな」

　立華さんは牡丹の漫画のヒロインで、実在する人物とは違う。だから縁太郎はおかしなことを口にしたのだが、結衣もカレンも神妙な顔でうなずいていた。

「そういうことなら、切り捨てちゃダメだよな……」

　やはり牡丹に漫画を辞めさせてはいけなかった。

　今更ながらにそう思い、それについて助言できなかったことを縁太郎は悔しく思う。

「どうしますの、縁太郎。このままじゃ、牡丹……」

「婚活を辞めてしまう可能性が高いわ」

　結衣とカレンがその視線に焦しよう燥そう感かんを滲にじませる。

　縁太郎はスッと息を吸い上げて、「大丈夫」と口にした。

「婚活も漫画も、辞めさせねえ」

　それは決して気休めの言葉ではない。そのための布石はすでに打ってある。

「実は──」

　縁太郎は二人に事情を話し、それを聞いたカレンは「……そういうことであれば、言ってくれればよかったのに」と、縁えん太た郎ろうの水みず臭くささを責めた。

　結ゆ衣いも「何か協力できることはない？」と言ってくれるが、縁太郎はあえてきっぱりとその申し出を断った。

「二人とも、ありがとな。その気持ちはすごく嬉うれしいが、これは俺の仕事なんだ」

　そう言って縁太郎は牡ぼ丹たんの担当編集者──百もも瀬せへスマホで電話をかける。

　──葉は桜ざくら牡丹の仲人なこうどとして、自分は何をするべきなのか？

　悩み、迷いながらも。

　決して曲げてはいけない仕事の芯を、縁太郎は見失ってはいなかった。







最終話　もう一度。二人で。







　七月上旬。

　東京から少し離れた郊外にある住宅地。ニュータウン開発計画によって山を切り開いて作った更地に、同じような造りの家が並んでいる。そのうちの一つが牡丹の実家だ。

　牡丹は漫画を描くための仕事場を都内に借りている。実家にはたまに帰るだけであったが、漫画を描くのを辞めてからは実家にいることのほうが多くなっていた。

「牡丹。家にいるなら洗濯しといてね」

　朝のリビングでソファーに座ってテレビを見ている牡丹に、これから出社する母親が早口で言ってきた。

「んー。気が向いたら」

　母親のほうを振り返らずに、眠そうな声で答える牡丹。Ｔシャツにホットパンツという格好で、髪は寝ぐせでボサボサだ。

「もう！　最近ずっとそんな調子じゃない。時間はもっと有意義に使わないと」

　きびきびとした口調の小言が飛んできて、「じゃあ、行ってくるから」と告げた母親がリビングから出て行った。

　牡ぼ丹たんの母は五十代前半であるが、現役のキャリアウーマンとして毎日忙しく働いている。その雰囲気は、牡丹が子供のころから変わらない。働くこと、何かに打ち込むことに生き甲斐を見い出して、だらけることをよしとしない。他者の怠慢にも厳しい。寝坊なんてもってのほかで、実家にいると予定がなくても朝の七時に叩き起こされてしまう。

「ふぁー……」

　牡丹は大きなあくびをして、ソファーから立ち上がる。結ってない髪がお尻のあたりで揺れて、その毛先が太ももに当たってくすぐったい。

「……お腹空いた」

　牡丹の母親は朝食を会社の近くのカフェで済ますので、朝は何も作らない。

　牡丹はリビングと繋つながっているオープンキッチンへ移動して、冷蔵庫を開けた。ほとんど何も入ってない。冷凍室にピザがあったので、それを朝食にしようと思う。

　オーブンレンジにピザを入れ、焼き上がるまでぼんやりと物思いにふける。

　牡丹の母親は、ほとんど家事をしない人だ。仕事が好きで、何より仕事を優先し、休日も家にいないことが多い。

　そんな母とは対照的に、父親は家庭を重視する人だった。牡丹とたくさん遊んでくれて、休日になるといろんなところへ連れ出してくれた。母親は休日も会社へ行くことが多かったから、牡丹は父親と二人で出かけることがほとんどだった。

　そのことについては、牡丹よりも父親のほうが不満を持っていた。

『もっと家族の時間を大事にしてくれよ。君は家庭よりも、仕事のほうが大切なのか？』

　深夜のリビングで、父親と母親がよくもめていた。

『牡丹の将来を考えたら、もっと働く必要があるの。これからどれだけお金がかかるか、あなただって分かるでしょ？』

　牡丹はその様子を、リビングのドアの隙間からこっそり見ていた。

『君は……牡丹の将来を言い訳にしているだけだ。本当は仕事がやりたいんだろ？　家族よりも仕事のほうが、好きなんだろう』

『どうしてそんなことを言うの？　私だって、あなたや牡丹のことを大切に思っているのに！』

　牡丹はそれ以上聞いていられない。自分の部屋に駆け戻って、布団を頭からかぶる。その声を聞かなければ、そんなものは無くなってしまうと信じているように、布団をかぶって耳をふさいで、言い争う声を遠ざけていたのだが──。

　牡丹の両親は口論の果てに、離婚という結論に行き着いてしまう。

　仕事と家庭のバランスを上手く取れなくて、お互いの価値観を強く攻撃してしまい、二度と歩み寄ることができないほどに、心の距離が遠く離れてしまったのだ。

　そして、二人は牡丹に問いかける。




　──牡ぼ丹たん。お母さんとお父さん、どちらについていきたい？




　そのとき牡丹は小学校の低学年で、子供の意思が尊重される年齢になっていた。牡丹は自分で選ぶことができた。

　母親と父親。──仕事と家庭。

　どちらについていくのか？

　しかし、どちらも牡丹は大好きで、どちらかを選べと言われても困る。牡丹は兄弟がいない一人っ子であるから、同じ立場で悩みを語れる相手がいなかった。誰にも相談できずに一人で悩んで、一人で結論を出さなくてはいけなかった。

　牡丹はひたすらに頭を悩ませる。

　しかし、考えても考えても答えなんて見えてこない。

　やがて考えること自体が嫌になってしまって、牡丹は〝選べない〟という選択肢を握りしめていた。

　牡丹の親権の行方は大人たちの判断に委ねられることになり、話し合いの結果、母親が牡丹を引き取ることになる。一流企業に勤める母は、父親よりも圧倒的に経済力があったのだ。

　母親と二人で暮らし始めた牡丹は、増えてしまった一人の時間に、戸惑った。いなくなってしまった父親の代わりに、寂しい気持ちを忘れさせてくれる存在を求めた。

　どんな時でも自分のそばにいてくれて、絶対にいなくならない誰か。

　でも──。

　そんな人はどこにもいない。




　だから牡丹は、描くことにした。




　牡丹は幼稚園のころから絵を描くのが好きで、小学生になると見よう見まねで漫画を描いていた。その漫画には、いつも同じヒロインがいる。漫画を描くことで牡丹はその子とコミュニケーションを取って、一人きりの寂しさを忘れることができた。

　牡丹はその子に〝たちばなさん〟という名前をつける。自分が生まれた時に記念樹として庭に植えられた橘たちばなの木から、名前をとった。

　二人はまるで姉妹のように、一緒に大きくなっていく。

　自分が中学生になれば、原稿用紙の中で立たち華ばなさんも中学生になる。自分に彼氏ができれば、立華さんは恋愛漫画のヒロインになった。セックスを経験した後は立華さんの漫画も18禁になり、ピクシブに投稿していた漫画がエロ漫画編集者──百もも瀬せの目に留まって、商業デビューしてみないかと声をかけられた。

　立華さんは牡丹にとって、いつも自分のそばにいてくれて、何でも相談できる姉妹のような女の子だった。

　牡ぼ丹たんはたくさんの辛いことを、立たち華ばなさんと一緒に乗り越えてきた。

　友達と喧けん嘩かをしてしまった時や、学校でいじめられた時。立華さんがいなければ、初めての失恋から立ち直ることなんてできなかったと思うし、母親の反対を押しきってエロ漫画家という職業に就くことも無理だったと思う。

　だけど、今回は。

　婚活についてだけは。

　彼女に相談をすることができない。

　だって、結婚できない理由がどこにあるかといったら、それは──。




『ピピーッ』




　オーブンから音がした。

　牡丹はハッとして思考を断ち切った。

　焼き上がったピザを皿に移して、リビングのソファーに腰かける。

　つけっぱなしのテレビの中で、朝のニュース番組が終わって、ワイドショーが始まろうとしていた。

　──今日は、何をしようかな。

　牡丹はぼんやりとそんなことを考えながらピザを食べ、母親から洗濯をするように言われたことを思い出す。リビングの窓から差し込む日差しは強い。洗濯日和だと思う。窓の向こうに大きく育った橘たちばなの木があって、その白い花から牡丹はさっと目をそらす。

「そういう気分じゃないんですよね……」

　他に何かやることはないかと模索して、

「そうだ。仕事部屋、片づけないと」

　そう呟つぶやいて牡丹は、ソファーから立ち上がっていた。




　＊　＊　＊




　都内にあるワンルームマンション。

　そこは牡丹が漫画の仕事をするために借りた部屋なので、漫画の仕事を辞めるのであれば引き払ってしまったほうがいい。月々の家賃がバカにならないのだ。

「でも、これを実家へ持っていくわけには……」

　ピンク色のカーペットに腰をおろした牡丹が見つめているのは、部屋のすみに積み上げられている大量のエログッズだ。

　エロ漫画や雑誌はもちろん、18禁ＤＶＤや大人のおもちゃ、漫画の資料として収集したものがどっさり積んである。全部まとめて捨ててしまってもいいのだが、未読・未視聴・未使用のものを捨ててしまうのはもったいない。しかし、こんなにも大量のエログッズを家に持ち込んだら、ショックで母親が倒れてしまうかもしれない。

「秘宝館にでも寄付できればいいんですが……」

　ピンク色の小山に近づき、あらためてそれらを手に取って。

　なんだかすごく懐かしい気持ちが込み上げてきた。

「これ、立ちバック特集の読み切りの時に使った。こっちは、春のパンツ祭りに」

　牡ぼ丹たんは漫画の資料としてエロ・コンテンツを収集している。つまり、そのコンテンツを参考にした漫画があるので、エログッズと漫画の思い出が結びついているのだ。

「あっ……」

　そして卑ひ猥わいなグッズの山の中から、原稿の束が出てきた。

　牡丹はペン入れまでを紙でやって、それをパソコンに取り込んでデジタルで仕上げをする。パソコンに取り込んだ原稿は捨ててしまっても構わないのだが、苦労して描き上げたそれをゴミ箱へ入れるのは抵抗があって、牡丹は原稿を手元に保管していた。

「…………」

　牡丹は発見した原稿を手にとって、そのまま読みふけってしまう。

　その漫画は、妊活ガール立たち華ばなさん。

　この漫画のヒロイン──立華さんは、子供のころから牡丹のそばにいてくれた立華さんその人である。牡丹にとって姉妹のような存在である立華さんが、漫画の中で結婚して旦那に愛されている。

　牡丹は立華さんに幸せな新婚生活を送ってもらいたくて、全身全霊を込めて漫画に打ち込んだ。何よりも漫画を優先し、立華さんを愛らしく輝かせることに心血を注いだ。

「でも、わたしは……」

　やがて、最終話の原稿まできた。

　最後のページで立華さんが、嬉うれしそうに妊娠報告をしている。そういう終わり方にすると、あらかじめ決めていた。最後には彼女の妊活が報われて、ハッピーエンドになるのだと。

　しかしこれは、大団円と言えるのだろうか？

「…………」

　牡丹には、立華さんが喜んでいるとは思えない。

　今までずっと一緒にいたのに、急に、一方的に漫画を終わらせて、強引に関係を絶とうとするようなことをされて──。

　立華さんは、泣いているんじゃないかとすら思う。

「それは、だって……」

　このまま漫画を描いてたら、いつまでも結婚ができない。

　駿する河が野のとの交際が終わった時に、そういう結論に行き着いてしまったから。

「だから、わたしは──」

　漫画を辞めて、婚活に専念する。

　そうすればきっと、結婚できる。漫画を理由にフラれることがなくなって、すぐにでも結婚できるはず。

　そう思っていたのに……。

　いざ漫画を辞めて婚活に専念してみると、結婚に対するモチベーションがどこかへいってしまった。エロ漫画を描いていた時には、ちゃんと結婚したい気持ちがあった。執筆に時間をとられながらも、駿河野と結婚を前提とした交際をしていた。

　それなのに今は、どうして結婚したいと思っていたのかすら、分からない。

「んー……！」

　牡ぼ丹たんはコロンとカーペットに横たわる。

　自分で自分が分からなくなってしまった。なのに心はモヤモヤしている。わけが分からなくて、もどかしくて、腹立たしい。




　ピコン。




　寝転がっている牡丹の耳に、ラインメッセージの着信音が届いた。

　牡丹はささくれ立った気持ちそのままに荒っぽくスマホを手に取って、

「え……」

　その画面を見て、声が出た。

　それは、駿河野からのメッセージだった。

　あまりにも予想外すぎてしばらく硬直してしまう。交際が終わってしまったあの日から、こちらのメッセージを既読にすらしてくれていなかったのに。




駿河野：お久しぶりです、牡丹さん。突然のメッセージ、ごめんなさい。僕のほうから交際終了を切り出した手前、メッセージのやり取りはするべきではないと思っていました。でも、牡丹さんが体調不良と聞いて、それが僕のせいだとしたらどうしようと考えて、いてもたってもいられなくなって、メッセージを送らせていただきました。




　──体調不良？

　何のことか分からない。身に覚えがまるでない。

　さらにメッセージが届く。




駿する河が野の：仲人なこうどの白はく城じようさんから聞いていると思いますが、僕が交際を断念したのは、牡ぼ丹たんさんに漫画家として活躍してもらいたいからです。牡丹さんは魅力的な女性で、僕なんかにはもったいなくて、そんな牡丹さんと交際できて、僕はとても幸せでした。でも、結婚を考えると、もう少し僕のことを見てほしかった、という気持ちがありまして……。




「……それなら、言ってくれればよかったのに」

　哀しくなって、思わず呟つぶやいてしまう牡丹。

　駿河野からのメッセージは続く。




駿河野：でもやっぱり、牡丹さんには漫画を描いてほしいんです。妊活ガール立たち華ばなさんは、僕にとって特別な漫画です。僕はオタクで、彼女とかいなくて、でも、それでいいって思ってたんです。このままずっと独身でもいいし、結婚とか無理だって諦めてたんです。でも、立華さんを読んで、夫婦っていいなって、思ったんです。きっと初めて、心の底から、そういうふうに思ったんです。僕が結婚相談所で婚活とか、らしくないって思うし、友達は無駄な努力だって笑ってくるけど、そんなことはどうでもいい。そういうことを嫌だって思う気持ちより、立華さんみたいになりたいっていう気持ちが強くて、そんな自分のことが嫌いじゃないんです。




　牡丹はスマホの画面を見つめて、そのメッセージの向こう側に駿河野という青年の存在を強く感じる。

　合コンで初めて会った時、彼には申し訳ないが冴えない男性だと思ってしまった。立華さんのファンであると言われなければ、そもそも興味を持って会話をしていたかどうかも分からない。




駿河野：僕は牡丹さんのことが好きです。でも、立華さんのことも好きなんです。だから、僕なんかがこんなことを言うのは、本当に申し訳ないんですけど、牡丹さんとは交際ができません。僕との婚活のせいで、立華さんの新婚生活が上手くいかなくなってしまうとか、それだけは絶対にダメだと思うから。




　彼と話している時に感じた心地のよい一体感。

　二人とも立華さんのことが好きで。

　立華さんのようになりたいと思って、婚活を始めて……。




駿河野：メッセージはこれで最後にします。これからも立華さんのこと、応援してます。牡丹さんが幸せになれることを祈っています。婚活のきっかけをくれた牡ぼ丹たんさんに、感謝しています。




　どうして結婚に対する意欲が消えてしまったのか？

　駿する河が野ののメッセージの中に、答えがあった。

「わたしは──」

　自分が結婚したいからって。

　漫画のために、婚活に失敗したからといって。

「取り返しの、つかないことを……ッ！」

　妊活ガール立たち華ばなさん。

　その最終話の原稿の中で、妊活を成功させて、穏やかに微笑む立華さん。

　彼女をそんなふうに笑わせてしまったことが、正解であるのか否か。

　自分が手にした選択肢がどういうものであったのか、理解して牡丹は青ざめる。

　──百もも瀬せさんに電話して、原稿を！

　差し止めてもらおうと思う牡丹だが、スマホの画面の日付を目にして、親指から力が抜けていく。

　今日は、牡丹の連載しているエロ漫画雑誌の発売日だったのだ。

　もとより、あの原稿はとっくに入稿されている。編集の百瀬にそれを渡した時、すぐに行動を起こさなければ、間に合うわけがない。

「どうしよう……」

　気持ちばかりが焦ってしまって、呼吸が浅くなっていく。編集の百瀬に電話をかけようとするも、コールボタンをタップすることができない。原稿を見て、スマホを見て、窓際にかけられているコスプレ衣装へ目をやって。何をどうすればいいのか分からなくなって、カーペットの毛をぶちっとむしって、視界が滲にじんで、鼻の奥がツンとして──……。




　ピンポーンと、間の抜けたインターフォンの音がした。




　牡丹は慌てて目をこすってドアのほうを見る。

　──もしかして、百瀬さん？

　雑誌の発売日にはいつも、発売されたばかりの雑誌を持った百瀬がやってきて、今月も無事に連載できたことを祝してささやかな打ち上げをしていた。

　もう一度、インターフォンの音。

「今、行きます！」

　牡丹は小走りでドアに近づき、チェーンロックを外して鍵を解除するのだが。

「……あれ」

　ドアを開けて、牡ぼ丹たんは目を丸くする。

「よっ。久しぶり」

　そう言って小さく手を挙げていたのは、紙袋を手にした縁えん太た郎ろうだった。
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　牡丹は縁太郎を部屋に招き入れ、冷蔵庫からペットボトルのお茶を取り出した。

「そういえば、前にもこうやってここで話をしたよな？」

　ペットボトルを受け取った縁太郎がカーペットに腰をおろす。

「駿する河が野のさんとお付き合いするかどうかを迷っていた時ですね。結局、駿河野さんとは上手くいきませんでしたけど……」

　牡丹は縁太郎のそばに座って、苦笑しようとするけど、うまく笑うことができない。

　そんな牡丹を見つめて、縁太郎は心配そうな口調で語りかけてくる。

「最近、事務所にも顔を見せないから、どんな様子かと思ってさ。結ゆ衣いやカレンも牡丹に会いたがってるぞ」

「ちょっと、その……いろいろと忙しくて。今日もこの部屋を整理するつもりだったんです。もう漫画を辞めたので、この部屋は必要ないので」

「…………」

　縁太郎は少しの間、何かを見定めようとするかのように牡丹のことを見る。

　そして、

「なぁ、牡丹。漫画を辞めたこと、後悔してないか？」

　その問いかけに牡丹は、心が波打つのを感じる。聞かなくても分かる当たり前のことを質問された時の気持ちで、カーペットの毛を強くにぎりしめていた。

「な、なんでそんなこと、聞くんですか？」

「そんなふうに見えるんだ。牡丹は、本当は──」

「…………」

　息を詰めて身構える牡丹に、縁太郎は決然とした口調で言い放つ。




「漫画を描くことを辞めずに、立たち華ばなさんと一緒に婚活をしていたかった」




「──ッ！」

　牡丹はつかんでいたカーペットの毛を、ぶちっとむしる。

　押しとどめていた感情がせきを切ってほとばしる。胸の中に流れ込んできたそれが捌け口を求めて渦を巻き、自制心を押し流して感情的な言葉となって溢あふれ出る。

「何でそんなこと、言うんですか。結婚するために、辞めたのに……。何でそんな、ダメなことをしたみたいに！」

　強い言葉をぶつけても、縁えん太た郎ろうは表情を変えない。何かを堪こらえているかのように口を閉じ、何も言わずに牡ぼ丹たんの言葉を受け止める。

　牡丹はさらに口を大きく開けて、

「エッチな漫画を描くのを辞めれば、結婚できる。そんなの、分かりきってることですよ。だってわたしは、そのせいで婚活が上手くいかなかった。猿さ渡わたりさんも、駿する河が野のさんも、漫画のせいでフラれちゃったから！」

　胸の奥から込み上げてくるものをとにかく投げつけないと、壊こわれてしまいそうで。息を切らせてはぁはぁと肩を上下させ。強く見据える先で。

　ようやく、縁太郎が険しい顔でゆっくりとうなずいた。

「……たしかに牡丹は、漫画を辞めれば結婚できるかもしれない」

「そうです。結婚できるんです。だからわたしは──」

「でもな、牡丹」

　縁太郎はそこで一瞬、言葉をためらってから、




「──その結婚に、どんな意味があるんだ？」




「……え」

　戸惑う牡丹に、縁太郎は強く問い詰めるような眼差しを向けて、

「牡丹はどうして、結婚したいんだ？　漫画を捨てて結婚して、それで牡丹は、漫画の代わりに何をつかむつもりなんだ？」

　そんなの、決まってる。

　結婚の末につかみたいものなんて、

「しあわ……せ……」

　そう、思う。

　それで間違いないはずだ。

　それなのに、その決まりきった一言が──素直に喉を通らない。

「なれるのかよ？　幸せに」

「…………」

　牡丹は何も言えなくて、痛いほどに眉を寄せ、ぐっと唇を噛んだ。

「結婚はゴールじゃない。そこがスタート地点なんだ。そこから幸せな生活ってやつを、始めなきゃならないんだよ」

　そして縁えん太た郎ろうは、続く言葉を口にするのがよほど苦痛であるのか、とても辛そうな顔で──しかしはっきりと告げる。




「幸せになれない結婚なんて、しねえほうがマシだ」




「…………!?」

　牡ぼ丹たんは耳を疑って、ゆっくり眉をよせていく。

「じゃあ、どうして」

　純粋な疑問があって、それに怒りと憤りが続いて、それでも助けてもらいたいという自分勝手な願望があって、

「どうして、止めてくれなかったんですか。わたしが間違ってるって分かってたんなら、どうして！」

　牡丹の吐き出した言葉、熱を帯びる視線、そこに込められている感情の全て。

　縁太郎は歯を食い縛りながらそれら全てを受け止めて、カーペットに手をついた。

「悪い、牡丹。俺にも分からなかったんだ」

　目許を赤くして、ふぅ、ふぅ、と息を切らせる牡丹に、縁太郎は頭を下げたまま、

「仕事を辞めて結婚をして、それで幸せになれる人もいる。だから漫画を辞めて婚活に専念すると言われて、すぐにそれを否定することができなかった」

「うぅ……」

　本当は、分かっている。

　自分は今、すごく理不尽な怒りをぶつけている。

　ろくに相談もしないで結論を出して、不本意な結果になったらどうして止めてくれなかったんだと責めて。

「……でもな、牡丹。やっぱり俺は、納得できなかったんだ」

　顔を上げた縁太郎が、持参した紙袋に手を入れる。

「俺はずっと、牡丹のことを近くで見てて、だから、知ってんだ。牡丹がどれだけ、漫画に熱意を持っているのか……。牡丹がどれだけ、立たち華ばなさんのことを大事にしてるかを！」

　縁太郎が紙袋から取り出したのは、牡丹が連載をしているエロ漫画雑誌。

　それを受け取って牡丹は「え……」と声を出す。

　今号で最終回を迎える立華さんが表紙を飾っている──はずであるのだが、表紙に描かれているのは別のキャラクターだった。慌てて雑誌を受けとり、ページをめくってみても立華さんが出てこない。

　やがて、巻末の目次ページに辿り着き、そこで牡丹は思わず目を見開いていた。




〝妊活ガール立たち華ばなさんは、作者体調不良につき休載させていただきます〟




「編集部にかけあって、待ってもらった。本当に牡ぼ丹たんの漫画を終わらせてもいいのかどうか、分かるまで」

「…………」

　雑誌を持つ手が、震えてしまう。

　全身から力が抜けて、もう一度雑誌を見つめて。

　その視界が、じわっと滲にじんで、

「うぅ……」

　もう、戻れないと思っていた。

　漫画を辞めたことによって失ったものは、もう二度と取り戻せない。しかしそれは、牡丹が思っていたより、遥かに大きな喪失だった。仮に結婚できたところで、この胸にぽっかりと空いてしまったものを、埋めることができるとは思えない。

　漫画から離れ、立華さんのいない世界で、牡丹は願っていたのだ。




　──漫画を辞めると言ってしまった、あの日に戻ってやり直したい。




　だから。だから、牡ぼ丹たんは。

　もう二度と離すまいと、エロ漫画雑誌を抱きしめる。

　牡丹にとってその抱ほう擁ようは、大切な女の子──立たち華ばなさんとの再会だった。

「立華さん……ごめんなざい…………。ごべんなざいぃぃいい────ッ！」

　強く閉じた瞳から、次から次へと涙があふれてくる。




　立華さんのために涙を流して、泣きながらも嬉うれしそうな笑みを浮かべていて。





[image: ]






　そんな彼女の姿に、ちゃんと〝牡丹〟が戻ってきてくれたのだと思い、縁えん太た郎ろうは破顔する。いつものように微笑んで、泣きじゃくる牡丹にハンカチを差し出していた。
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「「すみませんでした！」」

　牡丹が連載をしているエロ漫画雑誌の出版社の編集部で、縁太郎と牡丹が横並びになって頭を下げている。

「今回だけ、ですからね」

　牡丹の担当編集者──百もも瀬せが、自分の席で苦笑する。他の編集部員たちも事情を知っているようで穏やかな表情をしている。

　しかし。

「牡丹。ちょっと来い」

　パソコンが置かれたデスクが並んで、その一番奥の一回り大きな机に陣取っている女性。

　彼女は神かみ代しろ静しず華かという三十代前半の女性で、編集長をしている。スタイルの整った長身の美人であるが、その眼差しはとても鋭い。

　まるで重役のそれであるかのような豪華な椅子に腰かけて、ひじ掛けにひじを置いて頬ほお杖をついている。茶髪のロングヘアーでシルエットだけ見れば結ゆ衣いに似ているが、その中身はまるで違う。

　ＳＭクラブで女王様をやっていたとか、極道の娘であるとか、学生のころは暴走族のリーダーだったとか……。真偽のほどは定かではないが、そんな噂がすんなりと浸透してしまうぐらいに威圧的な女傑なのだった。

「あんたは席を外してくれ」

　神代が真っ赤なマニキュア付きの指を向けてきた。それは牡丹のすぐ後ろに立っている縁太郎へと向けられている。

「じゃあ、牡丹。下で待ってるからな」

　反射的に振り向いた先で、縁太郎が小さく手を挙げた。彼の大きな背中が戸口の向こう側へと消えて、牡ぼ丹たんはなぜか心細くなる。

「牡丹」

「ひゃい！」

「あの白はく城じよう縁えん太た郎ろうって男。アイツはちょっとムカつくな。アタシの仕事に口を挟んできやがった」

「あわわ……」

　目を細めた神かみ代しろに睨にらまれて、牡丹は後ずさる。

　牡丹は締め切り破りの常習犯として、過去に何度も神代から雷を落とされている。こうして面と向かっていると、条件反射で足がすくんでしまうのだ。

「お前はどう思うんだ、牡丹。勝手に漫画を休載にされてムカついてんだろ？」

　神代から強い口調で問いただされて、牡丹はすっかり震え上がっていたのだが。

　それでも牡丹は、なけなしの勇気をかき集め、神代の恐ろしい視線に立ち向かう。

「わ、わたしは、縁太郎さんに、感謝してます……。立たち華ばなさん、もっと続けたいと思っていたので……」

「結婚をするために漫画を辞める。そう言ったんだよな？　百もも瀬せに」

「それは、そうですけど……」

「どうして意見をひっくり返した？　わけを言ってみろ」

　その質問に対する答えを牡丹は持っていない。

　だから縁太郎の言葉を借りて、




「漫画を辞めて結婚しても……幸せになれないから、です」




　神代の眉がピクッと動き、それを目にした牡丹が思わず息をのむ。

「完敗ですね、編集長」

　牡丹の後ろに近づいてきた百瀬が、にっと嬉うれしそうに笑う。

「別にアタシは負けちゃいない。計算どおりだ」

「……編集長に何らかの計算があるとしても、勝ち負けでいったら、さすがにこれは負けていると思いますけど」

「……チッ」

　神代は悔しそうに舌打ちをして、ぷいっと視線をそらした。

「あの……勝ちとか負けとか、何のことですか？」

　話についていけない牡丹が、二人のことを見つめて説明を求める。

　神代はこちらを見ずに、口をへの字に曲げている。

　喋しやべる気配を見せない彼女に代わって、百瀬が口を開いた。

「白はく城じようさん、牡ぼ丹たん先生の原稿を休載にしてもらう条件として、編集長と賭けをしたんです」

「賭け……ですか？」

「ええ。白城さんが牡丹先生の漫画を終わらせないでほしいと粘りに粘って、そこまで言うなら賭けをしようと、編集長が提案したんです。次の号に載せる原稿を休載にすることで、牡丹先生が漫画家として復活してくれるかどうか」

　百もも瀬せは苦笑しつつ、

「私もね、最初は反対したんです。だって、もらっている原稿を落としてほしいとか、非常識にもほどがあります。しかもそれを、この仕事とは関係のない部外者が言うんです。白城さんのことは信頼してますが、それでも踏み越えてはいけないラインを越えていると思いました。当然ながら、編集長も聞く耳を持ちません」

　苦虫を噛み潰したような顔をしている神かみ代しろが無言でうなずいた。

「でも、白城さん、毎日のように来るんです。菓子折りを持って、頭を下げて、どうか漫画を終わらせないでほしいって。まぁ、私としても、立たち華ばなさんはまだ終わりにしたくなかったので、休載にすることで牡丹先生が連載を再開してくれるなら、それもアリかなって思うようになったんです。……でも、編集長は頑がんとして首を縦に振らなくて」

「当然だ」

　フンと強い鼻息をついた神代が、ギロッと牡丹に横目を向けてきた。

「締め切り間際に原稿を落として、雑誌の紙面に穴を開ける。そんなことは許されないし、それにそもそも、そこまでの無理を押し通して、白城になんの得がある？　結婚させるのが仕事の仲人なこうどが、結婚のために漫画を辞める牡丹をどうして引き留める？　自分の利益のために行動してない人間を、アタシは信用しないんだ」

「──これと同じセリフを白城さんに言ったんです。そしたら白城さん、ビシッと言い返したんですよ」

　コホンと咳ばらいをした百瀬が、真剣な眼差しを牡丹へ向けながら、




「俺は牡丹を結婚させたいわけじゃない……。結婚して、そして誰よりも、幸せになってもらいたいんだ！」




　ノリノリで演技をしている百瀬を見て、うっとうしそうに目を細めている神代を見て。

　牡丹は脳裏に焼きついている縁えん太た郎ろうの言葉を思い出す。




　──幸せになれない結婚なんて、しねえほうがマシだ。




　その一言に、ぎゅっと濃縮されていた。

　仲人なこうどとしての縁えん太た郎ろうが、どういう人間であるのか。

「アイツはムカつく男だが、信用してやってもいいと思う」

　神かみ代しろが、ほんのわずかに目尻を下げる。

「そうですよ、牡ぼ丹たん先生。白はく城じようさん、牡丹先生のために必死だったんですから」

　にこやかに微笑んでいる百もも瀬せに肩を叩かれた。

「わたしは、その……」

　縁太郎のことを信頼していた。

　結婚させてくれる仲人として、頼りにしていた。

　でも。

　縁太郎はもっと強く、もっと深く、自分のことを──。

「──ってことで、話は終わりだ。次号から立たち華ばなさんの原稿、しっかり頼むぞ」

「は、はいっ」

　神代の厳しい声に、牡丹は思わず背筋を伸ばしてツインテールを跳ね上げる。

「そうですよ、牡丹先生。みんなに迷惑かけたぶん、面白い原稿をお願いしますよ」と百瀬。

「ああ。ムカつく原稿を持ってきたら、百瀬の椅子を三角木馬にしてやるからな」

「そうですよ、牡丹先生。面白い原稿を描かないと私の椅子が三角木馬に──って、どうしてそうなるんですかっ!?」

　二人のやり取りを眺めて、一緒に笑って。

　また漫画家に戻れたことが、牡丹はすごく嬉うれしい。

　これも全て縁太郎が編集長と賭けをしてくれたおかげだと思い──ふと、気になったことが一つ。

「あの……さっきの話ですけど。縁太郎さんと〝賭け〟をしたって言ってましたよね？　賭けってことは、わたしが漫画家として復帰しなかった場合、縁太郎さんにペナルティがあったんですか？」

　それを聞いて百瀬は、恐ろしいものを見るかのような眼差しを神代へと向ける。

　その視線につられて神代を見ると、彼女は〝ドＳ編集長〟の肩書きにふさわしい高圧的な微笑を口元に浮べて、

「もちろん、それなりの報いを受けてもらうつもりだった。今、あっちの業界で、男同士でオイルマッサージをする動画が流は行やってる。あの白城縁太郎って男は、いい体をしてたからな……。オイルマッサージ男優としてデビューしてもらう予定だった。雑誌に穴を空けた分の損失を、体で返してもらうんだ。ククク……」

「オイルマッサージ、男優……」

　全くの素人である縁太郎にそれをさせようとする神代に絶句する牡丹であるが、それと同時に縁太郎もよくその条件を飲んだなと思う。

　この編集長の座ざ右ゆうの銘めいは、有言実行。

　きっと自分が漫画家として復帰しなければ、本当に縁えん太た郎ろうにオイルマッサージ男優をやらせていたと思う。

「じ、じゃあわたし、縁太郎さんを待たせちゃってるので」

　牡ぼ丹たんは笑みを引きつらせながら神かみ代しろに一礼し、逃げるように編集部を後にした。
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　牡丹は一階のロビーで縁太郎と落ち合って、出版社のビルを出て新宿の裏通りを歩く。

　すっかり日が落ちて辺りは暗くなっている。見上げる街灯に羽虫がたかって、吹き抜ける風は生ぬるい。歩いているだけでじっとりと汗ばんできて、夏がすぐそこまで来ていることを実感してしまう。

「結ゆ衣いとカレンが御ご馳ち走そうを作ってくれるってさ。久々に牡丹が事務所に来るから、張り切ってくれてるみたいだな」

　スマホを見ていた縁太郎が笑いかけてくる。

　牡丹は照れくささを誤ご魔ま化かすために微笑んで、

「そういえば、しばらく事務所に行ってませんでしたもんね……。でも、結衣にゃんは毎日ラインをくれました。カレン嬢はたまに電話をしてくれましたし」

「そうだな。みんな牡丹のことを心配してた」

「…………」

　牡丹はうつむき、淡々と歩く。

　駿する河が野のからフラれたあの日から、今日までのことを思い出し、

「わたし、迷走しちゃってましたね」

　自分では、最善の選択をしているつもりだった。

　しかし気づくと、袋小路の行き止まりに迷い込んでいた。結婚へ繋つながる道を見失って途方にくれていた。

「牡丹だけじゃない。みんな迷ってる」

「え……？」

　牡丹は思わず足を止め、縁太郎のことを見る。

「実はな、俺も婚活を始めたんだ」

「縁太郎さんが、婚活を……？」

　疑うような声を出してしまう牡丹に、縁太郎は腰に手をあてながら、

「そんなにおかしなことじゃないだろ？　俺だって独身だ。結婚したい」

「いや、そうですよね。そう言われるとそうなんですけど、何か、そういうイメージがなくて……」

　たははと笑う牡ぼ丹たんに、縁えん太た郎ろうはふっと脱力するかのような笑みを見せる。

「自分でも婚活をやってみて、あらためて思ったよ……。結婚って、難しいな。俺もどうすればいいのか分からなくなって、迷っちまった」

「……縁太郎さんでも、そんなふうになるんですか？」

　牡丹がじっと見つめる先で、縁太郎はバツが悪そうに頭の後ろをかきながら、

「誠まことの紹介でお見合いをしたんだけど、婿むこ養よう子しを希望してる人だったんだ。正直なところ気が進まないお見合いではあったんだが、実際に会ってみたら相性がよくてな。俺、時代劇とか歌舞伎とかそういうのが好きなんだけど、綾あや羽はさん──あ、お見合い相手の名前なんだけど、その人もそういうのが好きで、お見合いをしたその日に歌舞伎を観に行って、すっごく盛り上がっちまってさ」

　縁太郎は楽しそうに笑っていたが、すぐにその声のトーンを落として、

「でも、その人は婿養子を希望してる。京都の呉服屋の一人娘で、男の跡取りがいなければ家が途絶えてしまうから、その条件は譲れない。仲人なこうどの仕事よりもその人との結婚を重視するのか、それとも縁がなかったと思って諦めるのか。俺はそのどちらかを選ばなきゃならなくなっちまったんだ」

　縁太郎がそのエピソードを通して何を言いたいのか。

　何となく察した牡丹は、正解を知りたくてうずうずしてしまう。

　一歩踏み出して縁太郎に近づき、もどかしげな上目遣いを向けながら、

「それ、どうやって解決したんですか？　その答えとか、分からなくないですか？」

　少なくとも、牡丹は分からなかったのだ。

　仕事と結婚──どちらをとるのか？

　そんな無理難題を前にして、一人で頭を抱えて悩んで、間違った選択肢をつかみ取ってしまった。

「実を言うとな、俺も分からなかった」

「……え？」

　その回答に、牡丹は肩透かしをくらったような気持ちになる。

　縁太郎はプロの仲人であるから、何かしらの〝答え〟を持っているのだと思っていた。そうあってほしいと期待していた。

「……でも、選ばないとダメですよね？　その人と交際するのか、しないのか。仕事と結婚、どっちを取るのか」

　どうしてもその答えが知りたくて、問い詰めるような聞き方をしてしまう牡丹。

　縁太郎は落ち着いた表情のままでうなずいて、

「そうだな。牡丹の言うとおり、何らかの答えを出さなくちゃいけない。でも、俺一人じゃどうしていいのか分からない。だから──」

　縁えん太た郎ろうは手に持っていたスマホをいじって、それを牡ぼ丹たんへ見せながら、

「結ゆ衣いとカレンに、相談した」

　その画面の中には結衣とカレンの画像があって、二人とも着物姿だった。

「これは、その時の写真なんですか？」

「ああ。丁度、お見合い写真を撮りに来ていたところでさ。話を聞いてもらった後に写真を撮ったんだ」

　その写真の中で結衣とカレンは、嬉うれしそうな顔をしている。誇らしげ、と言ってもいいかもしれない。

　きっと二人は縁太郎のことが好きだから、頼りにされたことが嬉しいんだと思う。そうでなければ、仕事と結婚──どちらをとるべきかなんて、そんな厄介な相談をされて、こんなふうに微笑むことはできないはずだ。悩む気持ちを、受け止めてもらえないと思う。

　少なくとも牡丹は、そう考えている。

　だから……。

「なあ、牡丹」

　かけられた声に反応して、縁太郎へ視線を向ける牡丹。

　縁太郎は街灯の下で、まっすぐに牡丹のことを見て、

「一人で悩む必要は、ねえからな」

　縁太郎は自分の胸を強く叩いて、それが当たり前のことであると強調するかのように、きっぱりと──




「お前には、俺がついてる」




　牡丹は大きく目を見開いて、吹き抜ける風にツインテールをなびかせる。

　縁太郎は落ち着いた口調で、でも──抑えきれない何かによって、その言葉の端はし々ばしに強い力を込めながら、

「俺もまだまだ仲人なこうどとしては半人前で、助言に迷うこともある。……でもな、牡丹。絶対に投げ出したりはしねえから。お前と一緒に、とことん悩み抜いてやる。納得いくまで意見をぶつけて、必要とあらば取っ組み合いの喧けん嘩かだってしてやるよ。だからさ──」

　ぱしっと手のひらに拳を打ちつけた縁太郎が、その大きな拳を牡丹へと向けて、




「一緒に婚活をしようぜ、牡丹！」




　縁太郎の拳をじっと見つめて、牡丹の胸からドクンと大きな音がする。

　牡ぼ丹たんはずっと、兄弟が欲しかった。

　何でも相談できる相手が欲しかった。

　でも、そんな人はいないから、立たち華ばなさんに寄り添ってもらっていたのだ。

　けれど、

　──そっか……。

　すぐそばにいたんだと、思う。

　もしもお兄ちゃんがいたら、こんな感じかもしれない。

　心の底から頼りにできる先輩がいたら、家族のように信頼できる幼馴染がいたら、年が近くて仲の良い従兄弟がいたら、こういう気持ちになるのかも。

「……へへっ」

　牡丹は笑って、大きく右手を振りかぶる。

「わたしも、縁えん太た郎ろうさんと婚活がしたいです。わたしの婚活に付き合ってください、縁太郎さん！」

「おう。まかせとけ、牡丹！」

　ゴチン！　と、強く拳をぶつけ合う二人。
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　そしてすぐに、お互い涙目になって、

「お前っ、強く殴りすぎだっての！」

　赤くなってしまった自分の指を見つめる縁えん太た郎ろう。

「いたた……。縁太郎さんの指、固すぎっ！　硬いのはちんちんだけにしてくださいっ！」

　いつもみたいに下ネタを言って、しきりに手首を振りながら、恨めしげに縁太郎のことを見る牡ぼ丹たん。

　そして顔を見合わせた二人が、同時にぷはっと吹き出した。

　夜の新宿の裏通りに、二人の笑い声が響く。

　それを耳にした通りすがりのホストやホステスたちが怪け訝げんな顔になり、そして少しだけ眩しそうに目を細める。事情を知らない彼らの目には、笑い合う縁太郎と牡丹が、友達のようなカップル、もしくは仲の良い兄妹に見えていたのかもしれない。




　＊　＊　＊




　牡丹はそれから、縁太郎と一緒に地下鉄に乗って、白はく城じよう結婚相談所へ向かう。

　その道中で、会員たちの近況について聞いた。

「特に変わったことはねえかなぁ……」

　縁太郎はそう言って、ぼんやりとした眼差しを車内の吊り広告へと向けている。

「結ゆ衣いにゃんもカレン嬢もまひるママも、婚活に進展なしって感じなんですか？」

「ああ、そうだな。牡丹が最後に来た日から、何も──」

　と、縁太郎が不自然なタイミングで言葉を区切る。

　そして、

「なあ、牡丹。ちょっと、相談していいか？」

　おもむろに口を開いた縁太郎の声に、違和感があった。

　それは苦心して決意を固めたような、ためらいの気配を色濃く残す声こわ色いろで、

「え……はい。構いませんけど」

　と、安請け合いの返事をしながらも牡丹は、さりげなくシートに座り直して背筋を張っていた。

「さっきの話の続きなんだけど──俺も婚活を始めたって、言っただろ？　それでちょっと、気になってることがあってさ……」

　地下鉄がレールの継ぎ目にさしかかる。ガタンゴトンと音がして、その振動が先頭車両から後ろの車両へさざ波のように駆け抜けた。すぐに何事もなかったように静かになって、縁太郎の胸がすっと膨ふくらんで、




「もしかして結衣とカレンって、俺に対して……そういう気持ちがあったりすんのかな？」




　縁えん太た郎ろうは牡ぼ丹たんを見ていない。

　膝の上で手を組んで、そこに視線を固定して、

「たぶん、俺の勘違いだとは思うんだ。仲人なこうどと会員だから、そういうことにはならないだろうとは思う……。だけど、ほら。あの二人って、毎日飯を作ってくれるだろ？　最初は花嫁修業ってことで、婚活の練習だと思ってた。でも、それにしては好意的？　みたいな瞬間があって、これはどうなんだろうって、考えちまってさ……」

　それを口にするのがよほど恥ずかしいのか、縁太郎はわずかに頬ほおを赤らめて、牡丹へ視線を向けることすらできていない。

　──そっか、ようやく。

　二人の努力が実を結ぼうとしているのだと、牡丹は思う。

　結ゆ衣いもカレンも、分かりやすく恋心をアピールしていた。それなのに縁太郎はぜんぜん気がつかなくて、牡丹はもどかしく思っていたのだ。

「あのですね、縁太郎さん」

「お、おう」

「結衣にゃんとカレン嬢は──」

　牡丹は、すべて打ち明けるつもりだった。

　結衣とカレンがいかに分かりやすくフラグを立てていたのか？　それを客観的事実として伝えて、噛み合わずに空転している恋の歯車を回してやろうと。

　口を開いたその瞬間まで、そう思っていたのだが──。




「……どうなん、でしょうね。ちょっと、分からないです」




「そ、そうだよな。分からねえよな。変なこと聞いて、悪いな」

「い、いえ……」

　二人はそそくさと視線をそらした。車内に車掌のアナウンスが流れて、牡丹の隣に座っていた女性が立ち上がる。

　──どうしてわたし、フラグを否定するようなことを……。

　自問しながら、対面の車窓へ目を向ける牡丹。

　トンネルの側壁に設置されている明かりが、一定の間隔を空けて左から右に走り抜ける。それを何となく目で追いながら、頭をフル回転させる。すぐに一つの答えにたどり着くのだが、牡丹はそれを素直に受け入れることができない。

　──いや、まさか。だって。

　今までそんな選択肢は存在しなかった。

　そういう目で縁太郎を見ることはなかったのだけど──。

「…………」

　戸惑う牡ぼ丹たんが見つめる先で、ぱぁっと窓が明るくなる。

　地下鉄がトンネルを抜けて駅に到着し、構内の光が車内に差し込んで。

　ブレーキによるマイナスの慣性に身を任せて牡丹は、縁えん太た郎ろうに寄りかかっていた。

「ご、ごめんなさい」

　小さく呟つぶやいた牡丹に、縁太郎は「ああ」と気にしてなさそうに言った。

　でも、そうじゃない。

　牡丹が謝罪したい相手は縁太郎じゃない。

　結ゆ衣いとカレンに。

　友達が狙っている男性に、そういう気持ちを持つなんて、いけないことだと思うから。




　……だけど。これは。




　こればっかりは、仕方ない。

　自分ではどうすることもできない。

　耳に聞こえる胸の鼓動が、分かりやすく主張してるのだ。

　縁太郎と一緒に婚活をするのではなくて、共に人生を歩む。




　そんな選択肢みらいが、自分の中にもあるのだと──。







エピローグ　暗雲は静かに立ち込める







　白はく城じよう結婚相談所の居間で、結ゆ衣いとカレンが料理をテーブルに並べている。

　ハンバーグと、オムライスと、グラタン。

　久々にやってくる牡ぼ丹たんのために、彼女の好物を作ったのだ。

　結衣は我ながらよくできていると思って満足げな顔をしている。カレンも鼻唄を歌いながら食器を並べていたのだが、




「二人とも、いつになったらお兄ちゃんに告白するの？」




　ふいに投下された蒼あお梨りの言葉に、結衣とカレンは気まずげに配膳の動きを鈍らせる。

「お兄ちゃんの気を引くために料理を作り始めて、もう一カ月ぐらい経ってるんだよ？　結衣ちゃんの作ったグラタンを見てよ。上手くなりすぎてプロの人みたいだよ」

　蒼梨がフォークを向けているグラタンは、市販品ではなくて手作りのホワイトソースを使用している。

　最初のうちこそ慣れない料理に苦戦していた結衣だけど、カレンに負けじと料理教室に通った結果、やけに上達してしまった。

「だって縁えん太た郎ろうが、そういう雰囲気になってくれなくて……」

　結衣は覚悟を決めている。なんとなくだった気持ちも、いまではその輪郭をはっきりとつかむことができる。

　でも、縁太郎。

　彼が告白を受け止めてくれなければ、どんなに気持ちを込めた言葉を投げても意味がない。

「気持ちを伝えたいとは思っていますが、きっかけをつかめませんのよ……」

　平皿をテーブルの上に置いたカレンが、悩ましげな吐息をついた。

　それを耳にした蒼梨が「もー、二人とも大人なのに、そういうところは子供みたい」と、呆れたような声を出す。

　そしてずいっとテーブルに身を乗り出して、恋に悩める婚活女子に警告をする。

「そんな調子じゃ他の誰かにとられちゃうよ。ああ見えてお兄ちゃん、それなりにモテるんだから」

　それは、聞き捨てならない一言だった。

「もしかして、他にも縁太郎のことを狙っている人がいるの？」

　瞬間的に込み上げてきた警戒心が、結衣の口調を固いものにする。

　カレンもその瞳を油断なく光らせて、

「その可能性は、ありますわね……。仲人なこうどという仕事柄、縁えん太た郎ろうにはいくらでも出会いがありますわ」

　危機感を募らせる二人に、蒼あお梨りは「そうでしょ？　そうでしょ？」と、恋バナをする時のテンションになって声を弾ませる。

「例のお見合いもそうだけど、他の誰かがお兄ちゃんに手を出してくるかもしれないよ。もしかすると身近な人が、恋のライバルになるかも！」

　身近な人……。

　その単語に、結ゆ衣いは思わずカレンのことを見る。

　カレンもまた結衣へ視線を向けて、同時にさっと目をそらす。

「結衣ちゃんとカレンちゃんもそうだけど、もっと他にもいると思うんだ。たとえば……まひるちゃんとか」

　得意げな顔で主張する蒼梨。

　しかし結衣とカレンは、ピンとこない。

「まひるは、まあ……付き合いは長いようですが」

「縁太郎とそういう感じじゃないんじゃない？　お互いにそういうふうに見てないと思う」

「えー。そんなことないって。むしろお兄ちゃんって、たぶんまひるちゃんのこと、ちょっと気になってると思うよ」

　蒼梨は現役の女子高生として、恋愛を察知するアンテナの感度に自信を持っている。縁太郎とまひるに関して言えば、すごく分かりやすいサインが出ている。

「だってお兄ちゃん、まひるちゃんにだけ敬語でしょ？　昔からそうなんだけど、お兄ちゃんって、気になる女の人には敬語になっちゃうの」

「敬語……」

「……そう言われると、そうですけど」

　結衣はあごに手を添えて、カレンは思案げに腕を組み、それぞれが小こ日向ひなたまひるについて考える。

「どう思う、カレン？」

「可能性としては、ゼロではありませんけど──」

　カレンはそこで、肩の力を抜いて、

「まひるはダメな殿方にしか興味がありませんから、気にしなくても大丈夫ですわ。もしも縁太郎にその気があっても、まひるが振り向きませんもの」

「…………」

　安あん堵どの笑みを浮かべるカレンに、しかし結衣は同調することができない。

　──それを言うなら、カレンだって。

　お金持ちにしか興味がないと言っていたのに、縁太郎に告白をしようとした。

　その人に対して持ってるイメージなんて、予期せぬ恋愛感情のうねりによって、簡単に覆くつがえされてしまう。今はダメ男に執心しているまひるでも、何かの拍子に縁えん太た郎ろうのことを好きになってしまうかもしれない。

　──やっぱり玉たま置きさんが最初に言っていたように、強引にでも告白をしたほうが……。

　結ゆ衣いが自分の作ったグラタンを見つめて考えていると、玄関のドアが開く音がした。

　思わず三人がその視線を戸口へ向けて待ち構えていると、




「お、お久しぶりです！　わたしは、帰ってきました！」




　期待どおりの人物に、結衣とカレンが同時に声を弾ませる。

「「牡ぼ丹たん！」」

　そこにいたのは、見覚えのある懐かしい牡丹だ。

　露ろ出しゆつの多い服を着て、落ち着きなく体を動かしてツインテールを揺らして、その顔には子供みたいに無邪気な笑みがある。

「心配しましたのよ、牡丹」

　牡丹のことを見つめて、嬉うれしそうに微笑むカレン。

「えへへ……。お騒がせしてしまって、ごめんなさい」

　照れくさそうに笑った牡丹が、しかし勇ましく握りこぶしを突き出して、

「これからは再びエロ漫画家として、〝エロく正しく〟婚活を頑張ります！」

「それをいうなら〝清く正しく〟ですわ……。すっかり元どおりですのね」

　カレンが呆れて、牡丹が笑う。

　そのやり取りを見ていた結衣が「元気そうでよかった」と頬ほおを緩ゆるめると、「結衣にゃん！」と嬉しそうな声をあげた牡丹が駆け寄ってきた。

「たくさんライン、ありがとうございます。おかげで元気になれました。また一緒に体位を開発しましょうね」

「そ、それは、やらない！」

「えぇーっ！」不満げに口を尖とがらせる牡丹。

　結衣はぷいっとそっぽを向いて、腕を組む。

　オリジナル体位を試したいと言い出した牡丹に押し倒されたあの日のことを、結衣はなまじ記憶力がいいばっかりに忘れることができない。トラウマ──とまではいかないが、良い思い出とは言い難い。

「牡丹ちゃん。結衣ちゃんとカレンちゃんが、牡丹ちゃんの好きなものを作ってくれたよ。一緒に食べよ♪」

　蒼あお梨りが自分の隣の座布団をパンパンと叩いて、牡丹にニッと笑いかける。

　牡ぼ丹たんに続いて居間に入ってきた縁えん太た郎ろうが、その頭にぽんっと手を置いて、

「良かったな、牡丹」

「えへへ……。嬉うれしいですっ」

　笑みを交わす二人の姿に、蒼あお梨りとカレンもにこやかに微笑んでいる。

　しかし、結ゆ衣いはほんのわずかな違和感を覚えて眉を寄せていた。

　──この二人って、こういう感じだったっけ？

　牡丹が久しぶりだからそういうふうに見えるのか、それとも……。

「あっ、ちょっと電話だ。先、食べててくれ」

　縁太郎がズボンのポケットからスマホを取り出して廊下へ出ていった。

「結衣にゃん。カレン嬢」

　テーブルの上に並ぶご馳走を見つめた牡丹が、はちきれんばかりの笑みを浮かべて、

「こんなに豪華なご飯をわたしのために……ありがとうございます！　わたし、すっごく嬉しいですっ！」

「たくさん食べてくださいまし」と、カレンが取り皿を差し出して、蒼梨の隣に座った牡丹がさっそくハンバーグを食べる。すぐに「おいしいっ！」と声をあげ、デミグラスソースを頬ほおにつけた顔で嬉しそうにする。

「もー、牡丹ちゃん子供みたい。ほらっ」

　蒼梨が牡丹の口もとをふきんで拭いて、「牡丹は子供みたいなものですからね」と肩をすくめたカレンが苦笑する。

　そんないつもの光景に、しかし結衣は溶け込むことができない。

「ねえ、牡丹」

　ふすまの向こうで電話をしている縁太郎のことをチラッと見て、小声で牡丹に問いかける。

「もしかして、縁太郎と何かあった？」

　何の根拠もないのだが、それでも結衣は違和感を覚えてしまったのだ。

　そういう感覚を侮ってはいけないと、結衣は経験から学んでいる。

「んー、何もないですけど」

　ハンバーグに刺さっているフォークから手を放した牡丹が、恥ずかしそうにモジモジと手をすり合わせ、おもむろにまつ毛を伏せながら、




「でも、これから、何かあるかも……」




　結衣の予感が、果たして的中したのかどうか。

　牡丹の見せた反応は、実に分かりやすいものだった。

「貴女あなた、もしかして……」

　結ゆ衣いに続いて、カレンもその気配を察し臨戦態勢になる。

「えへへ……。まあ、今のところは何もないので」

　にぱっと笑ってこの話題をうやむやにしようとする牡ぼ丹たんだが、そうは問屋がおろさない。

　結衣とカレンが、縁えん太た郎ろうのお見合い騒動の時に培った連帯感を発揮して、牡丹がシロであるのかクロであるのか、容疑者を取り調べる刑事の剣幕で迫る。

「どういうことなのか、詳しい話を聞かせてほしい」

「牡丹はいい子ですからね。素直に話してくださいますわよね」

「……あの、二人とも？　なんか、お顔が怖いんですけど！」

　怯えた声をあげた牡丹に、結衣とカレンが詰め寄って──。

「いやー、まいったな……」

　間の悪いタイミングで、縁太郎が居間に入ってきてしまう。

　牡丹はすがるような眼差しを縁太郎へ向け、畳に手をついて前のめりになっていたカレンと結衣は、さっと体を戻して居住まいをただす。

　そしてカレンが、何事もなかったように、

「電話、誰からでしたの？」

「三みノの山やまさんからだったんだけど、まひるさんの様子が変だったって話でさ。仕事のあとに一緒に飲んだら、いつもよりハイペースで酒を飲んでて、何かあったんじゃないかって」

「それって、どう考えても……」

　深刻な響きをもったカレンの声に、縁太郎が「たぶん」と重々しくうなずいた。

「まひるママ……。いつかはこうなるとは思ってましたが……」

　牡丹も何かを怖れるような呟つぶやきを漏らし、「ええー、やばいじゃんそれ。あたし、誰かの家に避難しようかな」と、蒼あお梨りがスマホをいじり始める。

　みな一様に焦っていたが、結衣だけがついていけずに、きょとんとしている。

「……いったい、何をそんなに警戒しているの？」

「あー、結衣にゃんはまだ知らないんですね。まあ、知らないほうが幸せなことって、ありますよね……」

　意味深なことを口にして、ふふふと暗い笑みを見せる牡丹。

「白はく城じよう結婚相談所で婚活をする限り、避けては通ることのできない洗礼のようなものですわ」

　と、厳しい口調で言ったカレンが、ぞくっと背中を震わせた。何かを思い出して悪寒が走っているようだ。

「二人はまだいいじゃん。あたしなんて、ずっと絡まれるんだよ？　やっぱ、ちー子の家にでも疎開しようかな……」

　蒼梨は喋しやべりながらもスマホをいじる手は止めず、避難先を真剣に検討している。

「実はな、結衣──」

　満を持して縁えん太た郎ろうが真実を語ろうとした、その瞬間。

　──ガチャッと、玄関のドアが開ひらく音がした。

　それは聞き慣れている音であるが、タイミング的に不吉なものがある。

「もしかして、飲み屋から直接ここへ来ちまったのか」

　縁太郎がすぐに玄関へと向かい、結ゆ衣いもそのあとに続いた。他の面々もついてきて、その全員が玄関にへたりこんでいる彼女を目にして──。

「──っ!?」

　そこにいたのはまひるだが、結衣の知ってるまひるじゃない。

　お酒の匂いを漂わせ、とろんとした目つきが妙に色っぽく、胸元をだらしなくはだけさせている。

「まひるさん、大丈夫かよ。かなり酔ってんな……」

　縁太郎が片膝をついて、まひるの顔をのぞきこむ。

　まひるはぼんやりとした眼差しで縁太郎を見て、その視線を結衣たちのほうへ向け、にひっとごきげんな笑い方をして、




「まひるせんせい、フラれちゃいましたぁぁああ────っ！」




　それはもう、見事に模範的な酔っ払いの声だった。

「なっ……！」

　普段のまひるとの落差があまりに激しくて、結衣は言葉を失い唖あ然ぜんとしてしまう。

　そんな結衣を尻目に、牡ぼ丹たんとカレンが慣れた様子でまひるの介抱を始める。

「ほら、まひる。お水ですわ」

　いったん居間に戻ったカレンが、コップをまひるに手渡した。

「ありがとー、カレンちゃん。いいお嫁さんになれるわぁ」

　まひるは水を一気に飲んで、くてっと脱力してしまう。

　コップが手からこぼれ落ちそうになり、それを牡丹が咄とつ嗟さに受け止めた。

「危ないですよ、まひるママ。ちゃんと部屋で休みましょう」

　牡丹がまひるの手を引いて起こそうとするが、まひるは「ふふっ……」と楽しそうに笑うばかりで立ち上がろうしない。

「まひるさん。ちゃんと立って」

　見かねた縁太郎がまひるに近づき、肩を貸す。「よっ」と声を出して立ち上がるのだが、まひるはぐったりと縁太郎に寄りかかっている。

「あのねぇ……。わたし、思うんだけどぉ」

　縁太郎にしがみついているまひるが、その口を縁太郎の耳に近づけて、




「もう、縁えん太た郎ろうくんが、結婚してくれればいいんじゃないかなぁって……」
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「ま、まひるさん。飲みすぎですよ」

　縁太郎の口調は固いが、その耳は真っ赤になっている。

　まひるは「えへへぇ……」と楽しそうに笑って、フラッとよろけて、縁太郎の胸にしなだれかかる。

「完全につぶれちまってるな……。ちょっと居間で休みましょう。歩けますか？」

「歩けるわよぉ。廊下でも、バージンロードでも、どこでもぉっ！」

「今はバージンロードじゃなくて、廊下を歩いてください。ほら、ちゃんと立って」

　縁太郎とまひるが廊下を歩き始める。牡ぼ丹たんがまひるのことを心配そうに見つめて「吐きそうになったら言ってくださいね。ここで吐いちゃダメですよ」と声をかける。

　べったりと縁太郎に寄りかかっているまひると、そんな彼女を支える縁太郎の背中がゆっくりと遠ざかっていく。




「──ね？　ちょっと怪しい感じでしょ？」




　棒立ちになっている結ゆ衣いとカレンに、蒼あお梨りが小声でささやいた。

「「…………」」

　結衣とカレンは、複雑な面持ちでまひるの背中を見ている。

　泥でい酔すいしているとはいえ、まひるはプロポーズまがいの言葉をあっさりと口にしていた。まひると縁えん太た郎ろうの〝距離〟は、思っていたよりも遥かに近いのかもしれない。

　縁太郎が白はく城じよう結婚相談所を母親から引き継いでから、約三年。それだけの歳月を共にしていれば、自然と育まれる絆というものがある。今でこそ、その繋つながりは友愛の情に留まっているが、もしも何かの弾みに、お互いを恋愛対象として捉えてしまったら……？

　──その時まひるは、最強の恋敵として自分たちの前に立ち塞がるのかもしれない。

　結衣とカレンは理屈ではなく〝女の勘〟でそう思い、戦々恐々としていたのだった。




　＊　＊　＊




　白城結婚相談所から西へ数キロほど移動すると、それだけで景色がガラッと変わってしまう。

　ごちゃっとした下町の住宅街から、近代的なビルが建ち並んでいる大都会へ。

　そこは東京・六本木。

　業績好調な企業が進出してくる一方で、事業に失敗した会社が尻尾を巻いて逃げていく。まさに弱肉強食を絵に描いたような場所であり、そんな激戦区に黒くろ峰みねマリッジプランナーの本社ビルはある。

「いやぁー、この部屋は眺めがいいですねぇ。椅子はふっくらしてるし、カーペットもふかふかで、心が豊かになりますよぉ」

　本社ビル最上階の社長室で、社長の椅子に座っている女性──逢あい川かわ藍あい子こが嬉うれしそうに八重歯を見せていた。以前は銀座でホステスをしていたが、今ではこうして社長の椅子に収まっている。

「それはオレの椅子だ。お前は自分の椅子を使え、逢川」

　窓の向こうに広がる夜景を退屈そうに見ていた男が、荒っぽくカーペットを踏みしめて歩み寄る。身に着けているスーツは値の張る高級品で、有名ブランドのメガネをかけている。その顔立ちは端正であるが、歯を見せて笑うことは滅めつ多たにない。お世辞にも愛想がいいとは言えず、見る人に冷たい印象を与える。

　彼の名前は、黒峰優ゆう輝き。

　黒峰マリッジプランナーの社長の息子としてプロの仲人なこうどをしていたが、六月の人事異動をもって、正式に父親から社長の職を受け継いだ。

　それ以前から秘書をしていた逢川は、そのまま社長秘書となる。

　彼女は有能な秘書であると黒峰も認めているので、業務上は何の問題もない。その素行には問題が多く、どうにかならないものかと頭を悩ませてはいるが……。

「やっぱり社長の椅子はいいですねぇ、優ゆう輝き様ぁ」

　椅子のひじ掛けを嬉うれしそうに叩いている逢あい川かわから笑いかけられて、黒くろ峰みねは苛立たしげにメガネのツルをくいっと上げた。

「いいから自分の席に戻れ。俺の仕事の邪魔をするな」

　すると逢川は茶色のショートカットを揺らして立ち上がり、豊満な胸を強調するかのように前まえ屈かがみになって、

「……そろそろデレてもいいんですよ、優輝様？」

「わけの分からんことを言ってないで、仕事しろ」

　黒峰が素っ気なく突き放すと、逢川はわざとらしい上目遣いをやめて、「はぁー……」と不満げなため息を一つ。

「まったく、優輝様はガードが固いんですよねぇ。そろそろわたしの魅力に負けて、『大好きだよ、藍あい子こちゃん。何でも買ってあげるよ！』とか言ってくれてもいいのに」

「あいにく、女を見る目には自信があるんでな」

　どっかりと社長の椅子に腰かける黒峰。

　そして彼は堂々と足を組むのだが、逢川が頬ほおを膨ふくらませて笑うのを堪こらえている。

「……何だ、その顔は？」

「い、いえ。女を見る目に自信があるって、何を根拠に言ってるのかなって」

「仲人なこうどだからに、決まってるだろうが」

　キッと睨にらみつけてやると、逢川は口元を手で隠したまま、

「ああ、そういうことですか。いやほら、優輝様って、全然遊んでる感じしないのに、そんなこと言うから……背伸びしてるみたいで、可愛くて！」

「──ッ！」

　楽しそうに肩をプルプルさせている逢川から目をそむけ、黒峰は荒っぽい手つきで書類を手に取った。

「もぉー、怒らないでくださいよぉ。社長に就任したばかりでピリピリしちゃうのは分かりますけど」

「オレは、いつもどおりだ！」

　黒峰は逢川のほうを見ずに言い捨てる。

　自分が社長になったからには、今まで以上に黒峰マリッジプランナーを繁栄させなければならない。もしも業績が悪化するようなことがあったら、親の七光で社長になった無能であると、社員たちから嘲笑されるだろう。

「あの、優輝様。この企画って、優輝様が考えたんですか？」

　企画書のコピーを手にしている逢川が、探るような口調で聞いてきた。

「オレが概要を伝えて、企画部に作らせた」

「そうですか。へぇ……。なるほどねぇ……」

　したり顔でパラパラと企画書の束をめくって、黒くろ峰みねのことをチラッと見てくる逢あい川かわ。

「言いたいことがあるなら言ったらどうだ」

「いえ、まぁ。言うまでもないことなんですが」

　逢川はヘラヘラと笑いながらも、その視線を一瞬だけすっと細め、




「白はく城じよう縁えん太た郎ろうのこと、意識してるのかなーって」




「ッ！　そんなわけないだろうが！」

　反射的に大きな声を出してしまって、黒峰は気まずげに逢川から目をそらす。

「……黒峰マリッジプランナーをさらに発展させるためには、目障りな弱小事務所を屈服させるべきであると、そういう結論に達しただけの話だ」

　黒峰が立案して、実体を持とうとしているこの企画。

〝黒峰マリッジプランナー　パートナーシップ・プロジェクト〟

　それは全ての結婚相談所を、そして仲人なこうどたちを、黒峰マリッジプランナーの支配下におくためのもの。




　──これでもう、アイツはオレに逆らえない。




　企画書に社長印をつきながら。

　黒峰は、縁太郎が悔しそうにひれ伏している場面を想像し、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべていたのだった。

（了）











　あとがき




　このたびは〝結婚が前提のラブコメ三巻〟をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。巻数を重ねるごとに、結婚したい気持ちが強くなっている栗くりノの原はら草そう介すけです。

　さて、この巻では〝相談〟が一つのテーマになっています。相談をすることは、とても大切なことでありますが、その〝相手〟もまた、重要であると思います。相談相手を誰にするかによって、その後の人生が大きく変わってしまうかもしれない。実際に僕は、そういう経験をしたことがあります。あの日、あの時、あの人に相談をしたからこそ、今の僕（ラノベ作家）があるのだと、確信している出来事です。

　それは、僕がまだアラサーになる前の話。

　僕は居酒屋で、友人にこんな話をしていました。

「カノジョがほしいけど……できない。どうすればカノジョができるんだ！」

　その時、僕は酔っていました。酒の勢いで、どうしようもない愚痴をこぼしていたのです。

　すると友人は、ガハハと豪快に笑って、

「よし、俺に任せとけ！」

　友人もまた、酔っていました。彼だって僕と同じぐらいに、女性とは縁のない生活を送っていたはずです。きっと、ノリと勢いで調子のいいことを口にしたんだろうと、当時の僕は思っていました。

　しかし、彼は本当に女の子を紹介してくれたのです。

　僕の家のドアを開けて、「最高に可愛い女の子を連れてきたぜ」と言ってサムズアップする彼に、コイツはなんて義理堅いやつなんだろうと、僕は感動を覚えて目頭が熱くなりました。

　──が。

　そこで僕は気づきます。ドアの向こうにいるのは、彼一人。女の子の姿が見当たらない。もしかして車の中にでもいるんだろうかと思いましたが、今日は電車で来た様子。

「すっごい可愛いから。もうほんと、次元が違うから」

　そう言って彼は、カバンに手を突っ込んで、それを差し出してきました。




　それは、アニメ〝けい＊ん！〟のＤＶＤでした。




　たしかに次元が違います。三次元ではなくて、二次元。それはたしかに、最高に可愛いのかもしれないけど……そうじゃない。僕が期待していた女の子は、そうじゃないっ！

　当然、僕は抗議するのですが、友人は「そう言わずに観てみろって。騙されたと思ってさ」と言って、ＤＶＤを無理やり押しつけてくるのです。

　そして、数日後。

　再びその友人が、僕の家にやって来ました。

「けいお＊、どうだった？　唯ゆいちゃん、最高に可愛いだろ？」

　僕は毅き然ぜんとした態度で、首を横に振ります。

　そして、言ってやるのです。




「最高に可愛いのは……ムギちゃんだ！」




　いやー、はまりましたねー、け＊おん。それをきっかけに僕の中で〝萌え〟の文明開化が起こって、アニメからラノベに興味を持って、いろいろあってラノベ作家になりました。

　もしもあの時、アニメが好きな彼に相談をしていなければ、こうしてあとがきを書いていることも、なかったのかもしれません。

　もっとリア充寄りの友人に相談していたら、女の子（三次元）を紹介してもらって、その子と無事に結ばれて、今ごろは娘か息子のパパとして幸せな家庭を…………。

　──はっ！

　今、見てはいけない世界が見えていました。結婚が前提の世界線とか、そんなものにうつつをぬかしてはいけない。そんな暇があったら、関係者の皆様に感謝の気持ちを伝えなくては！

　ということで、感謝が前提の謝辞を送らせていただきます。

　担当編集、岩いわ浅あさ様。今回も怒涛の赤字で、作品のクオリティを上げていただきました。毎回、勉強させていただいております。次巻もよろしくお願いします！

　イラスト担当、吉よし田だばな先生。素晴らしいイラストの数々を、ありがとうございます。吉田先生のイラストが上がってくるたびに、喜びの舞いを踊っております。次巻もよろしくお願いします！

　そして、あとがきをお読みいただいている、読者様。

　こうして本作を続刊できているのは、皆様のおかげです。

　ありがとうございます。本当に、ありがとうございますっ！

　どんなに感謝をしても足りないぐらいです。全員に求婚して回りたいところですが、それは逆に迷惑となってしまいます。作家らしく良い作品を書くことで、感謝の気持ちを示したいと思います。

　次回は──『小こ日向ひなたまひる、最後の婚活』

　連戦連敗の末に心が折れてしまった、まひるママ。そんな彼女に、縁えん太た郎ろうは──。




　次巻も引き続き、結婚が前提のラブコメにお付き合いいただけますと、幸いです！




　





栗ノ原草介

Sousuke Kurinohara




未婚が前提のラノベ作家。エア友達ならぬ〝エア・ワイフ〟を召喚すべく、独身力を高めている。……いや、エアじゃないお嫁さんがほしいです。結婚したいっ！
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